









































地球の切りジヨー札カー




③地球の未来は任されました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鉛なまり色いろの低い雲が、空を支配していた。

　七月も半ばを過ぎたこの季節。日本列島の上空には梅雨前線がしっかりと居座っている。

　ここ楢なら山やま町上じよう所しよ地区では、今日も朝から激しい雨が降っていた。

　梅雨つゆの終わりを感じさせる蒸むし暑い空気の中、傘かさを差した徒歩通学の生徒と、背中に白い反射材のテープが貼はられたクリーム色の雨具に身を固めた自転車通学の生徒たちが、次々に登校して来ていた。

　第一校舎と第二校舎の間にある一年生用の自転車置き場に自転車を置いて、通学用のレインコートを脱ぬいだ神じん通つう細さや香かは「ふう……」と息を吐はいて、制服のブラウスの胸むな元もとを引っ張って風を入れた。

　襟えり元もとから蒸すような湿しつ気けと体温が、ふわっと立ち昇のぼってくるのがわかる。

　──うわあ、レインコート着て自転車に乗ると、やっぱり蒸し暑いなあ。

　この雨具は、水は通さないけど、水蒸気は通すから蒸れないって聞いたけど、やっぱり限界があるのかもしれないな……。

　──汗あせ臭くさい、なんてことはないよね？

　細香が思わず自分のブラウスの袖そでを鼻に当て、くんくん、と臭においを嗅かいだ、そのとき。細香のクラスメイトの北きた上かみが声をかけて来た。

「おはよう！　雨ばっかり降るねえ」

「あ、おはよう。うん、毎日雨で嫌いやになっちゃうよね」

「毎日雨で、もうじき期末テストで……なんか憂ゆう鬱うつなことばっかり続くよね……ところでさ、レインコート着てると、蒸れるでしょ？　やっぱり臭いが気になるの？」

　どうやら、細香が自分のブラウスの臭いを嗅いでいるところを見られたらしい。

「え？　あ、うんそれは気になるよ……」

　北上は、にやっと笑った。

「そうだよねえ、嫌な臭いさせていたら、最も上がみセンパイに嫌きらわれちゃうもんね！」

「え？　あ、そんなんじゃないわよ！　嫌われるとかそんなんじゃなくて……失礼……そうよ、失礼になるから気にしてるだけよ！」

　細香は慌あわてて否定したが、北上のにやにや笑いは消えなかった。

「無理しなくていいのよ、細香。上じよう所しよ中学校で、あんたと最上センパイとの関係を知らない人間はモグリよ！　あんたは一年生女子の希望の星なんだから、もっと堂々と見せ付けてやればいいのよ！」

「希望の星だなんてそんな！　だって……センパイは別に彼氏とかそんなんじゃなくて……」

「ちちち……」

　北上は舌を鳴らしながら細香の顔の前で人差し指を立てて左右に振ふった。

「あんたねえ、そんなゼイタクなこと言ってると、応おう援えんしてくれる人だれもいなくなっちゃうよ？　最上センパイは学年でもトップクラスの成績で、英語のテストなんて常に満点。

　防衛委員会の委員長としてしっかり委員をまとめ上げている、って先生方の評判も良いから内ない申しん書しよは抜ばつ群ぐん、どんな高校でも一発で推すい薦せん入学できるという逸いつ材ざいよ？

　そんな人から告白されて、毎日一いつ緒しよに下校しているくせに、なにが『彼氏とかそんなんじゃない』よ！」

　北上は、そこで言葉を切ると、頭の後ろで両手を組んでため息をついた。

「あーあ、私もカッコイイ先せん輩ぱいから、君じゃなきゃダメなんだ！　とか言われてみたいなあ……同じクラスの男子どもは、見た目は中学生だけど中身は小学生と同じだもんね。あいつらの人生の目的は、デュエルと通信対戦だけなんだから」

　細香はレインコートを乾かわかすために、通学用の自転車のハンドルに広げて掛かけながら答えた。

「私じゃなきゃできないことがあったから、私に頼たのみに来ただけだよ。それをみんなが誤解しているだけなんだけどなあ……」

「その、あんたじゃなきゃできないことって何よ？」

「え？」

　細香の目が泳いだ。

「そ、それは……その、いろいろあって、簡単に人に言えないけど……」

　北上の目がきらりと光った。

「ええーっ！　何よそれ！　人に言えないようなことを頼まれちゃってるの？　すごい！　細香って、見た目と違ちがってすっごいオトナ！」

「ち、違うわよ！　そんなんじゃないわよ！　誤解よ！」

「そうね、うんうん、安心して！　みんなには黙だまっておくから！　先に行くからね！」

　北上は、その言葉とは正反対のうきうきした表情を浮うかべて、自転車置き場から昇しよう降こう口に向かって伸のびる屋根のある渡わたり廊ろう下かを走って行った。

　──黙っている気なんかないくせに。これでまた、センパイに迷めい惑わくかけちゃうかもしれないなあ……。

　北上の背中を見送った細香は、ため息をついた。

　──確かに、最上センパイは私のことを考えてくれているし、大切にしてくれる。

　でも……それは、私が宇宙人のＵＦＯに撥はねられて、とんでもない力を持っちゃったからだ。

　もしあのとき、私が事故に遭あわなければ……もし普ふ通つうの女の子のままだったら……きっと私は最上センパイから見向きもされなかっただろう。

　──そう。そして、それが私の本当のポジションなんだ。

　この後、何事もなく一年が過ぎて、私の力が無くなったら……私は何のとりえもない、元の私に戻もどる……。

　そうしたら、センパイはきっと、私みたいな地味な女の子なんか、もう相手にしてくれない。

　細香は渡り廊下を歩きながら、自転車置き場の屋根の上に広がる鉛なまり色いろの梅雨つゆ空ぞらを見上げ、胸の中でうなずいた。

　──だから……がんばろう。

　がんばって、センパイの期待に応こたえよう。それが、私のことを考えてもらえる理由。私が大切にしてもらえる理由なんだから……。

　今までみたいな、言いたいことがあっても全部胸の中にしまいこんで、自分から踏ふみ出そうとしない生き方じゃダメなんだ。

　もっと、もっと、前に出て、しっかりと自分の思ったことを言えるようにならなきゃダメなんだ……私の想おもいを口に出せるように……。

　そこまで考えてから、細香は、はっと気が付いた。

　え？　自分の想いを口に出して言うって……それって、もしかして……。

　細香の脳のう裏りに浮かんだ光景は、健けん吾ごに向かって自分の想いを告白する自分の姿だった。

『センパイ！　大好きです！　小学校のころからずっとセンパイのことばかり見ていました！』

　──うわあ無理！　それは無理！　いくらなんでもそんなことできない……そんな勇気、私には無い！

　顔を真っ赤にした細香が、ぶんぶん、と首を振った……そのとき。

「やあ、おはよう！　雨の日の自転車通学は大変だね！」

「ひゃん！」

　いきなり後ろから最上健吾に声を掛けられた細香は、小動物のような悲鳴を上げて飛び上がった。

「え？」

　ごく普通の朝の挨あい拶さつをしたつもりだった健吾は、予想外の細香の反応に目を見開いた。

「どうしたの？　何かあったの？」

　振り返った細香は、あわてて首を振った。

「い、いいえ！　なんでもありません！　気にしないでください！」

「気にしない……なんて、そんなこと、できるわけないじゃないか。僕が一番気にかけなくちゃいけないのは君のことなんだから」

「……え？　それって……」

　健吾の言葉を聞いて目を見開いた細香だったが、はっと我に返ると、必死に自分に言い聞かせた。

　──ダメよ！　誤解しちゃダメ！　そういう意味じゃないの！

　下を向いたまま耳の先まで真っ赤になって固まった細香を見て、健吾は心配そうに聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　熱っぽいのかな？　顔が赤いよ？」

「あ、いえ、大丈夫です！　自転車で全力疾しつ走そうしたから息が上がってるだけです！」

「そうなの？　ならいいけど……」

　心配そうな顔をする健吾を見て、細香は、はっと気が付いた。

　──こうやって引っ込み思案なことばかり言っているから、センパイが心配するんだ。

　大丈夫です、って言うなら、ちゃんと笑って、大丈夫なところを見せなきゃ……でも、笑えるかな？　うん、大丈夫。さっきのセンパイの言葉を、私に向かって言ってくれたんだって思えば、笑えるはず！

　細香は、にっこり笑った。

「大丈夫ですっ！　心配してくれて、ありがとうございます！」

　その笑え顔がおを見た健吾は、ほっとしたように微笑ほほえんだ。

　──あ、センパイ、笑ってくれた……良かった。

　お互たがいの顔を見つめ合う健吾と細香が、もう一度微笑みあったとき、健吾の後ろからクラスメイトの水みず上かみが声を掛かけた。

「よう、おはよう！　朝っぱらから見せ付けてくれるじゃないの！」

「え？　あ、いや、見せ付けるも何も、挨拶していただけだよ」

　水上は健吾の背中を、ばんばん！　と叩たたきながら言った。

「何言ってやがる！　ただの挨拶で女の子があんなに嬉うれしそうに笑うもんか！　フラグ立ちまくってるじゃねえか！」

　水上の大声を聞いて、登校してきた生徒たちの視線が集まり始めたのを感じて、細香は慌あわてて頭を下げた。

「あ、あの、友達が待ってますので……失礼しますっ！」

　そう言い残して、逃にげるように走っていく細香を見送った健吾は、水上をにらんだ。

「お前、フラグとか、いいかげんにしろよ……」

「まあまあ、いいじゃないか。そんなに目くじら立てるなよ」

「僕は別に構わない。でもな、変なウワサ立てられると、あの子が困るんだ！」

「そうか？　あの子は困っているようには見えないけどな……だってよ、入学してきたばっかりの頃ころのあの子、あんなふうに笑ってなかったぜ？　もっと陰いん気きで、おどおどしてたけど、最近、すごく嬉しそうに笑うようになったじゃん。そうは思わないか？」

　水上の言葉を聞いたとき健吾の脳裏に、さっき『大丈夫ですっ！』と微笑んだ細香の顔が浮うかんだ。

　──確かに、こいつの言うとおりかもしれない。細香は明るくなった。とてもいい笑顔を見せてくれるようになった。

「わかってるよ、お前の言うとおりだ。だけどな……だからこそ、あの子を守ってやらなきゃいけないんだよ、心無いウワサとかそういったものから」

「だったら、お前が堂々と認めちまえよ、あの子は俺の彼女だ、文句があるか！　って。

　お前が、これはフラグじゃないとか、そんなつもりはないとか、否定して回るからいけないんだぜ。まあどっちにしろ、お前が非モテ男子から『爆ばく発はつしろ』って言われるのは避さけられないけどな」

「……どっちにしろ同じってことか」

　健吾は肩かたをすくめると、大きくため息をついた。
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　この日、授業終しゆう了りようと同時に、生徒会長の衣きぬ笠がさ初はつ恵えが健吾の前に立った。

「最上健吾くん！　あなたに聞きたいことがあります！　生徒会室までご同行願います！」

「聞きたいことって……なんだよ？」

　初恵は、びしっ！　と音がするような勢いで、健吾を指差した。

「あなたが一年生女子に対し、防衛委員長の立場を利用して、不ふ埒らちな行いを繰くり返している、というウワサが校内に流れています。

　私は各委員会を統とう括かつする生徒会長として、その真しん偽ぎを確かめる必要があります！　申し開きは取調室で聞きます！　さあ立って！」

「え？　取調室って？」

「作ったのよ、生徒会室に。さあ連れて行きなさい！」

　初恵が健吾の後ろに立った二人の生徒会役員の男子生徒に向かって手を振ふると、その二人が健吾の両りよう腕うでをつかんだ。

「うわ！　なにをする！」

「問答無用！　きりきり歩きなさい！」

　初恵たちに引きずられるように連行されて行く健吾を見送ったクラスメイトたちは、お互いの顔を見合わせて、ひそひそとウワサ話を始めた。

「生徒会長が本気になるってことは、あのウワサは本当だったのか？」

「一年生の女の子を彼女にするようなヤツは、爆発すればいいんだ！」

「そうだ！　彼女のいるヤツは全員爆発すればいいんだ！　俺は生徒会長を支持するぞ！」

「正義は必ず勝つ！」

　クラスメイトたちがわいわい勝手なことを言って盛り上がっていた頃。生徒会室に連行された健吾は、狭せまい殺風景な部屋の中で事務机の前に座らされ、顔に卓たく上じようライトが当てられていた。
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　事務机の向こう側には初恵が座り、その横で生徒会書記の阿あ武ぶ隈くまという名前の二年生の男子が、壁かべにもたれて健吾を見下ろしている。

「何だよこれ！　刑けい事じドラマかよ！」

「そうよ、これは取調室のセットよ。演劇部から大道具借りてきたの……阿武隈くん！　あんまりもたれちゃダメよ、その壁はベニヤ板でできたパネルを立てているだけだから！」

「なんでわざわざこんなことするんだよ。普ふ通つうに話を聞けばいいじゃないか！」

　初恵は得意げに答えた。

「そりゃあ、あなたに心理的な威い圧あつ感かんを与あたえるために決まっているじゃない。人間って、雰ふん囲い気きに弱いのよ……で？　どう？　正直に話す気になった？」

「だから、何をだよ！」

「何って……あれよ、あれ！　一年生の神通細香さんにあなたがやらせている、人に言えないあんなこととか、こんなことについて、正直に言えって言ってるのよ！」

　初恵は、少し赤い顔になって言葉を続けた。

「……あなたが、彼女にどんなことをさせているのか、いま学校中で噂うわさが飛び交かっています。生徒会としては、それを見過ごすわけにはいきません！　真実を明らかにし、この上所中学校に秩ちつ序じよを取り戻もどすのが、我々生徒会の役目です！」

「いや、だから、僕は細香に変なことなんかさせてないって！」

　初恵は健吾の言葉を無視して、手元にあるメモを読み上げた。

「最初に言っておきます。あなたに黙もく秘ひ権けんはありません。なぜなら、これは警察の取調べではないからです。同じようにあなたには、弁護士を呼ぶ権利もありません……」

「うわ、ひでえ」

「うるさいわね！　あんたが正直に答えれば、どうってことはないのよ！　さあ、あの子に何をさせていたの？　きりきり白状しなさい！」

　健吾は、ため息をついて肩かたをすくめた。

「仕方ないなあ。じゃあ、正直に言うよ。言えば帰してくれるんだろ？」

「その内容によるわね。明らかな犯罪行こう為いだったら、生徒指導の先生に報告して、学校当局に身み柄がらを引き渡わたします！」

「うわ、まるっきり犯罪者じゃないか」

「罪を犯おかしていたら、犯罪者として扱あつかわれて当然でしょう！」

「あ、そうか……」

「ホント、緊きん張ちよう感かんに欠けてるわね、あなたって……」

　初恵は不満そうに健吾をにらむと、手に持っていたメモを健吾の前に突つき出した。

「ここに、あなたに関するウワサをまとめたものがあります。これは生徒会の方で聞き込んだものですが、これについて申し開きはありますか？」

　そのメモを受け取った健吾は、素す早ばやく書いてある内容に目を通した。

「うわ、なんだこれ！　僕が細香を保健室に引っ張り込んでイタズラしているとか……危ないポーズを取らせて写真に撮とってネットで公開しているとか……ひでえなあ、よってたかって勝手なこと言いやがって！　僕がそんなことするわけないだろうが！」

　健吾は、メモ用紙を初恵につき返して聞いた。

「君はどう思っているんだ？　僕がこんなことしていると、本気で思っているのか？」

「え？」

　健吾から質問されるとは思っていなかったのだろう、初恵は言葉に詰つまった。

「あ……えっと、思ってないわよ。いくらなんでもこれはないでしょう……たしかに、ここ最近のあんたの行動はおかしいけど……でも、あんたはインモラルなことはしないわ。それだけは言えるわね」

「じゃあ、こんな刑事ごっこなんかやらなくてもいいじゃないか！」

「でも……火のないところに煙けむりは立たないって言うじゃない！　実際、あなたの行動はこんなウワサを立てられても仕方ないことばかりよ？　昼休みの下級生のクラスにいきなりやってきて、君が必要だ！　とか言って連れ出したり、やたら二人で保健室に行ったり、保健室に入ったと思ったら姿が見えなくなったり……」

　初恵は、どん！　と机を叩たたいた。

「さあ！　納なつ得とくのいく説明をしてもらおうじゃない！」

　目が真剣マジだった。

　──どうやらこいつは本気らしい。演劇部から取調室の舞ぶ台たいセットを持ってくるなど、てっきりノリでやってるんだとばかり思っていたのだが。

　つまりネタで逃にげても無む駄だだってことだな。

　健吾は小さくため息をつくと、肩をすくめて見せた。

「わかったよ、言えばいいんだろう？　あれはだな……ソロバンを教わっていたんだ」

「へ？」

　健吾の答えは、予想していたものの中になかったのだろう。初恵は目を見開き、ぽかんと口を開けた。

「ソ、ソロバン？　ソロバンって、ねがいましてはーで、ぱちぱち弾はじくあのソロバンのこと？」

「それ以外にソロバンと呼ぶものを僕は知らない。他ほかにあるなら教えてくれ」

「私だって、それしか知らないわよ！　で？　ソロバンを教わってたって？　神通さんに？」

「そう、彼女はソロバン一級の腕うで前まえでね。保健室のカミラ先生がソロバンにすごい興味を持っていて、ちょろっとその話をしたら、すぐ呼んできてくれ、と頼たのまれたんだよ。だから細香の教室に行って、君のソロバンの力が欲しい、君じゃなきゃダメなんだ！　と言ったんだ。保健室に二人でよく行くのはそういうわけ。納得した？」

　初恵は、ぶんぶん、と首を振ふった。

「納得できるわけないじゃない！　なによ！　その誰だれが聞いても言い訳にしか聞こえない理由は！」

「言い訳かどうか、細香とカミラ先生に聞いてみればいいじゃないか」

「わかったわ、聞いてくる。裏付け捜そう査さは取調べの基本だものね……」

　初恵はそう言うと、横に立っていた二年生の生徒会役員の男子生徒に言った。

「ちょっと、阿武隈くん。別室で事情を聞いている神通さんのところに行って、こいつの言ったソロバンの件を聞いて来て！」

「ついでにカミラ先生のところにも行って聞いてきましょうか？」

「ええ、お願い」

「わかりました」

　阿武隈と呼ばれた二年生の男の子はそう言って、取調室……に見せかけたパネルの向こうに姿を消した。

　二人きりになった健吾は、初恵の顔を見て小声で話しかけた。

「なあ初恵……お前、職権濫らん用ようって言葉、知っているか？」

「な、なによいきなり！　これが職権濫用だって言いたいの？」

「誰がどう見たってそうじゃないか。わざわざ演劇部まで巻き込んで、こんな舞台用のセットまで用意して……こんなの、生徒会の仕事じゃないだろう？　なんで、こんな大げさなことやっているんだ？」

　初恵は健吾をにらむと、不ふ機き嫌げんそうに、ぼそっと答えた。

「大げさにした方がいいからよ」

「……どういう意味だ？」

　初恵は「鈍にぶいわね」と言いたそうな目で健吾を見た。

「ウワサを押さえ込むには、正しい情報を公式な機関、つまり生徒会が調べて、その結果を広報することが必要なの。裏でこそこそ調べたりしたら、火に油を注ぐようなものだわ」

　初恵はそう言うと、自分の周りに立ててある取調室のセットを見上げた。

「こんな物使わなくたっていいってことぐらいわかってるわよ。でも、使った方がイベントっぽくなるじゃない」

「そうか、真実味が薄うすくなるってことか……」

「そうよ。イベントっぽくして荒こう唐とう無む稽けいに騒さわぎ立てれば、あんたのウワサを真に受ける馬ば鹿かもいなくなるんじゃないかと思ったのよ」

「そうか……そこまで考えていなかった。ありがとう」

　素す直なおに頭を下げた健吾を見て、初恵は少し頰ほおを赤くしながらつっけんどんに言った。

「別に、あんたにお礼を言われるようなことじゃないわ。夏休みを控ひかえたこの時期に、生徒たちがあまり浮うき足立った行動を取らないようにしたいだけ……それとも、あんた本当に神通さんを保健室に引っ張り込んで、いかがわしいことをしていたんじゃないでしょうね？」

「そんなシュリンク包装されてアダルトコーナーに置かれるような真ま似ねをするわけがないだろ！　僕は健全な全ぜん年ねん齢れい向け中学生だ！」

「なによそれ」

「とにかく、僕はやましいことは何一つやってない」

「あんたもしぶといわね。カツ丼どんでも食べる？」

「なんだよそれ」

「え？　知らないの？　取調べのときに食べさせる最後の切り札、『白状カツ丼』！　絶対に自白しない強ごう情じような犯人ですら、あまりの美味おいしさに白状してしまうという伝説のカツ丼よ。ここ最近、警察の検挙率が落ちているのは、犯人にカツ丼を食べさせないからだって聞いたわ」

「誰から聞いたのやら……」

　健吾が、やれやれ、という口調で答えたとき。

　ドアが開いて、二年生の阿武隈が入って来た。

「あら、早かったわね？　どう？　神通さんとカミラ先生から裏付けは取れた？」

「えーと、それがですね……」

「裏付けは取れなかったのね？　つまり、こいつの言っていることはウソってことなのね？」

　妙みように嬉うれしそうに聞き返した初恵を見て、阿武隈は首を振った。

「いいえ、神通さんから聞いた話では、最上先せん輩ぱいにソロバンを教えていたのは間ま違ちがいないとのことでして、カミラ先生はですね……」

　その言葉が終わらないうちに、妙なイントネーションの入り混じった、ハイテンションな声が聞こえた。

「ハーイ！　それハ私の口から、御ご説明いたしますデスネー！」

「カミラ先生！」

　阿武隈の後ろから現れたのは、この上所中学校の保健室の主、カミラ・アーカード養護教きよう諭ゆだった。

「健吾クンが、こちらで取調べを受けているという話でしたノデ、様子を見に来ましたデスヨ」

　カミラ先生はそう言うと、無造作に羽織った白衣の上から腰こしに手を当てて、初恵と向かい合わせに座っている健吾を見下ろした。

　腰に当てた手の位置で、きゅっとくびれたウェストがよくわかる。

「心配して来てミレバ、生徒会長サンと仲良く差し向かいでお話デスカ、うらやましいものデス」

「机を、どん！　と叩たたいて、さっさと白状しろ！　と責められるのは、仲良くお話とは言わないと思います」

「それもソウデスネ」

　カミラ先生はそう言って微笑ほほえむと、初恵に向き直った。

「健吾クンは、私にソロバンを教えるというコトデ、細香ちゃんを紹しよう介かいしてくれたのデスヨ。ソロバンは電源要いらずのデジタル計算機デス。日本人の知ち恵えが詰つまってイル、スバラシイ文化遺産デスネ。んでもって、一いつ緒しよに保健室でソロバン習っていたダケデスネ。ナンデそんなにウワサになるのかわかりませんデスネー」

「後こう輩はいの女の子を保健室に引っ張り込んで得体の知れないことをやっている、となれば妙なウワサが立つのも当然です！」

「情報公開をしなかったのがいけなかったのデスネ。わかりました。では、その件はヨロシクおねがいしますデスネ」

「え？」

「ウワサの当事者であるワタシが説明するより、第三者の生徒会から説明した方が、説得力がアリマスネ。というわけで、後はヨロシク」

　カミラ先生は言いたいことだけ言うと、健吾に向き直った。

「……ト、イウワケデ、嫌けん疑ぎが晴れたところで、ソロバンの練習がありますから、細香ちゃんと一緒に保健室に来てくださいネ。時間がないので大至急デス」

「え？」

　健吾は思わず顔を上げてカミラ先生の顔を見た。表情は笑っていたが、目は真しん剣けんだった。

　──何か、またトラブルがあったんだろうな。

　健吾はそんなことを考えながらうなずいた。

「わかりました、すぐに行きます」

「ちょっと待ちなさいよ、なにを勝手に終わらせてるのよ！」

「アレ？　話はもう終わったのではないのデスカ？　あとは、生徒会の方でこのウワサが根も葉もないコトだと生徒に伝えてもらえればそれで終わりデス。違ちがいマスカ？」

「じゃ、そういうことで」

　健吾は『ぐぬぬ……』と言いたそうな顔で黙だまり込んだ初恵を後にして、取調室のセットのパネルの中から抜ぬけ出した。

　生徒会室を出ると、そこに細香が待っていた。

「あ、最上センパイ！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「僕は大丈夫だけど……君は？　嫌いやがらせみたいなこと、されなかった？」

「いえ、センパイと二人で保健室で何をしていたのか、と普ふ通つうに聞かれただけです」

「そうか、それなら良かった。じゃあ、カミラ先生のところに急ごう。何か急ぎの用事ができたみたいだから」

　健吾の言葉を聞いた細香の表情が曇くもった。

「……また、何か起こったんでしょうか？」

「さあ？　想像もつかないな。なんせ、宇宙クリオネと戦ったと思ったら、次は宇宙王子に宇宙メイドに宇宙執しつ事じだ。この先何が起きても驚おどろかないさ」

　健吾はそう言って肩かたをすくめて見せた。




　そこは、どこかのスタジアムのように見えた。

　巨きよ大だいな球形の物体を取り巻くように、すり鉢ばち状の観客席が並び、何万人という観客が座っている。

『では、続きまして、通商連合代表のＮＡＮ─ＷＡより提言が行われます』

　銀河共通語で流れたアナウンスが終わるのと同時に、会議場の中心部の空間に、黒いマントのような衣装を身にまとった坊ぼう主ず頭あたまの人ヒユー間マノ型イド宇宙人が浮うかび上がった。

　その宇宙人が、何かを捧ささげ持つように両手を上げると、その映像の周囲に無数の文字のようなものが浮かび上がった。

「あれは……なんですか？」

「あれはテロップですネ。この評議会の会議に出席している数十万に及およぶ文明のそれぞれの文化圏けんの文字で『彼のしぐさは敬意を意味している』って書いてあるのデスヨ」

　カミラ先生は静かに答えた。

　ここは、地球の衛星軌き道どう上に浮かぶ、保護機構の母船の中にある、カミラ先生の部屋だった。

　保健室を訪おとずれた健吾と細香は、その場ですぐにこの母船に転送され、この会議の映像を見せられていた。

　カミラ先生の言葉は続く。

「映像でメッセージを伝えるときに、重要なのは言語だけではないのデスヨ。表情や態度といった言語以外の情報も、かなりのウェイトを占しめているのデスネ。

　ンデモッテ、特に厄やつ介かいなのが儀ぎ礼れい上のしぐさなのデスヨ。

　地球上でも、『しぐさ』の持つ意味は各国で違うノデス。日本デハ、小さな子供を可愛かわいがるときに、ごく当たり前に頭を撫なでマスヨネ？　デモ、タイでは子供の頭には精霊が宿っている、と言われてイマスデスネ。デスカラ頭を撫でることは失礼なこととされているのデスヨ」

「そうだったんですか？　私、知らなかった……」

　細香が驚いたように口に手を当てた。

「地球上の民族でさえ『しぐさ』の解かい釈しやくが違うのデスカラ、宇宙規模になれば、もっと様々な解釈が行われることにナリマスデスネ。この人物の周りに浮かんだ無数のテロップは、そういったトラブルを未然に防ぐために表示されたものナノデスヨ」

「地球でさえ、国と国とで利害がぶつかって、物事が決まらなかったりして大変なのに……宇宙規模でそれをやるんだから、こういった会議って大変なんだろうなあ」

　健吾の言葉を聞いたカミラ先生は、うんうん、とうなずいた。

「この映像は、地球から遠く離はなれたエメリウム銀河にある銀河文明評議会の第百三十一会議場で開かれていた保護機構の運営委員会デスネ。ちなみに本会議場は、これのさらに数十倍の大きさがありますデスネ。さて、問題となったスピーチが始まりますデスヨ。健吾クンは右手に通信用のデバイスが移植されていますカラ、それが翻ほん訳やくしてくれマスデスネ。細香ちゃんは、そのイヤホンで聴きいてくだサイ」

「あ、はい、これですね」

　細香はそう言うと、小さな銀色のイヤホンを耳に差し込んだ。

　立体映像の中では、坊主頭の宇宙人がゆっくりとスピーチを始めていた。

『サリアント条約が批ひ准じゆんされる以前のこの宇宙は、数多くの覇は権けん種族同士が争い、戦乱が絶えなかったと言われております。保護機構とサリアント条約によって、文明の多様性と銀河の平和が保たれているのだと……。

　しかし、私はここで、サリアント条約による保護政策が、逆に銀河全体を不安定に陥おとしいれているという事実を指し摘てきしたい！

　その銀河の名前はエリルセナント銀河。その辺境域にある名もない惑わく星せい……原住民は地球テラと呼んでおりますが……そこに棲せい息そくする後進文明種族の中に、思念臨界反応能力を持つ個体が発生したのです！

　このことは、すでにご存知の方も多いでしょう。私が指摘したいのは、保護機構は思念臨界反応を持つこの原住民を原子分解することなく、放置したままである、という事実です！　これは、保護機構の方針、すなわちサリアント条約に重大な欠けつ陥かんがあることを意味している！

　我々は、保護機構の運営方針を見直し、サリアント条約の解釈の緩かん和わを要求する！

　後進文明種族を、保護という名目で放置し続ければ、この先、思念臨界反応能力を持った原住民が発生するたびに、銀河は危機に晒さらされることになるのだ。

　後進文明種族は保護すべきではなく、管理されるべき存在であると我々は主張するものである！』

　通商連合代表の発言が終わるのと同時に、中央の球形のスクリーンの下に、無数の白い光点が点灯した。

「あの白い点は？」

「あれは発言の支持者の数デスネ。投票数ではアリマセンけど、その意見がどう受け取られているかを示す指標のようなものデスネ。委員は、あれを見て採決の参考にするのデスヨ」

　今まで黙だまって聞いていた細香が、おずおずと聞いた。

「あの……さっきのスピーチですけど、つまり、どういうことなんでしょう？　難しい言葉が多くて……」

「えーとデスネ。サリアント条約ってのは、知っていますヨネ？」

「ええ、地球みたいに文明が遅おくれている星を保護しようっていう、法律というか規則みたいなものですよね？」

「そう。テクノロジーの差がありすぎる文明には、安易に接せつ触しよくシテはならないという条約デスネ。これに加盟している文明種族は、これを守らなければいけまセン。

　でも通商連合は、その条約を改かい訂ていして保護機構の今のやり方を変えろと言っているのデス。そのために、細香ちゃんとアルマゲドン帝てい国こくの王子が接触したことを騒さわぎ立ててイルノデス」

「この通商連合って連中は、どんな連中なんですか？」

　カミラ先生の回答は簡潔だった。

「金の亡もう者じやデスネ」

「金の亡者？」

「ええ、通商連合は、その名のとおり、国家というよりも巨きよ大だいな複合企き業ぎよう体たいと言った方がいいと思いマスネ。彼らの価値観は『経済的に正しい行こう為いこそ道徳的に正しい』というもので、ヨウするにお金を儲もうけるためなら何をしても許される、という考えの連中デス」

「その金の亡者が、なんで細香のことを騒ぎ立てているんだろう？　細香に値を付けて売るつもりなのかな？」

「ええっ？　わ……私、売られちゃうんですか？」

　びっくりしたように目を見開いた細香を見て、カミラ先生は笑いながら首を振ふった。

「イイエ、そんなことはさせないから安心してクダサイ。それに、どちらかというと通商連合の目的は、細香ちゃんじゃなくて、地球の管理権みたいデスネ」

「地球の管理権が通商連合に移ると……どうなるんですか？」

「管理権を持つ種族の完全な支配下におかれマス。知識も技術の開発もすべて、管理者がコントロールすることになります。管理者は、その後進種族を自由にできますデスネ。

　問題は、通商連合はイマまでに、いくつもの惑星の生物を資源として扱あつかって来た前歴があるということナノデス」

「資源……って、人材とか、そういう意味じゃないですよね？」

　カミラ先生は悲しそうな顔で首を振った。

「石油や鉱物のヨウニ、経済的に利用できる物という意味デス。通商連合の目的は、後進種族の管理育成ではアリマセン。彼らが欲しいのは、生産管理をしないでも勝手に増える家か畜ちくを手に入れる事なのデス」

「家畜？　ってことは……地球人は、食用にされちゃうってこと？」

「そうデス。地球人は有機質資源というカテゴリで分類されます。食用、ペットフード、肥料、その他色々に加工されて市場に出回ることになりマス。

　この地球でも、十九世紀の終わりごろに、アメリカ大陸に生息していたアメリカン・バッファローが、同じようにコストパフォーマンスの良い家畜として大量に狩かられた結果、絶ぜつ滅めつ寸前になりマシタ。それと同じ目に遭あうかもしれない、ということデス」

「うわ、地球人類家畜化計画かよ！　どこの悪の秘密組織だ！」

　健吾は笑い飛ばそうとした。しかし、カミラ先生の目は笑っていなかった。

「細香ちゃんの持つエネルギーは、それだけセンセーショナルな存在なのデスヨ。保護機構運営委員会が大おお荒あれになっているのはそのせいなのデス。

　保護機構地球支部は、細香ちゃんを完全にコントロール下に置いており、他ほかの文明種族と接触しないようにしっかりゾーニングされている、危険性は無いと再三にわたって申し立てています。しかし、世間というのは事実ヨリも、通商連合の申し立てる『危険な存在を野放しにするな！』というセンセーショナルな意見やウワサの方を信じようとする人ばかりで、ナカナカ聞き入れてもらえないノデス」

「あー、それはわかります。というか今日、嫌いやになるくらい教わりました」

　健吾はそう言うと、隣となりに座っている細香の顔をちらっと見た。

　その視線に気がついたのだろう、細香は下を向いてすまなそうに答えた。

「すみません……私のことで御ご迷めい惑わくをかけてしまって……」

「え？　あ、いや、逆だよ逆！　迷惑かけちゃったのは僕の方だよ！　君を教室に迎むかえに行ったとき、もうちょっと考えていればこんな騒ぎにはならなかったんだから」

「いえ、そんな……あのときは、ちょっと嬉うれしかったので……」

　消え入りそうな声で話した最後の方を、健吾は聞きそびれた。

「え？　なんだって？」

「あ、いえ、なんでもないです！　迷惑とかそんなことはありません、気にしないで下さい！」

　細香は、頰ほおをほんのり赤く染めたまま、あわてて胸の前で両手を振った。

「そう？　ならいいけど……君に負担掛かけたくないからなあ……」

　そう言って微笑ほほえむ健吾を見て、細香は思った。

　──負担になんか思っていません！……って言えたらどんなにいいだろう。

　そう思ったとき、細香は気がついた。

　──そうだ、これがいけないんだ。私はいつも、そう思っているだけ。

　思っただけじゃ伝わらないんだ。そう思ったなら、言わなきゃ伝わらないんだ。

　細香は顔を上げた。

「ふ、負担になんか、思っていません……セ、センパイに迷惑かけられたなんて、これっぽっちも思っていません！　わ、私、センパイの言うことなら、何でも聞きます！　何でもやりますっ！　だから、大だい丈じよう夫ぶです！」

「そ、そうなの？　なら、いいんだけど……」

　──あああ、どうしよう……引いてる。先せん輩ぱいドン引きしてる！

　細香の思いつめた表情を見て、健吾はあわてて笑え顔がおを作って見せた。

「いや、そんなに思いつめないでもいいよ、君が気分を悪くしなければ、それはそれでほっとしたというか、なんというか……」

　二人のやりとりを聞いていたカミラ先生が、苦笑いを浮うかべて言った。

「細香ちゃんが一いつ生しよう懸けん命めいなのはワカリマスケド、その言い方ダト、またいらぬ誤解を招きますデスネ」

「誤解？」

「ええ、そうデス。『私、センパイの言うことなら、何でも聞きます！　何でもやりますっ！』……この言葉デスネ。脳内にエロエロな想像が渦うず巻まいている人が聞けば、とてもエッチな妄もう想そうに繫つながりますデスネ」

「そ……そんなつもりはありません！」

「僕だって、そんなことをさせるつもりはありません！　っていうか、それを卑ひ猥わいな言葉だって言うのなら、落語によく出て来る『スルってえと、ナニかい？』という言葉でもワイセツになっちゃいますよ？」

「そうデスネ。だから男の子は、女の子にあんな言葉を言わせちゃいけマセン。細香ちゃんは不安なんデスヨ。その不安の原因は、遠えん慮りよデスネ」

「遠慮？」

「互たがいに遠慮して、お互いに相手に迷惑になるカナ？　なんてことばかり考えているから、ぎくしゃくするのデスヨ。健吾クン、あなたは細香ちゃんと一いつ緒しよに訓練したり、超ちよう能のう力りよく技の効果と名前を考えるのが負担デスカ？　嫌いや々いややっているのデスカ？」

　健吾は、あわてて首を振ふった。

「そんなことはありません！　逆です！　正直言うと楽しいです」

「なぜ楽しいのデスカ？　普ふ通つうに考えたら、こんなメンドクサイことを押しつけられたら嫌になりマスヨネ？　デモ嫌にならず、楽しい。その理由は何デスか？」

「え？　いや、だって、これは防衛委員の委員長の仕事で……」

　そこまで答えて、健吾は黙だまり込んだ。

　──いや、違ちがう。委員長だからやっているんじゃない。こんな仕事、委員長の仕事であるわけがない。

　考え込んだ健吾を見て、カミラ先生は笑った。

「そんなに難しく考える必要はアリマセン。もっと自分に素す直なおになれば、その答えはすぐに見つかるはずデスネ」

　そして細香に視線を移し、少し真しん剣けんな表情で言葉を続けた。

「今日の話は、いま銀河文明評議会で、そういう動きがあるということを知ってもらいたかっただけデスネ。私たちは全力で通商連合を阻そ止しする覚かく悟ごデス。心配しないでクダサイ」

「はい、わかりました」

　細香がそう答えたとき、リビングのテーブルの上に置かれたキッチンタイマーから、ピピピピピ！　という電子音が聞こえて来た。

「保健室に展開した次デイ元メ外ン泡シヨ状ンバ空ブ間ルが、もうすぐ制限時間デスネ。今のうちに戻もどれば、現実時間は、ほんの一秒ほどしか過ぎていませんデスネ。保健室の様子をうかがっている生徒会の役員にも、気がつかれないで済みますネ」

「でも、保健室のディメンションバブルは、四十五分しか使えないんですよね……必ひつ殺さつ技わざの訓練はどうしましょう？」

「ああ、それなら心配いりませんデスネ。レンリさんに話をしてアリマス。健吾クンと細香ちゃん、そして防衛委員の人たちは普通に下校してもらって、生徒会の目が離はなれたら、駄だ菓が子し屋の信しん州しゆう堂どうに行って下さい。あそこにあるメトセラ傭よう兵へい団の転送装置を使わせてもらえることになっていますデスネ」

「そうか、レンリ姉ちゃんが助けてくれるんだ。それにしても、駄菓子屋の奥の部屋が宇宙船のブリッジと繫がっているなんて、誰だれも思わないだろうなあ……」

「退たい役えきしたとはいえ、銀河に知らぬモノはいないメトセラ傭兵団の重要人物であることに変わりはアリマセンデスネ。彼女の協力は実に心強いデスヨ。メトセラ星人は千年以上生きる長命の種族デス。傭兵というのは身体からだが若いうちでなければ務まりマセン。その若い時期が長く続くメトセラ星人は、傭兵に向いているのデスヨ……」

　カミラ先生はそこで言葉を切ると、健吾と細香を見て、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべて聞いた。

「レンリさんは、地球の暦こよみで言うと、何歳くらいだと思いマスカ？」

　健吾と細香は思わず顔を見合わせた。

「何歳くらいって言われても……あんまり考えたこと無かったんで、漠ばく然ぜんと二十二歳くらいかな、と思ってました」

「ええ、女子大出たばかりだって話だったから、私もてっきり二十三歳くらいかと……」

「彼女は、地球暦れきで二百二十五歳デスネ。メトセラ星人の中では若者の部類に入ります」

「二百二十五歳？　すげえ、地球人ならすごいお婆ばあちゃんですね」

「私、今まで、すごく気軽に、レンリお姉さんって呼んでましたけど、ちゃんとレンリさんと呼ばないと怒おこられちゃいますね」

　健吾と細香の表情を見て、カミラ先生はあわてて首を振った。

「あの人は年寄り扱あつかいされると機き嫌げんが悪くなりますデスネ。今までどおり、ごく普通にレンリ姉ちゃん、レンリお姉さん、と呼んであげて下さい」

　健吾と細香はもう一度顔を見合わせてうなずいた。

「わかりました、気をつけます」

「女の人に年ねん齢れいの話はタブーということですね」

「そういうことデス。では保健室に転送しますデスネ！」

　カミラ先生がそう言って右手を上げた……次の瞬しゆん間かん。

　ぐるん、と世界が一回転したような感覚が健吾を襲おそった。

「うわ！」

　思わず一歩踏ふみ出そうとしたとき、健吾は自分が細香とカミラ先生と一緒に保健室の片かた隅すみに立っているのに気がついた。

　ベッドの周りに巡めぐらしている白いカーテンの向こうに、人の気配がする。

　──そうだ、僕と細香が保健室に来るときに、初恵のヤツが生徒会の役員……あの、阿武隈とかいう二年生の男の子を監かん視し役につけたんだっけ。

　カミラ先生がカーテンのこっち側に展開したディメンションバブルの中と、カーテンの向こう側の通常区間とは時間の進み方が違う。

　カーテンの向こう側では、ほんの一秒くらいしか過ぎていないはずだ。監視役の阿武隈は、僕たちが保健室から抜ぬけ出していたとは思いもしないだろう。

　カミラ先生はベッドの上に置かれたシーツを持ち上げて、ウィンクした。

「さあ、シーツの取り替かえを手伝って下さい、ほんの一分も掛かかりませんデスネ」

　健吾は思い出した。

　──あ、そうだった。カミラ先生は、シーツ交こう換かんを手伝ってくれ、という名目で、僕と細香をカーテンのこっちに連れ込んだんだっけ。

「はい、わかりました！　神通さん、そっちの端はしを持って、シーツ広げるから」

「あ、はい！」

　健吾がクリーニング済みのシーツの端を細香に持たせて引っ張ると、折りたたまれて糊のり付づけされていたシーツが、ザーッという音を立てて広がった。
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「通商連合かあ……厄やつ介かいな相手に目を付けられたもんだねえ」

　レンリはそう言うと、眉まゆをひそめた。

「どんな風に厄介なんですか？」

　健吾は、何も無い空間の中に浮うかんで、精神統一しているジャージ姿の細香の映像が映っている戦せん闘とうシミュレーションのモニターの画面から顔を上げた。

　健吾がいるのは、衛星軌き道どう上に浮かんでいる保護機構の本部の中にある、トレーニングルームだった。

　部屋の中には、ジャージに着き替がえて超ちよう能のう力りよくのトレーニングをしている防衛委員たち、そして部屋の片隅にあるドアの向こうでは、何重にもシールドされた亜あ空間の中で、細香が健吾と一いつ緒しよに開発した必ひつ殺さつ技わざの練習をしている。

　細香の発するとてつもないエネルギーの奔ほん流りゆうに巻き込まれる危険性があるため、健吾は亜空間の中に入れないのだ。

「通商連合ってのは、大統領とか皇こう帝ていとか、そういった明確なリーダーがいないんだ。なんというかな、利益を追い求める意識の集合体みたいな連中でね、意思決定は、すべて通商連合の中にいる様々な利権の力関係で決まるんだ。だから考えが読めないのさ」

「カミラ先生は、あいつらは金の亡もう者じやで利益だけで動いていると言ってましたけど。それって損得だけで動くってことですよね？　その方がわかりやすいと思うんですけど」

「確かに、損得で動くというのはわかりやすいように見える。得があれば動く、損があれば引く、ということだからな。でも、目先の利益を捨てて、大きな利益を追っているとしたら、たとえ損が出ても無視して動く。目標にしている利益をしっかり見み極きわめないと、手ひどい目に遭あうんだ」

　レンリはそこで言葉を切ると、トレーニングルームにいた防衛委員と、細香に呼びかけた。

「よーし、休きゆう憩けい！　お茶しようぜ！　戻もどってきな、細香！」

　地球が侵しん略りやくの対象になっている、という話をカミラ先生から聞いていた防衛委員たちはトレーニングを中断して、レンリのところに集まってくると、わいわい盛り上がっていた。

「ついに、私たちの能力の真しん髄ずいを見せるときが来たのですね！」

「上所中学校防衛委員会じゃなくて、今度から地球防衛委員会って名乗らなきゃいけないんじゃないの？」

「そうか！　みんなで叫さけぶんですね。『Ｅイー・Ｄデー・Ｆエフ！　Ｅ・Ｄ・Ｆ！』って！」

「ゲームじゃないんだから……」

「でも、その通商連合とかいう連中が地球を狙ねらっているのは事実なんでしょう？」

「そうしたら、やっぱり私たちが戦うことになるんだよね？」

「そりゃそうよ、宇宙人がいるなんて私たちしか知らないし、他ほかの人たちは戦えないんだもの」

　盛り上がる委員たちを見て、苦笑いを浮かべていたレンリに、一年生の明石あかしが聞いた。

「通商連合って、どんな戦い方をするんですか？」

「あいつらは、目を付けた惑わく星せいを入札するんだ」

「入札？」

「そう。やつらは生物が繁はん殖しよくしている星を探し出して、その星をいくらで買うかって入札に出して、出資者を募つのるんだ。んでもってその資本を使って惑星を占せん領りようして、資源を採取して利益に換かえる。

　市場で得た利益は出資者に還かん元げんし、差益は全部自分たちのものになる。出資者の資本を使っているから、自己資本の持ち出しをしないで利益を上げられるってわけさ。

　でも保護機構ができて、やつらの好き勝手にできる星が少なくなった。やつらにとってみれば、保護機構は邪じや魔までしょうがないってわけさ。今いま頃ごろ裏では、この地球の入札が始まってるかもしれないね」

「そんな！」

「ひどい！　それって、人が住んでいる土地を、その住民に関係ない人間が売り払はらってしまうようなものじゃないですか！」

「それって犯罪にならないの？」

　レンリは言いにくそうに答えた。

「それには、惑星の原住民の文明レベルが問題になる。惑星全体の代表者が存在しない文明レベル……言わばこの地球みたいな惑星には、何の権利もない」

「そんな！」

　驚おどろく健吾を見み据すえて、レンリは言葉を続けた。

「なぜなら、そういう事実を知るレベルに達していないからだ。この宇宙に、評議会のような存在があることも、私らのような異星人が存在していることも知らない。ましてや銀河公法を全く知らない地球人は、言わば野生の生物みたいなものだ。山を切り開いて道路を作る時に、山に棲すんでいるネズミやカラスに、交こう渉しようするかい？　それと同じさ」

　健吾たちは、黙だまったままお互たがいの顔を見合わせた。

「……そうか、そうなんだ……僕たちって、野ネズミと同じレベルなんだ……」

「あらためて言われると、結構ショックやなあ……」

「子供レベルとか、赤ちゃんレベルとか言われるならまだ救いがあるけど……人間扱あつかいされていないってのはキツイわねえ」
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　そのとき、名な取とりが声を上げた。

「野ネズミだって嚙かみ付くことができます！　我々は超ちよう能のう力りよく者なのです！　ただの野ネズミではないことを、知らしめてやりましょう！　我々は、そのためにここにいるのですから！」

「よしよし、いいぞ、名取。お前の言うとおりだ。何もしていないうちからあきらめることはない。可能性は常にある！

　さあ、今日の訓練は終わりだ、更こう衣い室で着き替がえて来い！

　転送先はいつもと違ちがってうちの店の奥の部屋だから、疑われないようにバラバラになって店を出るようにしてくれ」

「わかりましたー！」

　防衛委員たちは返事をすると、トレーニングルームを出て行った。

　だが、健吾だけはそのままじっと考え込んでいた。

「どうした健吾？　何か聞きたいことでもあるのか？」

「ええ、レンリ姉ちゃんの話を聞いて、気がついたことがあるんです……」

「へえ、どんなことだい？」

「今の地球には、地球全体を代表する政府も何もない。宇宙には無数の異星人が存在していて、その異星人たちが集まった評議会という組織があって、地球人は保護機構によって保護されている、なんてことを誰だれも知らない。それを知っている地球人は、僕たちだけです……」

　健吾は、そこで言葉を切ると、レンリを見つめて言った。

「僕たちが異議を申し立ててもダメなんですか？」

「お前さんたちが？」

「ええ、異星人たちから見れば、地球人は山に棲んでいるネズミやカラスみたいなものかもしれません。でも、もしも人間の言葉をしゃべって、人間の理り屈くつのわかるネズミが出てきて、ちょっと待った！　と言えば、無視することはできないんじゃないかと思うんですよ」

「ふうむ……」

　レンリは考え込んだ。

「確かに、お前さんは事実を知っている。お前が地球の全人類を代表して抗こう議ぎをすれば、銀河文明評議会とか保護機構とか、サリアント条約とかを知っている地球人の正式な抗議ということになる……」

　レンリは、そこで言葉を切ると、健吾を見てにやっと笑った。

「つまり、お前さんが地球の全権大使になるってわけだな。まあ、言い換えれば地球連れん邦ぽう大統領ってところかな？」

「……僕がですか？」

　目を丸くする健吾を見て、レンリは笑った。

「安心しろ、冗じよう談だんだ。中学生にそんなことをやらせるわけがないじゃないか」

「ですよねえ……ああ、びっくりした」

「通商連合のことは、カミラ先生たちが一いつ生しよう懸けん命めいやっている。お前らはもしもの時を考えて訓練を続ければいいんだ。さあ、戻もどれ。先に行った連中が心配するぞ」

「はい、わかりました。どうもありがとうございました！」

　健吾はそう言って一礼すると、レンリのいるトレーニングルームを後にした。




　レンリのトレーニングルームと繫つながっている駄だ菓が子し屋『信州堂』の店の中から表に出ると、雨は上がっていた。

　頭上に広がっていた鉛なまり色いろの雲は、ところどころで薄うすくなり、南の方には青空が広がっている。

　健吾たちを見送るために店の外に出てきたレンリは眉まゆの上に右手をかざして、南の空を眺ながめてつぶやいた。

「こりゃあ、そろそろ梅雨つゆ明けだな……そういえば来月の半ばには、八や坂さか神社の夏祭りだもんな」

　細香が嬉うれしそうにうなずいた。

「ええ、本家のおばあちゃんが、八坂神社の神様が夏をつれてくるんだよ、ってよく言ってました」

「小学校の頃ころは、夏祭りが楽しみだったよなあ……」

　頭の後ろに両手を組み、空を見上げてつぶやいた健吾を見て、細香は不思議そうに聞いた。

「今は楽しみじゃないんですか？」

「え？　いや、お祭りは好きだけど、その前に期末テストがあるからなあ……」

「あ……期末テストのこと忘れてました……」

　一気に、どよん！　と落ち込んだ細香を見て、レンリは笑った。

「まあまあ、そう落ち込むなって。期末テストの後はお祭りもあるし、夏休みだってあるんだぜ。ポジティブシンキングでいこうぜ、ポジティブシンキングで！」

「はい！」

　──レンリお姉さんの言うとおりだ。ポジティブに考えよう。お祭りとか夏休みとか、きっと楽しいことが待ってるはずだもの。

　細香は自分に言い聞かせるようにうなずくと、南の雲の切れ目に広がる青い空を眺めた。
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　健吾と細香が駄菓子屋の前で、南の空を眺めていた……その頃。

　上所温泉駅の裏手にある、ワンルームマンションの駐ちゆう車しや場に停とまっているピンク色の軽トラックから、ホットケーキが焼けるような、甘い匂においが漂ただよっていた。

「どうだ？　ポーラルリッヒ。今度は上手うまく焼けそうか？」

「はい、ご主人様。この調理器具の熱伝導効率が判明し、火加減を調節しなおしました。もう、これで焦こげることは無いと思われます」

「うむ、この今川焼きの屋台に、我々の、ひいてはアルマゲドン帝てい国こくの未来が掛かかっている。失敗は許されない！」

　大おお真ま面じ目めな顔でうなずいた王子を見て、ナンバがぼやくように言った。

「もともとポーラルリッヒさんは家事メイドなんだから調理は得意のはずなのに、王子が能力パラメーターをいじって戦せん闘とう用にしちゃうからいけないんですよ」

「うむ、そう思って、パラメーターは元に戻しておいた。もう大だい丈じよう夫ぶだ……と思う」

「今川焼きってのは、夏向きの品物じゃありません。この屋台の成功の鍵かぎを握にぎっているのはポーラルリッヒさんです。美人のメイドさんが焼く、という付加価値をつけて客を呼ばないと、難しいと思いますですよ」

「うむ、八坂神社の夏祭りでしっかり稼かせがないと、本星に帰る旅費はおろか、この屋台のレンタル代すら払はらえないからな」

「レンタル代は前まえ払ばらいで、私が立て替かえていますのでお忘れなく」

　そう言って念を押したナンバに向かって、ポーラルリッヒは深々と頭を下げた。

「ナンバ様には、本当にお世話になっております。この屋台も、飲食店として店をお持ちになっているナンバ様のつてが無ければ、営業できませんでした。本当にありがとうございます」

「いや、それほど大したことをやったわけじゃありません。私に頭を下げる暇ひまがあったら、今川焼きの腕うでを上げた方がいいと思いますですよ」

「はい、わかりました。ではご主人様、もう一度作ります。お味見よろしくお願いします！」

「うむ、やって見せよ！」

　鷹おう揚ようにうなずく王子を見て、いままで黙だまったまま、ナンバとのやり取りを聞いていた鈴すず谷たにマイラが、怒おこったように言った。

「やって見せよ……じゃないわよ！　あんたも何か手伝ったらどう？」

「え？　あ、いや、何か手伝えと言われても、余は何をすればいいのだ？」

「焼くのはポーちゃんの仕事なんだから、あんたは焼き上がった今川焼きを包んだり、お客さんから代金受け取ったり、そういった雑用をやればいいのよ。それくらいならあんたにもできるでしょう？」

「自じ慢まんではないが、余は働いたことが無いからな。できるでしょう？　と聞かれても返事に困るぞ、はっはっは」

「偉えらそうに笑うな無職！」

　げしっ！　という音と共にマイラの手刀が、王子の脳天にヒットした。

「な、何をする！　アルマゲドン帝国の王族に手を上げるとは！」

「帝国の権けん威いが通用する場所まで自力で行けない人間が偉そうなこと言っても無む駄だよ。文句があるなら、まず自分の力で旅費を稼ぐことね！」

「ぐぬぬ……悔くやしいが……一理ある」

　悔しそうに唇くちびるを嚙かんだ王子の後ろでは、ポーラルリッヒが、今川焼きの道具と格かく闘とうしていた。

　今川焼きとは、小麦粉にベーキングパウダーと、卵、牛乳などを混ぜ込んで水で溶といたものを左右に開いた円えん筒とう形の型に流し込み、片方にあんこを入れて、もう片方を上からかぶせ、ひっくり返して焼く菓か子しである。

　江え戸どの頃ころ、神田にある「今いま川がわ橋ばし」という橋の近くにあった菓子店が始めたために「今川焼き」という名前がついたと言われているが、これと同種の菓子は日本中に存在し、地方によって呼び名が違ちがう。

　大阪や九州などの西日本では、焼くための型をひっくり返すことから「回転焼き」「二重焼き」と呼ばれ、他ほかにも「大判焼き」「甘かん太た郎ろう焼き」「太たい鼓こ焼き」「じまん焼き」などという名前で呼ばれている地方もある。

　一見すると簡単そうに見えるが、饅頭の皮となる水に溶いた小麦粉の濃のう度どと、中に入れるあんこの分量のバランスを考えないと、きれいに円筒形にならず、縁ふちから中のあんこがはみだしたり、外に火が通っていても内部が生焼けとなったり、いろいろ微び妙みような加減が必要なのだ。

　小麦粉を溶いたネタを練っているポーラルリッヒに、マイラが聞いた。

「中に入れるあんは、何にするつもりなの？　オーソドックスなパターンでいくと、小豆あずきのつぶあん、カスタードクリーム、チョコレートクリームあたりかしら？」

「ええ、その三つは基本として、今回はハムを細かく刻んでマヨネーズであえたハムマヨとか、ツナマヨなんかも作ってみようと思うんです」

「そっか、いわゆる総菜パン系を狙ねらうってわけね？　うん、いいんじゃない？　今はもう甘いものがゼイタクな時代じゃないものね……」

　マイラはしばらく考えていたが、やがてにっこり笑った。

「じゃあ、そのハムマヨとツナマヨはうちの店で作ってあげるわ。ハムもマヨネーズも、業務用の食材を安く仕入れる方法を知っているし、出来あいのものを仕入れるより安上がりでしょ？」

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　目を輝かがやかせるポーラルリッヒを見て、マイラは顔の前で手を振ふった。

「困っているときはお互たがいさまよ。こういうときは異星人同士助け合わなきゃね。じゃあ、ちょいと店で試作品を作って来るわ。ナンバ！　国道沿いのスーパーまで送ってって！」

「えー？　私もこれからカレーショップの仕込みがあるんですよ？」

　露ろ骨こつに嫌いやな顔をするナンバをマイラは鼻で笑った。

「はん、カレーの仕込みなんて、でっかい鍋なべにカレー作っておくだけでしょ？　簡単じゃん」

「……マイラ様、あなたはカレーをナメていますね？」

　ナンバの表情から微笑ほほえみが消えた。

「あなたは、今の言葉で日本にいる七千八百四十五万二千三百二十一人のカレー好きな人間を敵に回しましたのですぞ！」

「ず、ずいぶん細かい数字を出して来たわねえ……それって正確なの？」

「いえ、なんとなくです……しかし、日本人にとってカレーとは、もはや国民食と言っても過言ではありません！　母親が作ってくれる料理を『おふくろの味』と呼ぶのなら、この平成の世に暮らす大多数の日本人にとって『おふくろの味』は、間ま違ちがいなくカレーです！

　伝統という位置にあぐらをかき、いたずらに高級化した寿す司しや、天ぷらのような和食が国民生活から乖かい離りしてしまった今、真に日本人の魂たましいの料理と呼べるのはカレーなのです！

　讃たたえよカレー！　食せよカレー！　カレーを貶おとしめるものに災さい厄やくあれ！」

　マイラは困ったような顔で両手を小さく上げると、なだめるように言った。

「わかったわかった、あんたがカレーに命かけてるってのはわかったから。気を悪くしたのなら謝るから、スーパーまで乗っけてって」

「私に謝らなくても結構です。この地上に存在するカレー大好き人間と、カレーを作っている料理人に謝って下さい。世の中には、簡単にできる、誰だれにでもできるように見えて、やってみると奥が深いことが一いつ杯ぱいありますですよ。カレーもそうですし、この今川焼きもそうです。

　自分の家で身内が食べるものと、お客様に出してお代を頂くものとの間には、見えないけど、ちゃんと差があるんです」

「わかったわよ。そう言われてみればそうよね。私だって居酒屋で出している料理を、こんなもん、コンビニで買ってきたものを小こ鉢ばちに入れ替かえて金取ってるだけじゃん、とか言われたらムカつくもんね。悪かったわ、謝る！」

　ナンバは、にっこり笑った。

「はい、結構です。マイラ様の一番いいところは、その潔いさぎよさですね」

「言っておくけど、おだてても何も出ないからね」

「わかっておりますですよ。では、スーパーまで参りましょう」

　ポーラルリッヒが、マイラとナンバに向かって頭を下げた。

「今のお言葉、肝きもに銘めいじました。商売としてやるからには、手を抜ぬくことは許されない。買った方が満足するレベルのものを作らねばならない、ということなのですね！」

「そんなに堅かた苦くるしく考えなくてもいいわよ。ようは、習うより慣れろってこと。ほら、有名な芸術家が言ってるでしょ、『芸術は場数だ！』ッて。芸術品だって、数やんなきゃできないのと同じよ」

「……マイラ様、それは『芸術は爆ばく発はつだ！』です。爆発するような情パツ熱シヨンが必要だ、という意味でして……」

「うるさいわね、同じようなもんじゃない、細かいことを言ってると出世できないわよ！　さ、とっとと出発するわよ！」

「わかりましたよ……まったく人使いが荒あらいんだから……」

　ナンバはぶつぶつ言いながら、駐ちゆう車しや場に停とまっている軽自動車のワンボックスカーに乗り込んで、キーを回した。

　軽自動車は、セルモーターとは明らかに違う『みょん！』という電子音を発し、すぐにジェネレーター音に切り替わった。

「何よ、今の音」

　怪け訝げんな顔をするマイラに向かって、ナンバは肩かたをすくめて見せた。

「偽ぎ装そうシールドの調子がイマイチでして……まあ、最近は電気自動車とかハイブリッド車とかが増えていますから、そんなに目立たないと思いますけどね」

「このビークルも、結構長く使ってるからねえ……ま、仕方ないか」

　マイラはそう言って小さくため息をつくと、そのまま軽自動車に乗り込んだ。

「じゃあ、買い出し行ってくるからね！」

「お気を付けて、いってらっしゃいませ」

　ポーラルリッヒは、走り去って行く軽自動車に向かって、深々とお辞じ儀ぎをした後で、屋台に向き直った。

「さて、習うより慣れろ、というお言葉のとおり、今川焼きの練習に戻もどります。ご主人様、お味見よろしくお願いします！」

「うむ、余は銀河中の珍ちん味み美味を食して来たからな、味覚には自信がある。任せるが良い」

「では、次はカスタードクリームに挑ちよう戦せんいたします！」

　ポーラルリッヒはそう言うと、ガスバーナーの上で熱せられている今川焼きの型をじっと見つめた。

「……赤外線センサーにより、温度分布を確かく認にん！　適温と認められます！　では、調理を開始致いたします！」

　手早くタネを流し込み、カスタードクリームを盛りつけた、細長いステンレス製の筒つつを半分に切ったような形の容器を手に取ると、右手にヘラを持ち、一定量のクリームを切って、型の中で焼かれているタネの中に落としていく。

　無む駄だな動きのないその手つきは、まるでベテランのようである。

「うむ、見事だぞポーラルリッヒ！　家事能力パラメーターの調理技能の項こう目もく数値を最大値に上げただけのことはある！　今のお前の技量は一流シェフと同等だ！」

「ありがとうございます、がんばります！」

　ポーラルリッヒが、そう言って優ゆう雅がに一礼したとき。

　一人のずんぐりとした体形の男が、屋台の軽トラックの前に立った。

「あの、失礼します……」

「あ、申し訳ありません。これは練習でして……まだ今川焼きは売っていないんですよ」

　ポーラルリッヒがそう言って顔の前で手を振ふると、男はにっこり笑って首を振った。

「いえ、その地球の菓か子しではなく、そちらの『ホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドン』称しよう号ごうは『はくちょう座ＸダブＸルエ─ツク１スワン公こう爵しやくにて、小しよう惑わく星せいイトコン伯はく爵しやくならびにゲイ王星伯爵』にお話を伺うかがいたくて参った者です」

　王子の長ったらしい正式な称号を、よどみも無く言いきったのを聞いた瞬しゆん間かん。

　ポーラルリッヒは、身を躍おどらせて王子の前に飛び出した。

「ご主人様、お下がりください！」

　いつの間に抜いたのだろう、ポーラルリッヒの手には、見るからに破は壊かい力の大きそうな無骨な武器が握にぎられていた。

　武器の照準を合わせながら、目の前に立っている男を両目の中に内蔵されている複合センサーで精査したポーラルリッヒは確信した。

　──この男、地球人ではない！　しかし、光学迷めい彩さいを施ほどこしている様子もない……いや、質量感知センサーの数値に微び妙みように揺ゆらぎが出ている……もしや、多重スクリーンを展開しているのか？　しかし、ビークルや宇宙船ならいざしらず、人間サイズでそれだけの出力を持たせることはできないはず……。

　そこまで考えたとき、ポーラルリッヒの電子脳のデータベースが、一つの可能性をはじき出した。

　──この男！　軍用サイボーグか！

　男は降参するように、ゆっくりと小さく手を上げて、微笑ほほえんだ。

「デラメーター放射器とは、穏おだやかではありませんな……メイドが持ち歩く武器ではありませんぞ」

「何者ですか！　答えなければ撃うちます！」

「怪あやしいものではありません、私はジャーナリストです」

　上げた両手の手のひらに、チカチカと点てん滅めつする黄色い記号のようなものが現れた。

「身分証明用のＥＦＦコードです。アンドロイドのあなたならデバイスなしで読みとれるでしょう？」

「……ギャラクシアン・ジャーナリストギルド所属、Ｓ級ルポライター『ワイド・ジョー』。現在ウィークリープラネット社と契けい約やく中……」

　後ろにかばっている王子に聞こえるようにデータを読みあげたポーラルリッヒは、デラメーター放射器の照準を男に合わせたままゆっくりと言った。

「ＥＦＦコードを確認しました。しかし、完全に疑いが晴れたわけではありません。その身体からだを被ひ覆ふくしている多重スクリーンを解除し、本来の姿を見せて下さい」

　男は両手を上げたまま、肩をすくめて見せた。

「俺のサイボーグの義体は旧式でね、笑われそうだから、あまり人に見せたくないんだが……まあ仕方が無い、スクリーンを解除しよう。だが、どこで原住民が見ているかわからないからな、解除するのは一秒間だけでいいだろう？　あんたのセンサーならそれでも十分だと思うが、どうかな？」

「わかりました、あなたの条件は理にかなっています。一秒で結構です」

「交こう渉しよう成立というわけだな。ではスクリーンを解除する」

　その言葉が終わるのと同時に、男の身体が虹にじ色いろのスペクトルに包まれ、ブ……ン！　という低い振しん動どう音が響ひびいた。

　次の瞬間、男の身体が、黒いロボットのような姿に変わった。

　眼球の代わりに赤いレンズ、口の部分には三角形のフィルターのようなものが付いている。しかし、一秒後、再びブ……ン、という音と共にロボットの姿は消え、元のずんぐりとした体形の男の姿に戻もどった。

「確かく認にんしました」

　ポーラルリッヒはそう言うと、男に向けていたデラメーター放射器のセイフティスイッチを押し、銃じゆう口こうを下げた。

「かなりカスタマイズされていますが、義体のベースはリクドニア第二共和国軍の特とく殊しゆ部隊用のものですね」

「さすがは銀河に名だたる軍事国家アルマゲドン帝てい国こくの王室専属メイドロボだ。データベースが尋じん常じようじゃないな」

　ロングスカートの中に物ぶつ騒そうな武器をしまい込みながら、ポーラルリッヒは聞いた。

「褒ほめ言葉として受け取っておきましょう……で？　そのジャーナリストやらが、何のご用ですか？」

「ホルディナンド王子に、インタビューさせて頂きたいのですよ」

「インタビュー？」

「ええ、アルマゲドン王国の王位継けい承しよう権をお持ちのお方が、こんな辺境の非文明惑わく星せいにいらっしゃるその理由をお聞きしたいのですよ。あ、興味本位の取材ではありません。年若くして冒ぼう険けん心あふれる王子の素す晴ばらしさについて、広く人々に知ってもらいたい、と言うのが理由です。ぜひ、お話を伺うかがわせていただきたい」

　ポーラルリッヒは、背後にいる王子に半分振ふり返って聞いた。

「いかがいたしますか？」

「怪しい者ではないのか？」

「ええ、今のところ不ふ審しん点は見当たりませんが……」

「そうか、では取材を受けよう！　これは、余がいかにアルマゲドン帝国の指導者にふさわしい素質を持っているのか、それを広く世に知らしめるチャンスである！」

「それはそうですが……」

　今一つ乗り気でない、という素そ振ぶりを見せるポーラルリッヒを見て、ワイド・ジョーと名乗ったサイボーグの男は、にっこり笑って、懐ふところから銀色のカードを取り出した。

「取材に応じていただければ、当然、それ相当の謝礼を支し払はらわせていただきます。連れん邦ぽう通貨で五万アダステルほど用意しております。お話の内容によっては、その倍額まで支払う予定でおりますが……いかがなものでしょうか？」

「五万アダステル!?」

　金額を聞いたポーラルリッヒの顔色が変わった。

　──手持ちのお金にそれを足せば、宇宙船をチャーターして、アルマゲドン帝国の勢力範はん囲いの星系までたどり着くことができる。

　ポーラルリッヒは、にっこり微笑ほほえんだ。

「わかりました、取材をお受けいたしましょう。となれば、こんなところで立ち話するわけには参りません。どうぞ、お部屋の方に！」

　その言葉を言い終わるのと同時、ポーラルリッヒは両手から黒い粒つぶをパラパラと地面に撒まいた。

　黒い粒は、地表の元素を吸収して、見る見るうちに膨ふくれ上がり、一つ一つが身長五十センチほどの小さなメイド姿の人形になった。

　主人と違ちがう黒い髪かみを持った、そのミニサイズのメイドたちは、手に持った箒ほうきや、ハタキ、そしておたまやフライ返しを掲かかげ、ボイスチェンジャーを通したような周波数の高い声で叫さけんだ。

『ワッカメー！』

　ポーラルリッヒは、そのワカメイドたちを見回して命令した。

「アジーン、ドゥヴァ、トゥリー、チィトゥィリは、屋台を撤てつ収しゆう！　ビャーチ、シャスチ、スェーミは、先行して部屋を片付けなさい！　ヴォースィミは、王子の警護！　行けっ！」

『ワッカメー！』

　ワカメイドたちは再び一声叫ぶと、一いつ斉せいに散った。




　六畳じよう間のリビングの真ん中にある小さな座ざ卓たくの上に置かれた益まし子こ焼やきの湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わんから、質の良い緑茶の香かおりを伴ともなった湯気が立ち昇のぼっていた。

　湯飲みを抱かかえ込んで、一口すすったワイド・ジョーは、ほう、と小さく感心したようにため息をついた。

「これは……初めて飲みましたが、なかなか良い風味ですな」

「帝国を遠くはなれ、仕送りが削けずられても、王子には王位継承者としての誇ほこりを持って頂こうと思い、この種の嗜し好こう品の質は落とさぬように心がけております。暮らしは低く、されど想おもいは高く、でございます」

「ふむ、なるほど、さすがはアルマゲドン帝国の王位継承権をお持ちになっているだけのことはありますな」

　ワイド・ジョーは、胸を張って答えたポーラルリッヒに向かってうなずいて見せた後で、王子に向き直った。

「ホルディナンド王子にお伺いしたいのは、なにゆえに、この辺境の未開惑星にやってきたのか、ということでございます。このあたりは定期航路から大きく外れている上に、サリアント条約によって厳重に保護されている未開惑星です。

　仕送りを削られ、生活レベルを下げてまでこんな星にやってきた理由をお聞かせくだされば幸いです」

　王子は尊大にうなずいた。

「うむ、聞かせてやろう。アルマゲドン帝てい国こくの王位継承者が三百人いる、というのは知っているな？　余はその百九十九番目にあたる。

　余が皇こう帝ていになるには、二百人近い皇位継承者を乗り越こえて、皇帝にふさわしい人物であることを証明しなくてはならん。

　我がアルマゲドン帝国は、アストラリウス銀河系の五分の一を支配している強大な銀河覇は権けん帝てい国こくであり、来きたるべき銀河最終戦争に勝ち抜ぬく国家でなくてはならない。

　より強く、より豊かであれ。それが、我が帝国の国こく是ぜだ。

　そしてそれは、我が帝国を統とう率そつする皇帝の条件でもある。強い者、豊かな者でなければ帝国を治めることはできん！

　余がこの惑星に目をつけたのは、それが理由だ！」

　ワイド・ジョーは、小さくうなずいた。

「なるほど、思念臨界反応が目的だった……というわけですね」

「そうだ。余はこんな低い地位でくすぶるような存在ではない。思念臨界反応を持つサヤカを手に入れることで、余の人生は正しい道に戻もどる。父上も母上も、兄上も姉上も余の真価を認めてくれるに違いない！　銀河の半分を吹ふき飛ばすほどの力を従えれば、帝国の誰だれもが余を見直すであろう！　この力を持てば、我がアルマゲドン帝国は、アストラリウス銀河のすべてを手中に収めることができる！　いや、アストラリウス銀河だけではない、その周辺の銀河系すら我が帝国のものとなるだろう！　過去のどの皇帝も成し遂とげなかった、究極の帝国を築き上げることができるのだ！　余の名前は、帝国中興の祖として永遠に語り継つがれ、歌に歌われるだろう。

　そうなれば、余を無視することなんか、誰にもできやしない！」

「まさに、そのとおりでしょうね……で？　その、なんと言いましたっけ、思念臨界反応を持つ原住民……サバカ……でしたっけ？」

「サバカではない！　サヤカだ！　彼女はそんな押し鮨ずしみたいな名前ではない！」

　機き嫌げん悪そうに答えた王子を見て、ワイド・ジョーは、あわてて頭を下げた。

「あ、いや、申し訳ない……サヤカですね。オシズシとは違う……ところで、オシズシって何ですか？」

「この惑わく星せいの、この日本という地域で食べられている食べ物だ。甘あま酸ずっぱいご飯の上に、マリネした魚が載のっていて、その上にコンブと呼ばれる海草を薄うすく透とう明めいになるまで削って甘酸っぱく味をつけたものでコーティングされているのだ。バッテラと呼ばれることもある」

「ほう、そいつは美味うまそうですね。取材を終えたら食べてみましょう……で、話は戻りますが、その思念臨界反応を持っている原住民は、サヤカという女性なのですね？」

「うむ、余とそう変わらない年ねん齢れいの女の子だ。なんと言うか、清せい楚そで、可か憐れんで、可愛かわいらしいのだ」

　そう答えた王子は、ちょっと赤い顔になった。

「ふむ……で？　結局手に入れてないんですね？」

「うむ、手に入れていない。というより、サヤカは道具ではないのだ……なんと言えばいいのだろう、上手うまく言葉にできんのだが……確かにこの惑星の原住民は未開の野や蛮ばん人だ。

　テクノロジーは未熟で、いまだに同じ恒こう星せい系内の惑星にすらたどり着けないし、惑星内の共通の言語や文化すら存在しない。

　以前の余は、それだけの理由でこの惑星の原住民を愚おろかな劣れつ等とう種族だと決めつけていた。劣等種族なのだからどう扱あつかっても構わない、虫けらのように惨ざん殺さつしようが、洗脳して道具のように使おうが勝手だと思い込んでいたのだ。

　だが、実際にこの原住民たちの中で生活してみて考えが変わったのだ。

　同じだ。変わらんのだ。この惑星の原住民も、我々アルマゲドン帝国の人間も、中身は同じなのだ。ただ、見えているものが違ちがう。知っていることが違う、ただそれだけのことなのだ。

　それに気がついたとき、初めて余は保護機構の目的がわかった。知的生命体が進化するのには長い時間が必要なのだ。

　我々が、先進種族、優等種族と胸を張っていられるのは単に蓄ちく積せきに過ぎない。我々の持っている技術も文化もすべて、長い年月の間に先人が作り出してきたものなのだということに……」

　ワイド・ジョーはうなずいた。

「確かに、アーシュラ星系人のような、賢けん者じやとも呼べる高度な知性と文化を持った種族は、みんな想像を絶する長い歴史を生き延びてきた種族ですからな……ウソかホントか、ビッグバンと同時に生まれた生命体だとか、すべての知的生命体の始祖だとか言われていますし……」

「うむ、そういうわけで、余はサヤカを手に入れるのはやめたのだ」

「……ということは、アルマゲドン帝国をさらなる強国にすることを断念した、と？」

「違う！　そういう意味ではない！　アルマゲドン帝国は常に強くあらねばならん！　その国是は変わってはいない！　だが、そのための手段は常に正しくあらねばならんということだ！　余がアルマゲドン帝国で認められるためには、余自身の能力でそれを成し遂げねば意味が無いのだ。余はそれを、この惑星の原住民に教えられたのだ！」

　王子の言葉を聞いていたポーラルリッヒは、思わず持っていた白い布で目め頭がしらを押さえた。

「ああ、ご主人様、なんと立派なお考えを……このポーラルリッヒ、お仕えしてきた甲か斐いがありました……」

「おい、ポーラルリッヒ、それはテーブル用のふきんだぞ」

「ふきんだろうが雑ぞう巾きんだろうが構いません。この喜びに比べれば些さ細さいなことです、うっうっうっ！」

　ポーラルリッヒは、ふきんを顔に押し当てたまま、嬉うれし泣きを続けた。




　その日の夕方。

　上所温泉にある、一番大きな温泉ホテル、上所温泉観光ホテルの地下一階にある、ラウンジバーのカウンターにワイド・ジョーの姿があった。

「まさか、お前とこんなところで会うとはな……地球人の姿が板についているじゃないか……ブリッツ」

　ワイド・ジョーに話しかけられた、カウンターの向こうに立つ、エディ・マーフィそっくりのバーテンダーは、辺りを見回すと小さな声で答えた。

「地球人ではなく、バーテンダー姿が板についている、と言ってくれると嬉しいね……ワイド・ジョー」

「さすがは水シユ陸ビ両ム用リ騎ツ士タ団ー第十三師団第一大隊……通つう称しようレッドフィンだっただけのことはあるな。多重偽ぎ装そうスクリーンを展開していてもお見通しか」

　ブリッツは、にやっと笑って右目を指差した。

「このマスクには、多重偏へん光こうセンサーが仕込まれていてね……キルリアン反応も読み取れるようになっているんだ。お前さんのキルリアン反応のパターンに見覚えがあったのさ」

「なるほど……それにしても、よく覚えていたな。お前さんと戦ったのは十五年以上前だぞ？」

「十五年だろうが二十年だろうが忘れるものか。俺の大隊が、再編成が必要なほどに損害をこうむったのは、後にも先にもあのエル・サンドラ小しよう惑わく星せい帯攻こう略りやくのときだけだ。重サイボーグの占せん拠きよしている拠きよ点てんを重火器と艦かん砲ぽう支し援えん無しで攻略なんかするもんじゃない……あのときの戦せん闘とう記録はシュビムリッターの戦訓データベースにきっちり載のっている」

「結局、補給が続かなくて降こう伏ふくして捕ほ虜りよになった者を、そんなに持ち上げないでくれないか？」

「それはつまり、補給が続いたら俺たちが負けていたってことだ。記録は正確にされるべきものさ……で？　そのワイド・ジョーが、こんな辺境の未開惑わく星せいに何の用だ？

　見てのとおりのんびりした星で、お前さんがメシの種にするために追いかけそうなセンセーショナルなネタは何一つ無いぞ？」

　ワイド・ジョーは視線を手の中にあるハイボールのグラスに落とした。

「確かに……今は無い。今はね……」

　グラスを磨みがいていたブリッツの手が止まった。

「どういう意味だ？」

「何も聞くな、俺は何も話せない。ただ、俺が言えるのは、あの王子を連れてこの星を立ち去れ、ということだけだ。この星からアルマゲドン帝てい国こくの勢力圏けんまで宇宙船をチャーターできるだけの金はあのメイドロボに渡わたしてある」

　ブリッツの目が光った。

「サリアント条約で保護機構が管理しているこの星が危なくなるとしたら……お前の仕事……依い頼らい主は通商連合だな？」

「言っただろう？　俺からは何も言えんと……」

　ブリッツはしばらく無言でワイド・ジョーを見つめていたが、やがて、すっと視線を外した。

「そうか……考えてみれば、お前さんが俺のところに来て、話をしてくれる義理は無いんだな。こうやって、ここに来てくれたことを感謝こそすれ、責める理由は無い」

「いや……義理は無いが……借りはある」

「お前さんに貸しを作った覚えは無いが？」

「エル・サンドラの小惑星帯の戦いで、俺たちが降伏し捕虜になったとき、アルマゲドン帝国の宣伝省部隊が、俺たちが非戦闘員の居住民を虐ぎやく殺さつして居住区を手に入れた、という戦争犯罪を捏ねつ造ぞうして、捕虜になった俺たち重サイボーグを分解処しよ刑けいしろ！　と騒さわぎ立てた。

　そのとき、そんな事実は無いと主張してくれたのは、お前だったはずだ」

「ああ、あれは水陸両用騎士団の団長だった貴族が、あまりの損害の多さにびびったのが原因さ。捕虜にしたお前らを血祭りに上げることで、自分に向けられる責任追つい及きゆうの矛ほこ先さきを逸そらそうとしたんだ。

　貴族どもはお前たちの名めい誉よに泥どろを塗ぬることで、お前たちと戦った俺たちにも泥を塗ろうとした。それを黙だまって見過ごしたら、あそこで死んでいった戦友たちに申し訳が立たない。俺たちが戦ったのは、誇ほこり高き戦士だ。戦争犯罪者なんかじゃない……それだけのことさ」

「お前にとってはそうなんだろう、お前の中ではな……だが、俺にとっては違ちがっていた。それだけのことさ……じゃあ、これで失礼する。ホルディナンド王子と、美人のメイドロボによろしくな」

　ワイド・ジョーはそう言うと、カウンターの前にあるスツールから降り、敬礼するように右手を上げて挨あい拶さつし、くるりと背を向けてバーを出て行った。




　ワイド・ジョーが王子にインタビューした内容が、保護機構の運営委員会で公開されたのは、それから三日後のことだった。




　その日、地球から遠く離はなれたエメリウム銀河の一角で開かれる保護機構の運営委員会には、十三万人の宇宙人が集まっていた。

「えらい数が集まったもんだな……」

　鳥類から進化した知的種族である運営委員会のコカトリス議長はそう言うと、喉のどの奥で「コココ」と音を立てて、頭のてっぺんに生えたトサカを震ふるわせた。

　議長の隣となりに立っていたカワウソのような顔をした補ほ佐さ官が、彼らの種族では『同意』を意味する、手をひらひらさせるしぐさをしながらうなずいた。

「保護機構に所属する文明の数から考えれば、これでも全体の三割しか出席していないんですけどね……委員会に出席する委員の数としては異例の人数です」

「いつもは議決に効力のある一割を集めるにも必死なのに、これだけの数が集まったということはやはり、なんらかの利益誘ゆう導どうがあったと見るべきだな」

「ええ、どうやら通商連合が票数を稼かせぐために金をばらまいたようです。参加文明一つに付き一票ですからね。前回の参加から五千年ぶりというギーク星系人までいます。まあギーク星系人は金で動いたわけでは無さそうですけど」

「ギーク星系人は金に興味は無いからな……というか、あいつらは他人のことに興味が無い。とっくに滅ほろびていてもおかしくない連中だからな」

　カワウソっぽい外見の補佐官は、再び手をひらひらさせて答えた。

「彼らは五百万年前に巨きよ大だいな帝国を築き上げ、野や蛮ばんな侵しん略りやく行こう為いと偉い大だいな知的業績を共にあげた覇は権けん種族として星間文明史に名を残していますけど、ここ十万年は現実のすべてに興味をなくして種族をあげて仮想空間の中に引きこもり、妄もう想そうにふけっていますからね。子供とかも、ここ数万年生まれてないみたいですし……」

「ギーク星系人と同じように古い歴史を持っていて、寿じゆ命みようをほぼ無限に伸のばしたアーシュラ星系人が積極的に評議会に関かん与よしているのとは正反対だな。

　それにしても、通商連合はどうやって、数を減らしながらも故郷の星で絶賛引きこもり生活を続けているギーク星系人をあの星から引っ張り出したんだ？」

「さあ……富にも名誉にも、現実世界の一いつ切さいに興味がないはずですからねえ」

「まあいい。隠いん居きよした滅めつ亡ぼう寸前の文明も覇権種族も、保護機構の運営委員会では同じ一票だ。それで、票の読みはどうだ？」

　補佐官は指を立ててくるくる回す『悪い』を意味するしぐさをしながら答えた。

「かんばしくありませんね。十三万人の評議員のほとんどは、地球テラのことなど聞いたこともないという連中です。通商連合がどのような証しよう拠こを持ち出すかで決まりますね」

「とにかく、地球テラを通商連合の管理下に置くのだけは断固阻そ止しだ。通商連合が思念臨界反応の危険を煽あおれば、十三万人の評議員がパニックになるやもしれん。そうなったら、対応策がある、などと理性に訴うつたえても無む駄だだ。その時は、こちらから地球テラの消去を議決にかける。地球テラと引き換かえに、保護機構の方針を維い持じするのだ……準備をしておきたまえ」

「準備……なるほど」

「当然、通商連合の側もこちらが用意した議決は確かく認にんしている。

　地球の消去は、こちらの切ジヨりーカ札ーだ」

　保護機構運営委員の議長がそう言ってうなずいた……その頃ころ。

　十三万人が収容された巨大な評議会場では、通商連合の評議員が演説を始めていた。

　薄うす紫むらさき色の肌はだを持つ、ひょろりとした体形のヒューマノイドである彼は、居並ぶ評議員をゆっくりと見回した後で、自信ありげに語り始めた。

「さて、皆みなさん。我々通商連合が主張している、思念臨界反応者の危険性についてですが、ここに我々の危き惧ぐが杞き憂ゆうではないことを証明する資料があります。多くは申しません。各委員の方にはこの資料をご覧になっていただき、判断を仰あおぎたいと存ずる次し第だいであります！」

　通商連合の評議員の言葉が終わるのと同時にその場に映し出されたのは、アルマゲドン帝てい国こくのホルディナンド王子だった。

　画面の下に、王子の肩かた書がきを示すテロップが浮うかびあがり、インタビューの声が流れた。

『王子はなぜ地球へ来たのですか？　ここはサリアント条約によって厳重に保護されている未開惑わく星せいです』

『我がアルマゲドン帝国は、アストラリウス銀河系の五分の一を支配している強大な銀河覇は権けん帝てい国こくであり、来きたるべき銀河最終戦争に勝ち抜ぬく国家でなくてはならない。より強く、より豊かであれ。それが、我が帝国の国こく是ぜだ。

　余がこの惑星に目をつけたのは、それが理由だ！』

『思念臨界反応が目的だったわけですね』

『そうだ。銀河の半分を吹ふき飛ばすほどの力を従えれば、我がアルマゲドン帝国は、アストラリウス銀河のすべてを手中に収めることができる！　いや、アストラリウス銀河だけではない、その周辺の銀河系すら我が帝国のものとなるだろう！』




　インタビューを見た十三万人の評議員が一いつ斉せいにどよめいた。ぶしゅぶしゅと頭のてっぺんから潮を噴いているボエール人、座席の上でぐるりと巻いたとぐろの中に頭を突つっ込んだ蛇へびのようなガラガラ人、長い耳を折り曲げて目を覆おおうヴァーナ人、それぞれの種族のやり方で驚きよう愕がくと恐きよう怖ふを表していた。

　その中で一番驚おどろいていたのが、アルマゲドン帝国出身の評議員だった。三百人いる王子王女の中の百九十九番目の王子が地球にいたことは彼も知っていたが、それは仕事のない王子が何か道楽のようなものでも始めたくらいの認識だった。それが、このインタビューではアルマゲドン帝国が国家戦略に基もとづいて地球に乗り込み、思念臨界反応を持つ原住民を手に入れようとしたように受け取られかねない。

　ワイド・ジョーのインタビューの価値はそこにあった。

　数字や科学的なデータを提出して思念臨界反応の危険性を直接訴えても、著名な専門家に登場してもらい思念臨界反応の危険を訴えても、さほど効果は無い。星も種族も違ちがう十三万人の評議員が相手では、どれだけ著名な専門家でも、その権けん威いには限りがある。

　だが、アルマゲドン帝国の王族の一員が思念臨界反応を兵器として使うと断言したとなれば、その脅きよう威いを疑うものはいない。

　口々に抗こう議ぎの言葉を発する評議員たちの叫さけびで、会議場は大おお騒さわぎになった。

　その騒ぎを、場末のジャンプステーションのビジネスホテルの一室に備え付けられたホロビジョンの議会チャンネルで見ていたワイド・ジョーは、小さく舌打ちした。

　──ちっ！　素材を渡わたした俺が言うこっちゃないが……まさか、こんな手を使ってくるとはな。

　過去において、議会で流された映像はすべて真実だった。編集を加え意図をねじ曲げられたことなど一度も無かった。

　なぜなら、こういったインタビューなどの資料は、意図的な編集が行われてもすぐにわかるように、元となった素材の公開が義務付けられているからだ。

　誰だれでも検証することができるのだから、ウソをついてもすぐばれるのだ。それを分かってウソをつく馬ば鹿かはいない。

　ゆえに議員の多くは、このインタビューを疑わないだろう。

　まさか、これほどまで堂々とウソをつくとは誰も思わない。そして、このインタビューがウソだということが知られるのは、議決が行われたその後だ。

　このインタビューが意図的に編集されたものであることを検証し、議会に訂てい正せいと議決のやり直しを求めても、それが取り上げられ、検証が行われるには時間がかかる。

　──通商連合の連中は、本当になり振ふり構わねえ。やつらにしてみれば、信義だの道徳だのというものは、利り潤じゆんのために使われる手段でしか無いんだ。頭でわかっていたつもりだが、目の前でこうも堂々とやられると腹が立つな……。

　ワイド・ジョーは自分の中にわきあがる感情を抑おさえ込んだ。

　今さら通商連合のエージェントにそのことを言っても無む駄だだ。

　通商連合にとっては、地球も、そこに住む生命も、資源としての価値しかない。家族や友人、仲間だという意識はかけらもないのだ。

　ワイド・ジョーは脳のう裏りに、少々思し慮りよ不足だが気の良い少年王子の顔を思い浮うかべた。

　──まさかあのインタビューが、自分の願いとは裏腹に地球とサヤカを滅ほろぼそうとしているとは、夢にも思うまい。

　下手へたをすれば……いや、間ま違ちがいなく保護機構の主張する、今の地球の保護管理のやり方は変へん更こうを余よ儀ぎなくされるだろう。

　──あの、オシズシ、とかいう美味うまい食い物も食えなくなるだろうな……。

　ワイド・ジョーが、酢すでしめられたサバの脂あぶらと、型に押し込まれた押し鮨ずし特有のねっとりとした酢す飯めしが口の中で合わさった、何とも言えない風味を脳裏に浮かべて反はん芻すうしていた頃ころ。

　本会議場にいたコカトリス議長は、悔くやしそうにつぶやいていた。

「くそ、やられたな。これでアルマゲドン帝てい国こくと国境を接している星系と、それに同情する星系の票は全部あっちに流れるだろう……」

　インタビューを見た議長が忌いま々いましげにつぶやいた。

　頭のトサカは彼の種族の思春期の少年が少女に求愛する時のように、ピンと立ち、真っ赤に輝かがやいている。

「くそっ！　おい、このインタビューに改かいざんの痕こん跡せきがないか調査させろ」

「既すでにやらせています。今のところ、即そく座ざに指し摘てきできる改ざんはありません。行われているのは編集のみです」

「だろうな。公開されているインタビューのソースと照合して、恣し意い的てきな編集が確かく認にんされ、それを我々が指摘したとしても、このインタビューを見た印象をひっくり返せないだろう」

　──人は自分が信じたものを信じたがる。よほどのことが無いかぎり、第一印象を書き換かえることはない。もしできたとしても、それはすでに議決が終わった後だ……。

　王子のインタビューは、次の言葉で締しめくくられた。




『この惑わく星せいの原住民は、未開の野や蛮ばん人だ。

　テクノロジーは未熟で、いまだに同じ恒こう星せい系内の惑星にすらたどり着けないし、惑星内の共通の言語や文化すら存在しない。劣れつ等とう種族なのだからどう扱あつかっても構わない、虫けらのように惨ざん殺さつしようが、洗脳して道具のように使おうが勝手だ』




　議長は議場の中を見回した。

　議会の圧あつ倒とう的多数は、危険な思念臨界反応を持つ惑星を放置してきた従来の保護機構のやり方と、危機管理という点で手ぬるいサリアント条約の改正を求めていた。現状維い持じを押す少数派も、その内実はアルマゲドン帝国のような覇は権けん種族で、自分たちが思念臨界反応と地球を手に入れるためにも、事態をこのままにしておきたいという意図が透すけて見えていた。

　この言葉が意味するのは、サリアント条約の理念の否定だ。保護機構は未開惑星に必要なのは導き手ではなく、時間だと考え、そう訴うつたえてきた。だが、その時間は、千年、万年という単位で費ついやされるものだ。アルマゲドン帝国のような覇権種族も、通商連合も、時間は貴重な資源であると考え、無む駄だ遣づかいを嫌きらう。彼らはすぐに結果を求めようとする。勝利か、あるいは利益という形で。

　──彼らは過去や未来に興味がなく、今しか見ていない。今、結果を出せるかどうかが大事なのだ。彼らの論法で言えば、今、未開で未熟ならば、それがすべてだ。だが、そんな刹せつ那な的なやり方をして、未来はどうなる。金も力も、受け継つぐ相手がいなければ無意味ではないか。いや……そうか。彼らにとって未来はどうでもいいのだ。

　インタビューが終わり、評議員が次々と発言を求めて議長にシグナルを送り始めた。議長はトサカを立てて正面に向き直る。

　危険で価値の高い星となった地球を、どこまで守れるか。

　未来に託たくすサリアント条約の理念を、どこまで守れるのか。

　負けが決まった戦いに、議長は敢かん然ぜんと立ち向かう決意を固めた。




　一方、保護機構を攻こう撃げきする通商連合の評議員は、嬉うれしそうに独自の情報ルートで集めた票数を表示する画面を覗のぞき込んだ。

「流れは完全にこっちだな」

　評議員の補ほ佐さ官がうなずいた。

「ええ、この後の議決で、おそらくサリアント条約の改正案が通りますね。問題は、議長が拒きよ否ひ権を発動するかもしれない、ということです」

「拒否権発動は避さけられん。インタビューを聞いて騒さわいでいる連中は、地球テラの消去を要求している。だが、思念臨界反応の危険を除去するためとはいえ、惑星を一個まるごと消去するわけにはいかない。そんな前例を作ってしまったのでは、保護機構の意味が無くなるからな。思念臨界反応を起こさせないだけなら、その能力を持っているサヤカとかいう原住民を消去してしまえばいいわけだ。この措そ置ちは今の条約の中にも含ふくまれている。条約を改正する理由は無いということだ」

「今一つ満足のいかない結果になりましたね」

　通商連合の評議員は首を振ふってから、にやっと笑った。

「いや、そうでもない。たとえ拒否権を行使されても、議決された以上、今のままというわけにはいかない。現在の保護機構のメンバーは更こう迭てつされ、新しい管理官が選ばれることになる。その新しい管理官として我が通商連合の加盟星系から送り込むことができる」

「なるほど。地球テラの管理官が我々の手下ならば、やりたい放題が可能ですな」

「ああ。アルマゲドン帝国の介かい入にゆうを防げなかったことを足がかりにして、地球の新しい管理官には強い独自の権限を与あたえ、その権限で地球テラを資源化するんだ。

　このやり方が前例になれば、我々は価値のある惑星の管理官だけ買収するか、手の者を送り込めば良いことになる。サリアント条約と保護機構がなくなってしまえば、アルマゲドン帝国のような覇権国家の介入を防ぐことができないが、保護機構が残っていれば、我々はいつでも望みどおり惑星を資源化できる。利益の独どく占せんは富を生む秘ひ訣けつだよ。そうなれば、我々と保護機構は良い関係が築ける。win-winというわけだよ」

　通商連合の評議員の予測は的中した。

　サリアント条約の改正案は賛成多数で可決されたが、議長は、この改正案は保護機構の理念に反するものとして、拒否権を発動したのである。

　改正案の成立は見送られたが、その代案として保護機構の保護官の上司である管理官の権限を拡大することと、組織を一新することで、会議は決着を見た。

　緊きん急きゆう避ひ難なんを名目にした担当管理官の権限の拡大は、保護機構の運用が法治を捨てたことを意味していた。

　議題は、新たに地球を監かん視しする管理官の選出に移ることとなった。

「くそ……サリアント条約の改正を阻そ止ししても、条約を運用する保護機構の中に通商連合の息が掛かかった管理官を迎むかえ入れたのでは、つまるところ同じだ。

　どんな法律も規則も、それを運用する側が恣し意い的てきに運用できるのなら、何の意味も無い……」

　コカトリス議長は、忌いま々いましげにつぶやいた。

　──今からでも地球テラを消去するか？　このまま放置しては、サリアント条約は有名無実になり、保護機構は通商連合が利益を引き出すために覇権種族から未開の惑星を守る存在に成り下がる。それならばいっそ……。

　コカトリス議長が、そこまで考えたとき。あわてた様子で補佐官がやって来た。

「議長！　ギーク星系の評議員の方が来られています」

「ギーク星系の？　現実のすべてに興味を失って引き籠こもっている種族が、いったい何の用だ？」

「さあ？　何でも大事な話がある、とかで……」

「そうか、わかった。すぐにお通ししてくれ」

　政治にも経済にも一いつ切さい関かん与よしなくなったとはいえ、かつてはアーシュラ星系人とこの宇宙にあるいくつもの銀河系の覇は権けんを争った、由ゆい緒しよ正ただしい名門の種族である。あだやおろそかにすることはできない。




　ギーク星系人の評議員は、のろのろとしたしぐさで議長に一礼し、ぼそっと挨あい拶さつした。

「どうも……」

「ようこそ、保護機構に来られるのは五千年ぶりですね」

「まあ……別に興味なかったですし……」

　ギーク星系人は議長に視線を合わせずに、ぼそぼそとした口調でつぶやくように答えた。

「どういったご用件でしょうか？」

「あー……地球テラ、なんですけどね……ほら、議決された」

「はあ」

「あの……思念臨界反応ですけどね。あれ、大事だと思います」

「はあ？」

　議長は呆あきれた。何か大事なことがあるのなら、評議会の会議で言えばいいのに、ギーク星系人の評議員はひとことも発言せず、議決にはすべて棄き権けんを押し通していた。

「私らギーク星系人も……大昔は思念臨界反応を持っていました。昔はそれでいろいろヤンチャもしました。ああいうのがある種族は、貴重です。将来、なんかやってくれます」

　相変わらずどこを見ているのかわからない挙動のまま、ぼそぼそと続けた。

「えと……保護機構のこれまでのやり方は……間ま違ちがってません。地球テラを守ってやってください。あの星を破は壊かいしてはいけません……私が言いたかったのは、それだけです……じゃ」

　ギーク星系人はそこまで言うと、議長の返事も聞かず、そそくさと立ち去っていった。

「地球テラを守ってくれ、か……」

　議長のトサカがだらり、と下がった。かつて銀河に君臨したギーク星系人は、今なお残るその叡えい智ちで議長が地球を破壊する決意を固める危険を察知し、五千年ぶりに評議会に出たのだと分かったからだ。

「思念臨界反応を持つというだけの未開の種族……彼らのために、私は何をなすべきなのだろう？」

　議長の問いに、答えるものはなかった。
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　地球の運命が、遠く離はなれた銀河系で勝手に決められたことを人類は誰だれ一人として知らなかった。自分たちの生命や財産が、風前の灯ともしびになっていることを知らぬ人類は、ごく当たり前の日常を送っていた。

　上所中学校では、期末テストが終わった後、授業は短縮授業となり、球技大会や水泳大会といった学校行事が行われるようになっていた。

　その合間に通常の授業もあるのだが、もう誰も先生の言葉なんか聞いていなかった。

　そんな消化試合のような日が何日か続き、いよいよ夏休みまであと三日となった。

　この日、上所中学校の中は朝から一種独特の空気に包まれていた。

　それは解放感と夏休みへの期待感、そしてその前に配られる成績表に感じる一いち抹まつの不安感、といった様々な感情が入り混じった高こう揚よう感かんに満ちた空気だった。

　風に乗って遠くから途と切ぎれ途切れに聞こえて来る八坂神社の夏祭りのおはやしの練習の音が、浮うき浮きした気分を一層盛り上げる。

「よう！　おはよう最上！　どうした？　浮かない顔してるけど何かあったのか？」

　クラスメイトの利と根ねが、登校して来た健吾の顔を見て怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「え？　ああ、いやね、期末テストの点が思ったより悪くてさ……」

　自分の机の上に通学用のリュックを置きながらそう答えた健吾は、胸の中でため息をついた。

　──まさか、遠い宇宙のかなたで行われている、地球の未来を決める運命の採決が気になって寝ねられない……なんて言えるわけが無いよなあ……。

「へえ、そんなに悪かったのか？　俺はてっきり保健室のカミラ先生がここんとこずっと休んでるから、それが気になっていたんじゃないかと思ってた」

「ああ、カミラ先生は急用があって故郷に帰ってるだけだから、そんなに気にしてないよ。用事が終わればすぐに帰ってくるさ」

「そうか、お前が言うならそうなんだろうな……」

　利根はそう言ってうなずいた後で、にやっと笑って付け足した。

「お前、カミラ先生と仲いいもんな……右手にカワイイけなげな後こう輩はい、左手に金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうのお姉さん……まったくうらやましいぜ」

「そんなんじゃないよ」

　そう答えた後で、健吾は本気で思った。

　──本当に、そんな話ならどんなに楽しいだろう。
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　利根の言葉は続いていた。

「いやあ、それにしても、お前見ていると恋れん愛あいは積極的に出た方が勝ちだとつくづく思うぜ。

　好きな子のいる教室に飛び込んで『一いつ緒しよに来てくれ！　君が必要なんだ！』なんて、でっかいフラグ立てられるヤツは、そういないぞ」

「フラグとか言うな」

　健吾と利根の会話を斜ななめ後ろの席で聞いていた初恵は、小さくうなずいた。

　──そうよね、それは文句なしに恋愛のスイッチを押すセリフよね。

　もし、この教室に最上くんが飛び込んできて、私に向かって手を差し出して『一緒に来てくれ！　君が必要なんだ！』なんて言われたら、もうそれだけで間ま違ちがいなくついてっちゃうだろうな。みんなの見ている前でそれが言えるってことは、それだけ本気ってことだもの。

　そこまで考えてから、初恵は我に返った。

　──え？　ちょっと待ってよ、私、何を考えているのかしら。これじゃあまるで私が最上くんに告白されることを望んでるみたいじゃない！

　夏休みを控ひかえて生徒たちがみんな浮うわついた気分でいる、こういう時こそ私がしっかりしなくちゃいけないってのに……。

　そこまで考えたとき、教室に担任の先生が入って来た。

「きりーつ！　礼！　着席！」

　日直の号令が終わってクラスの全員が席に座り、先生がホームルームを始めようとした、そのとき。

　教室のドアが、がらっ！　という音と共に勢いよく開け放たれた。

　──誰だ？

　クラス中の生徒の視線が、教室入り口に集中する。

「失礼しマスっ！」

　そう叫んで教室の中に飛び込んできたのは、カミラ先生だった。

　いつもの白衣と違ちがい、胸むな元もとが大きく開いた薄うすいピンクのブラウスに黒のスーツ、タイトなミニカートという、実に色っぽい姿のカミラ先生は、あっけに取られている担任の先生を無視してつかつかと健吾のところに早足で近づくと、思いつめた表情で言った。

「今スグ、私と一緒に来て下さい！　アナタが必要なのデス！」

　一いつ瞬しゆん、教室が静まり返った。

　その凍こおりついたような空気の中で、利根が、ぽつり、とつぶやいた。

「すげえ……フラグ立てに来た……」

　最初に我に返ったのは初恵だった。

「カミラ先生！　何をわけのわかんないことを言ってるんですか！　あなたは曲がりなりにも教きよう諭ゆなのですよ！　教諭が生徒に対して、そんなふしだらなことを！」

「生徒も教諭も関係アリマセン！　私は、未来のことを健吾クンと相談するために戻もどって来たのデス！」

「未来のことですってぇ！　な、なな、なんてことを！」

「とにかく今は一分一秒が大事なのデス！　健吾クン！　一緒に来るデスヨ！」

　カミラ先生はそう言うが早いか、健吾の手を握にぎった。

「な！」

　……んてことを！　と初恵が言う前に、カミラ先生が叫さけんだ

「いーぐるー！」

　次の瞬しゆん間かん。

　健吾の周りの空間の色調が緑色っぽく変わり、すべてが静止した。

　──ディメンションバブル！

　カミラ先生は健吾の手を握り締しめたまま言った。

「時間がアリマセン！　このまま転移しマス！　意識が遠くなるかもしれマセン。デモ、握った手を絶対離はなさなイデ！　自制心をしっかり保つのデス！」

　健吾はカミラ先生の大きく開いた胸元から見える、白い柔やわらかそうな谷間から必死に目をそらしてうなずいた。

「は、はい！　自制心ですね！」

「では、転移しマス！」

　カミラ先生は、そう言うと健吾の手を握り締める手に力を込めた。

　温かく、柔らかな感かん触しよくが伝わって来た……次の瞬間。

　健吾の視界が、ふっと暗くなった。




　そこは、何も無い空間だった。光も空気も重力すらもない、どこまでも続く真っ暗な虚きよ無むの中に健吾はいた。

　──どこだよ、ここ。なんでこんなところにいるんだ？

　健吾は無意識に自分の手足を動かそうとした。しかし、手足が動かない。

　それは、いわゆる金かな縛しばりのような、身体からだが動かない、という状態とは全く違っていた。そこに自分の肉体は無く、健吾は意識だけの存在となって、その空間に浮うかんでいた。

　それは、広い大おお海うな原ばらに一人放ほうり出されて浮かんでいるような感覚だった。

　想像もつかないような広大な空間の中にたった一人、自分の他ほかに何も無い。まさに虚無の中に一人取り残された感覚。

　次の瞬間。健吾の意識が、すうっと虚無の中に吸いこまれ始めた。

　自分の身体が足元から細かい砂すな粒つぶのように分解し、虚無の中に拡散していくイメージが浮かんだ。

　──ああ、僕は消えて行くんだ。このまま分解され、この虚無の中に吸い込まれて消えて行くに違いない。

　──もしかしたら……これが『死ぬ』ってことなのかな……。

　そのとき、誰だれかが健吾の手をぎゅっと握った。

　その感覚が拡散しかかっていた健吾の意識を引き戻した。

　無数の小さな砂粒となって拡散して行った自分が、映像を逆回しするように再び寄り集まって戻って行くイメージと共に、健吾の意識が覚かく醒せいした。

「大だい丈じよう夫ぶデスカ？」

　目の前に、心配そうにのぞき込むカミラ先生の顔があった。

　──カミラ先生の瞳ひとみって、星形をしているのか……。

　健吾はぼんやりとそんなことを思った。

「ええ、地球にいるトキハ、バイオコンタクトレンズ入れてマスけど、今は外してマスからネ」

　そう言ってにっこり微笑ほほえむカミラ先生を見て、健吾は我に返った。

「え？　あ、いけね……思ったことをそのまま口に出していた……」

「それは仕方アリマセンデスネ。意識のシンクロには時間が掛かかります。一万二千三百光年の距きよ離りを飛び越こえて来たわけデスから」

「え？　今、さらっと、とんでもないことを聞いたような気がするんですけど……一万二千三百光年の距離とかなんとか……」

　カミラ先生は大おお真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「ええ、ソウデス。あなたがいるこの場所は、地球のある銀河系とは別のエメリウム銀河と呼ばれる場所デス。ここでは、今、保護機構の運営委員会が開かれてイマス。

　実体転送の技術は確立してイマスが、天文学的な費用が掛かるので、よほどの場合にしか使われマセン。つまり今回は、そのよほどのコトというわけデス」

　健吾は以前、衛星軌き道どう上にある保護機構の母船で見せられた映像を思い出した。

「委員会って、あのいろいろな異星人が集まって演説したり、それを支持したりしていた場所ですよね？」

「ソウデス。これから、そこで、あなたに異議申し立てをしてもらいマス」

「え？」

　健吾は目を見開いたまま固まった。

「ちょ……ちょっと待って下さい！　聞いてませんよ！　そんな話！」

「採決はひっくり返せマセン。残された方法ハ、当事者である地球人の代表が異議申し立てすることだけデス！」

「地球人の代表って……僕がですか？　それって、レンリ姉ちゃんが言っていた冗じよう談だんですよ？」

「冗談ではないのデス！　というか冗談では済まなくなってしまったのデス！　通商連合は、自分たちの邪じや魔まになるサリアント条約をなんとかしたいと、ずっと考えてイマシタ。思念臨界反応を持った細香ちゃんが現れたのを知った通商連合は、その危険性を訴うつたえて、議会を自分たちの都合の良い方向に誘ゆう導どうしようと考えマシタ。

　危険性の排はい除じよという目的ならば、どんなことも許されるからデス……彼らにとって最大の障害は、思念臨界反応を持つ細香ちゃんデスネ。万が一にも抵てい抗こうされて、銀河系の半分が消えたら、通商連合の責任になりマス。

　だから、まず保護機構の責任者である管理官を通商連合の息のかかった人間にすげ替えて、保護機構の名前で細香ちゃんを消去させ、その後でゆっくり地球を収しゆう奪だつすればいい、と考えたノデス」

　カミラ先生の表情が真しん剣けんさを増した。

「健吾クン！　覚かく悟ごを決めてクダサイ！　細香ちゃんを守ってあげるコトができるノハ、あなたダケなのデス！」

　健吾は目を見開いた。

「え？　あ、そうか！　全権大使だとか地球連れん邦ぽう大統領だとか、そんな肩かた書がきなんかどうでもいいんだ！　もし、通商連合がこのまま保護機構を乗っ取れば、細香が消されてしまうというのは間ま違ちがいないんですね？」

「間違いアリマセン。細香ちゃんの能力は通商連合にとって最大の障害デス！　保護機構を乗っ取れば、真っ先に細香ちゃんを消すでしょう！」

　──細香が……消える。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、健吾の脳のう裏りに細香の顔と声が浮うかんだ。

『大丈夫ですっ！　心配してくれて、ありがとうございます！』

　そう言って微笑んだその顔は、渡わたり廊ろう下かで会ったときの細香の笑え顔がおだった。

「嫌いやだ！　そんなの許さない！」

　思うよりも早く声が出ていた。

「なんで！　なんで細香が消されなきゃならないんだ！　あいつが何をした！　あいつは、ただ、一いつ生しよう懸けん命めい生きているだけだ！　消されなきゃならないような悪いことは、何一つしてない！」

　健吾の脳裏に、小学校の図書室で、目を輝かがやかせながら自分の作った物語をじっと聞いていた細香の顔が浮かんだ。

　──そうだ、あいつだけだった。あいつだけが僕のたわいもない物語を聞いてくれた。あいつだけが、僕の物語を面おも白しろいと言ってくれた。

　──失いたくない！　絶対に！

　健吾は、カミラ先生を正面から見つめた。

「わかりました！　あいつを守るためなら、地球連邦大統領だろうがなんだろうがなってみせます！」

「よし！　よく言いマシタ！」

　カミラ先生は、そう言うと健吾の肩かたを、ぱん！　と勢いよく叩たたいた。

「正式に手続きを踏ふんで異議申し立てされたら、通商連合も無かったことにはできマセン。ことが大きくなればなるホド、通商連合の腹黒さをアピールできマス！　さあ、本会議場に乗り込みマショウ！」




　本会議場では、新しく選ばれた地球の新しい管理官が、マスコミのインタビューに応こたえる映像が映し出されていた。

　薄うす紫むらさき色の肌はだを持つひょろ長い体つきのその宇宙人は、通商連合の正式な一員ではなかったが、実利で繫つながっている同じ穴のムジナと呼ばれている星系の宇宙人だった。




「えー、私の使命は問題の根本解決であり、そのためであれば与あたえられた権限の中で出来る限りのことを行うつもりであります。

　まず大事なのは、地球テラにおける思念臨界反応が暴走する危険を除去することです。ですが、同じ危険が発生する可能性は常にあります。すでに有識者からはいくつかの根本的な解決方法が提案されています。

　たとえば、思念臨界反応の暴走の危険は個体数に応じて変化します。現在の地球テラの個体数は七十億近いのですが、これを一億以下まで減らすことができれば安全と言えるでしょう。

　こうなるまで、状じよう況きようを放置したことこそが現在の危機を生んだ原因であります。地球テラの原住民は、つい千年前までは現在の十分の一の数だったわけで、むしろ増えすぎが原住民にとっても良くないのだと言えるのではないでしょうか」

　新しい管理官がそこまで話したとき、モニターに本会議再招集を要よう請せいする、常任理事からの緊きん急きゆう動議を告げるメッセージと共に、会議場の中に声が響ひびいた。

「異議あり！　この新しい管理官人事は欲よく望ぼうの穢けがれに満ちている！」

　この言葉に、本会議場がざわめいた。

　その声の主は、黒いマントを羽織った長身の人間に良く似た種族の男だった。

「ドラクロア星系、ワラキア公ヴラド三世たる私は、常任理事としての緊急発言の権利を行使する！」

　本会議場に常任理事が発動する評議員の招集を意味する電子音と共に、コカトリス議長の言葉が流れた。

『常任理事であるドラクロア星系とダムピール星系の評議員からの緊急動議です。常任理事の権限により、本会議の継けい続ぞく審しん議ぎが行われます。評議員の方は、本会議場にお戻もどりください』

　議長の通告を聞いた通商連合の評議員たちは、お互たがいの顔を見合わせると、怪け訝げんな表情でひそひそとつぶやいた。

「何をするつもりなのでしょう？」

「ドラクロア星系もダムピール星系も、保護機構側の連中ですな」

「安心しろ、やつらが今さら何をやっても採決はひっくり返せない。我々が送り込んだ新しい管理官が上手うまくやってくれるだろう。やつらの悪あがきぶりを拝見しようではないか」

　通商連合の評議員は、余よ裕ゆうの表情を浮かべて立ち上がった。

「今の発言の取り消しを求める！　常任理事とはいえ、公の場における侮ぶ辱じよくは看過することはできない！」

　ヴラド三世と名乗った異星人は、冷ややかな目で通商連合の評議員を見み据すえて言った。

「私は、ここにいる者の言葉を代弁したに過ぎん。紹しよう介かいが遅おくれたようだな……我がドラクロア星系が新たに承しよう認にんした、地球テラという名前の自治星系の代表者だ！」

　ヴラド三世の手招きを見た健吾が進み出ると、本会議場がどよめいた。

「地球人だと？」

「そんな野や蛮ばん人をこんなところに連れて来たのか！」

「そんなことが許されるのか？」

　通商連合の評議員は、付け込む隙すきを見つけたぞ、と言わんばかりの表情でにやりと笑った。

「これはこれは、常任理事とも思えぬ越えつ権けん行こう為いですな。地球テラはサリアント条約によって保護の対象となっている惑わく星せいですぞ。原住民と異星人との接せつ触しよくは厳重に禁止されているはず！　その原住民をこともあろうか、こんなところに連れて来るとは……これはれっきとした犯罪ですぞ！」

　ヴラド三世はひるまなかった。

「貴公は何を聞いていたのかね？　言っただろう？　我がドラクロア星系政府は、地球を自治星系として承認したと！　地球はもはや保護される対象ではない！　我々と同じ銀河文明に属する新しい仲間なのだ！」

「ふざけないで頂きたい！　地球のような後進惑星が、なぜ自治星系になれるというのだ！　原住民は惑星表面の小さな領土を分ぶん割かつし、言語、文化、宗教などの違ちがいでいがみ合っている！　惑星を代表する組織も持っていない！　地球人は子供と同じだ。無知で野蛮で利己的で、狭せまい自分たちの世界だけしか見ようとはしない。そんな連中が自治惑星国家の要件を満たすわけがない！」

「確かに、そちらの言うとおり、地球には惑星全体を代表する政府組織は存在していなかった。だが、今は違う！」

　ヴラド三世はそこで言葉を切ると、自分の横に立っている健吾の肩かたに手を置いた。

「紹介しよう！　彼こそが、初代地球連れん邦ぽう大統領にして地球防衛の総指揮官！　最上健吾だ！」

　健吾の姿を見た通商連合の評議員は、自分の手元にあるモニターのデータベースのようなものを操作して、そこに表示されている映像や記述を確認して、顔を上げた。

「異議あり！　地球には、そのような称しよう号ごうや地位を与あたえる組織は無いはずだ！　そこにいる地球人はニセ者に違いない！　その辺の後進惑星の原始人を連れて来て、地球人に仕立て上げたに違いない！　とんだ茶番だ！」

　ヴラド三世は胸を張って答えた。

「なるほど、貴公が疑うのは無理も無い。人は自分を尺度にして他人を見るのだからな……私がここで名めい誉よにかけて誓ちかったところで、おそらく貴公は納なつ得とくしないだろう。

　真実か虚きよ偽ぎかそれを見み極きわめ、証明するために、私は彼を深層心理解かい析せき判定装置、通つう称しよう『赤せき裸ら々ら一号』に掛かけて真しん偽ぎを判別することを提案する！

　貴公は、よもや深層心理解析判定装置にまで異議を唱えるつもりはあるまいな？」

　通商連合の評議員は、額に冷や汗あせを浮うかべて小さく首を振ふった。

「いや、あの装置の信しん憑ぴよう性せいを争う気は無い。あれは確実に真偽を判定する……いかなる偽ぎ装そうもごまかしも通用しない。その点について疑いを差し挟はさむ気は無い」

　今までの強きよう硬こうな姿勢はどこへやら……である。

　通商連合がおとなしくなったのも無理は無い。ヴラド三世が健吾に使おうとしている深層心理解析判定装置とは、究極のウソ発見器なのだ。

　この装置は、判定する者の記き憶おく、自意識、自我の内部まで徹てつ底てい的に調べ上げ、質問に対し真実のみを答える疑ぎ似じ人格を作り出す。

　人間の意識の中には、様々な感情が渦うず巻まいている。正直にすべてを話したいという意識もあれば、それに対し後先を考えてそれを言わないように制約を掛けようとする意識もある。

　マンガなどで、よく主人公の意識が、『天使』と『悪あく魔ま』、『善玉』と『悪玉』に分かれて葛かつ藤とうするシーンがあるが、この機械は、いわばその『天使』や『善玉』だけの人格を作り出してしまうのである。

　意識の表面で取り繕つくろっている部分を無視して、心の底にある欲よく望ぼうまですべて赤裸々に話してしまうため、社会的な地位のあるものや体面を重要視する文化圏けんの知的生物からは、悪魔の機械として恐おそれられている。

「では、これよりシステムを起動する。正確に機能していることを、皆みなさんのお手元のモニターでご確認願いたい」

　ヴラド三世の言葉が終わるのと同時に、健吾の上からするすると直径一メートルほどの透とう明めいな半球形のドームが降りて来た。

　不安げにそれを見上げる健吾に、後ろに立っていたカミラ先生が小声でささやいた。

「心配イリマセン。全部パパが上手うまくやってくれマスデスネ。健吾クンハ、自分をしっかり保って自然体でいればイイノデス」

「こういう場所で、パパと呼ぶのはやめなさい」

　ヴラド三世はカミラ先生をたしなめた後で、健吾に向き直った。

「とはいえ、娘むすめの言う通りだ。君は何も心配することは無い。この装置がすべてを解析して君の代わりに答えてくれる。君は何もしなくていい。事実は何よりも強いのだ」

「はい、わかりました」

「よろしい、では質問を始めよう」

　その言葉と、本会議場の壁へき面めんに並んだ無数の立体モニターの上に健吾の姿が浮かび上がるのは同時だった。

　立体モニターの上でゆっくりと回る健吾の立体映像に、銀河文明評議会に所属する何千万という星系のそれぞれの文化圏の言語で、解説のテロップが並んで浮かび上がった。

　ヴラド三世は、ゆっくりと質問を始めた。

「では質問を始める。まず、君はエリルセナント銀河の辺境域にある恒こう星せい系の三番惑星、君たちの言葉で『地球』と呼ばれている星から来たのだね？」

　健吾の意識の中にその答えが浮かぶのと同時に、ぴぽっ！　という電子音のチャイムのような音が響ひびき、男性とも女性ともつかない、はっきりとした発音で立体映像の健吾が答えた。

『そのとおりです。僕はその惑わく星せいに生息する、文明レベルβシックス以下の知的生命体です』

　その答えが流れたとたん、本会議場にいた十三万人という異星人の間に「おお！」というような、言葉にならないどよめきが広がった。

「なんと！　あれは、本物の地球人なのか！」

「文明レベルβシックス以下の生命体が銀河文明評議会に姿を見せるとはな……」

「翻ほん訳やくされているとはいえ、こうやって我々の言葉を話す姿は不気味だな」

　その光景を見ていた健吾がぼんやりと考えた。

　──もし地球の国連の総会に、狐きつねやタヌキがやって来て『自分たちを保護してくれ』と訴うつたえたら、きっとこんな風に騒さわがれるんだろうな……。

　ヴラド三世が再び質問した。

「では、次は君の立場について聞こう。地球における君の地位は何かね？」

『僕は、楢山町立上所中学校の防衛委員会の委員長です』

「防衛委員会という組織の目的は何かね？」

『はい、上所中学校の生徒を、悪意あるものから防衛するための組織です』

「その悪意あるものに、異星人は含ふくまれるかね？」

『はい、我々は過去に二度、悪意を持った異星人と戦い、これを撃げき退たいしました』

「その存在が異星人であることは間ま違ちがいないのかね？　というよりも、君たちは異星人の存在を理解しているのかね？」

『はい、我々は異星人や地球外生命体の存在、それもこの銀河文明評議会のような先進種族の方々による組織の存在を知っています』

　そのとき通商連合の評議員が叫さけんだ。

「異議あり！　質問者の質問には恣し意いがある！　異星人の存在を理解している地球人はほとんどいない！　いたとしてもごく少数に限られているはずだ！」

　ヴラド三世は健吾に聞いた。

「今の異議に答えて欲しい。地球人は異星人の存在を理解していない、というのは本当かね？」

『理解、という言葉の定義が難しい質問ですが、地球人は異星人の存在を認めています。異星人が地球人に混じって地球上で生活している缶かんコーヒーのＣＭが流れたり、学校に異星人が転校して来たり、地球人ではなく異星人のヒーローが地球を守るために怪かい獣じゆうと戦うドラマなどが、ごくあたりまえに親しまれています』

　健吾に成り代わって答えた解かい析せき装置の答えは、会議場にいる評議員たちの間に驚おどろきを与あたえたのだろう。あちこちで、ざわめきが沸わき起こった。

「なんだと？　サリアント条約保護惑星では、異星人の存在を秘ひ匿とくすることになっているのではないか？」

「我々の存在を認にん識しきしているとすれば、それは保護の要件を満たしていない！」

「保護官を置く理由が無いではないか！」

「通商連合が申し立てていたのと、ずいぶん違ちがうぞ！」

　評議員たちの声を聞いたヴラド三世は、通商連合の評議員を見み据すえて言った。

「地球人が異星人に持つ印象は、長い間『異星からの侵しん略りやく者』というものだった。保護機構の職員は長い時間をかけ、様々なコンテンツを用いて地球人の異星人に対する印象を、侵略者からよき隣りん人じんへと切り替かえてきた。その工作が今、やっと実を結ぼうとしているのだ！」

　ヴラド三世はそこで言葉を切ると、本会議場の中に居並ぶ評議員に視線を移した。

「諸君らは地球人を野や蛮ばんな非文明種族だと思い込み、通商連合の申し立てる一方的な主張に賛同した！　だが、ここにいる地球人を見ればわかるとおり、地球人は野生生物ではない！　文化、文明とは何なのかそれを理解し、より高みを目指すことを選せん択たくした知的生命体なのだ！　我々が為なすべきことは、彼らを搾さく取しゆすることではない！　我々の仲間として迎むかえ入れることなのだ！

　我々ドラクロア星系種族は、地球を自治惑星として昇しよう格かくさせることを提言する！　もし自治惑星が認められたならば、我々が地球人の後見種族となることもやぶさかではない！」

　評議員の間から、ヴラド三世のスピーチに対し賛同を示すサインがいくつも送られてくるのを見た通商連合の評議員は、小声で同じブースにいる部下に指示を下した。

「至急、最高委員会に報告して指示を仰あおげ！　このままだと地球を資源化するのは困難だ！」

「し、しかし、一度行われた採決は、覆くつがえすことができないのでは？」

「あの採決は、地球を含む文明レベルβシックス以下の惑星管理官の首を挿すげ替えるというものだ！　管理官の権限があれば、保護活動の名目で地球を資源化できる。だが、もし、このままなし崩くずしに地球が自治惑星になれば、地球のレベルはβシックスではなくβファイブとなる！　もはや保護惑星ではない！　管理官の首をすげ替えた意味が無くなるではないか！　やつらは管理官人事で採決に負けた代わりに、管理官の手が出せないところに地球を置くという作戦に出たのだ！」

「わ、わかりました！」

　あたふたする通商連合とは裏腹に、健吾たちのいるドラクロア星系のブースは、余よ裕ゆうが満ち溢あふれていた。

「地球を自治惑星として承認することに対する賛同の意見が、全体の三分の一を超こえました。消極的賛成意見を見込めば過半数はいくでしょう」

「通商連合の評議員が、苦虫を嚙かみ潰つぶしている映像が目に浮うかぶようですな」

　スタッフの言葉を聞いたヴラド三世は、小さく首を振ふった。

「いや、通商連合の連中は執しゆう念ねん深い。地球を資源惑星として収しゆう奪だつするという方針は、おそらく彼らの業務目標だ。通商連合はその名のとおり、いくつもの企き業ぎよう体たいの集合体で意思決定に時間が掛かかる。一度決めた決定を変へん更こうするには膨ぼう大だいな労力を必要とする。計画の前に立ちふさがる障害を乗り越こえた方が労力が少ないと判断すれば、方針は変えないだろう」

「では、あくまでも地球を資源化する方針で進むと？」

「ああ、そうだ、その方針は変えない。しかし、やり方を変えてくるだろう……」

　このヴラド三世の言葉は的中した。

　通商連合本国の最高委員会から指示を受けた評議員は発言を始めた。

「先ほどのドラクロア星系、ヴラド三世殿どのの御ご意見に、我々も賛同いたします。しかし、一つだけ解決されていない問題があります。

　そうです、思念臨界反応についてです！

　銀河系の半分を消し飛ばすことのできるほどの能力を持った個体が存在し続けるという恐きよう怖ふは、何一つ解決していないのです！

　地球を自治惑わく星せいとして認める条件として、我々は思念臨界反応を持つ個体……サヤカとか言いましたな……この者の消去を求めます！」

　本会議場がざわめいた。

　あちこちから賛同の声が聞こえる。

「ふむ、妥だ当とうな要求ですな」

「地球を承認するのと、思念臨界反応の危険性は別問題ですからな……」

「自治惑星になったとしても、それがそのまま思念臨界反応をコントロールできる理由にはなりませんからな……」

　自分の発言に賛同が集まるのを見て、通商連合の評議員は、にやりと笑った。

　──思念臨界反応さえ無ければ、自治惑星だろうがなんだろうがどうにでもなる。首脳部を抱だき込んで、我々が再開発を受注すればいい。

　無む駄だな人口を制せい御ぎよし、実に暮らしやすい、快適な惑星に我々が作り変えてやろう。

　地球人みずからがそれを望んだ、という形にしてしまえばどこからも文句は出ない。

　通商連合の発言と、それに対する賛同意見を聞いていたヴラド三世は、仕方が無いという顔で健吾に言った。

「この条件を吞のむしか無いようだね。地球全人類の未来を守るためには、これ以外に方法は無い」

　だが、健吾は混乱していた。

「ちょっと待ってください！　なんで……なんで、細香を消すとかそんな話になっているんですか！」

　健吾は、ヴラド三世の後ろで、泣きそうな顔になっているカミラ先生に向き直った。

「カミラ先生！　おかしいじゃないですか！　カミラ先生は僕に、細香を守ることができるのは、僕だけだって言いましたよね？　だから僕は来たんです、ここまで！

　なのに、今になってから細香を消す、地球を守るためには仕方ないんだ、なんて……なんでそんなことを言うんですか！」

　カミラ先生は顔を上げて、何かを言おうとした。だが、ヴラド三世が右手でそれをさえぎった。

「最上健吾くん。君の言うとおりだ。確かに我々は、サヤカくんも、地球も、両方とも守るつもりでいた。だが、この賛同意見を見てのとおり、それは不可能なこととなった。

　我々がするべきことは、すべてを失うことではない。最大限の利益を得ることだ。

　確かにサヤカくんは君にとっては大切な人かもしれない。しかし、君には責任がある。君は地球防衛の責任者だ。君はそう思っていなくても、そういうことになってしまった。

　そして事実、君の意志に地球の全人類の未来が掛かっている。君は名実共に、地球の全権大使なのだ！

　ならば君がするべきこととはなんだ？　地球を守ることだ。違ちがうかね？」

　健吾は下を向いた。

「──そう、かもしれません。きっと……それが正しいのでしょう……でも！」

　健吾がそこまで言ったとき。

　ぴぽっ！　という間ま抜ぬけな音と共に、評議会のなかに『赤せき裸ら々ら一号』の声が響ひびいた。

『ふざけるな！　何が、細香を消せば地球の自治を認めるだ！　そんなもの欲しくない！　細香こそが宇宙のすべてだ！　細香がいない地球に価値なんかあるもんか！』

「健吾クン！　あなた！　なんてことを！」

　カミラ先生が、あわてて健吾の上にかぶさっている『赤裸々一号』のスイッチを切ろうとしたが遅おそかった。

　通商連合の評議員が、すかさず質問を開始した。

「待ちたまえ、これは重要な問題だ！　我々は地球人の本当の意図を知りたい！　思念臨界反応を手に入れた彼らが何を考えているのか、地球人は本当に我々銀河文明評議会に加わる資格があるかどうか、それをだ！　『赤裸々一号』は、そのまま作動させておくことを要求する！」

　コカトリス議長が、仕方がない、という表情でうなずいた。

「要求を認めます。『赤裸々一号』の作動状態を維い持じして下さい」

　健吾の後ろに立っていたカミラ先生が、親指の爪つめを嚙かみながら小声でつぶやいた。

「失敗したワ……評議員の心証が良くなった時点で、スグに装置のスイッチを切っておくべきだったノヨ……」

「過ぎてしまったことを悔くいても始まらん。それよりも……だ」

　ヴラド三世は、健吾の顔を見つめて言葉を続けた。

「地球の命運は、君の言葉にゆだねられた……ということだ。ここから先、我々はサポートできない。君は君の言葉と意志を述べて、地球とサヤカくんを守るしかない」

「わかりました」

　健吾は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、通商連合の評議員に向き直った。

　通商連合の直接質問が始まった。

「思念臨界反応を持ったサヤカという人物を消去することを君が否定する目的は何かね？　君たちのような後進惑わく星せいが、評議会から承しよう認にんされることはめったに無い。それを、思念臨界反応を持った者一人を処分するだけで、成し遂とげる事ができるのだぞ？」

　本会議場の中の立体スクリーンに浮うかび上がった健吾の本心と呼べる疑ぎ似じ人格は、通商連合の評議員を真っ直すぐに見返して答えた。

『もし我々人類が、あなた方先進種族に承認されるとしたら、それは何かの成果によって為なされるべきだ！　誰だれかの犠ぎ牲せいによって承認されるべきではない！

　彼女は、確かに銀河系の半分を消せるほどの『能力』を持っている。しかし、その『能力』は彼女が望んだわけではない！

　己おのれの征せい服ふく欲よくのためでも、地球人類の覇は権けんを唱えるわけでもない！　たまたま、偶ぐう然ぜんに、本人の意思とは無関係に彼女に宿ったのだ！

　彼女は……細香には、何の落ち度も責任もない！　逆だ！　彼女は被ひ害がい者しやなのだ！

　何の落ち度も責任もない女の子を犠牲にし、それと引き換かえに地球が認められる。そんなのは間ま違ちがっている！』

　通商連合の評議員は鼻で笑った。

「ふん、まるで子供の理り屈くつだな。国家の運営というのは、そんな感傷で左右されるべきではない。常に利害を考え、先を見み据すえて判断するものだ！」

　健吾の本心はひるまなかった。

『確かに、国家運営というのは利害を無視しては成り立たないし、常に先を見据えて行うものかもしれない。しかしそれは、打算と営利を正当化しても構わない、という意味じゃない！　国家を運営する者、人の上に立つ者に求められるのは矜きよう持じと誇ほこりだ！　利益のために平然と信義を切り捨てる、利益のみを追い求める飢うえた野の良ら犬いぬのような国家と国民は、誰からも敬意を得られないだろう！

　地球人類が銀河文明の先達たちの仲間に迎むかえられるのならば、我々は敬意と信義の名の下もとに迎えられたい！　軽けい蔑べつと冷れい笑しようと共に迎えられたくはない！』

「ふん、志は立派だ、それに言葉だけならなんとでも言えるだろう。だが、思念臨界反応が危険な存在であることに変わりはない。銀河系の半分を消し去る可能性を見過ごすわけにはいかん！　それは血に飢えた獣けものを人々の中に解き放つのと同じことだ！　災さい厄やくを呼ぶ可能性がある要素は取り除くのが当然だ！」

『あなたは二言目には、思念臨界反応の危険性を訴うつたえている。だが、細香が思念臨界反応を身に付けてから今まで、その能力を使って他ほかの惑星に及およぶほどの災厄をもたらしたことは、ただの一度も無い！　彼女は能力をコントロールすることを覚え始めている。どのような強大なエネルギーも、適切に管理運用されている限り、それを恐おそれる理由は無い！

　もし、災厄をもたらす可能性をもって、それを消しよう滅めつさせる理由になると言うのなら、生まれてきた赤子は、犯罪者になる可能性をもって牢ろう獄ごくに繫つながねばならなくなる！　そんな馬ば鹿かな話は無い！

　僕は、彼女を犠牲にして地球を救うつもりはない！

　彼女のいない地球に意味なんて無い！　僕は彼女を守る！　地球なんてものは、彼女を守るついでに守ればいい！　その程度のものでしかない！

　僕の言っていることは、馬鹿げていて、子供じみていて、無責任で、感情だけの言葉だろう。大人なら、あなたの言うことに、そのとおりです、と頭を下げて、彼女一人の犠牲で地球が守られたことで自分を慰なぐさめ、自分を納なつ得とくさせようとするだろう。

　だが、僕はそんなのは嫌いやだ！

　僕は認めない！　細香と地球。そのどっちも救う方法があるはずだ！

　今、その方法を聞かれても、僕にはわからない。でも、それを知っている人がいるはずだ！　僕はまだ、ありとあらゆる人に聞いていない！　ありとあらゆる方法を試ためしてもいない！　なのに、なぜそんなに簡単にあきらめて、受け入れなきゃならないんだ！

　簡単にあきらめて、受け入れることが大人になる方法だと言うのなら、僕はこう答える。

　そんな方法は豚ぶたに食われてしまえ、と！』

　健吾は天を仰あおいだ。

　──うわあああ、やってしもうた。

[image: ]

　全宇宙の知的生命体の前で、愛の告白かよ……どんな羞しゆう恥ちプレイだ。

　でも、これはウソ偽いつわりの無い僕の本心だ。

　大人になったつもりで、僕の奥深くに封ふうじ込めた僕の、もう一つの人格……中二病。

　とっくに忘れたつもりだった。もう二度と姿を見せることは無いと思っていた。分別を身につけ、感情よりも理性で物事を判断し、今よりも将来を見据えて行動する。それが大人になることだと信じて……でも、僕の心の中には中二病の人格が、しっかり生き残っていたんだ。

　今の僕にとっては、聞いているだけでも背中がむず痒がゆくなるような青あお臭くさい言葉の羅ら列れつを、もう一人の僕が正々堂々と胸を張って答えている。

　開き直っているんだろうか……いや、違ちがう。これは開き直りなんかじゃない。その証しよう拠こに、今僕はすごく、すがすがしい気分だ。

　本音って……悪いだけのものじゃないよな。

　自分だけが助かりたいとか、自分だけが良い目を見たいとか、自分だけ褒ほめられたいとか、それも本音だけど、そうじゃない本音だってあるんだ。

　健吾の本音の言葉を、健吾と同じように感じた評議員も多かったのだろう。健吾の発言に対し、賛同を表明する評議員が少なからず存在した。

　中には堂々と『感動した！』というメッセージを送ってくる種族もあった。

　だが議会の流れは、通商連合の主張する、思念臨界反応の危険性を憂ゆう慮りよする方向に流れつつあった。

「地球人の本心は、理性的でも合理的でも無い！　きわめて個人的な価値観で動く愚おろかな生き物であることを示している！　このような情動に流される生き物に思念臨界反応を与あたえておくことは、銀河全体の不安定要素を放置することとなる！

　問題は、もはや地球という惑わく星せい上の問題では無いのだ！　この影えい響きようが他に波は及きゆうする前に、速すみやかに思念臨界反応を持つ地球人を分解し、問題を根本から解決すべきだ！」

　通商連合のスピーチが終わり、コカトリス議長が採決に移ろうとした……そのとき。

『ぴんぽーん！』

　会議場に、玄げん関かんのチャイムのような、どこかのんびりとした音が響ひびいた。

　その音を聞いた、カミラ先生とヴラド三世は驚おどろいたように顔を上げた。

「あの音は！」

「始祖種族の発言要求だ！」

　驚いたのはヴラド三世たちだけではなかった。会議場にいるすべての評議員の間から、驚きの声の入り混じった、さわ、さわ、さわ、というざわめきが広がった。

　──いったい何があったんだ？　始祖種族って……何のことだろう？

　怪け訝げんな顔をする健吾を見て、カミラ先生が小声で言った。

「始祖種族というのは、五億年前にこの銀河文明評議会を最初に作った十二の星系の種族のコトよ。そのうち七つはもう滅めつ亡ぼうしてしまっているケド、まだ五種族残っていて、この五種族は、いつ、いかなる時でもこの会議場で発言できる権利を持ってイルノ」

　手元にあるモニターに目を落としたヴラド三世が、ほう、と小さくため息をついた。

「これは驚いた……発言を求めたのは……ギーク星系人だ」

「ギーク星系人って……あの、ずっと自分たちの星から出てこなかった……」

「そうだ。大昔に、この宇宙の三分の一を支配下に置いた、いにしえの覇は権けん種族だ」

　会議場にコカトリス議長の声が響いた。

『始祖種族からの発言権が行使されました。銀河文明評議会規則の特例十三条十二項こうの規定に基もとづき、始祖種族であるギーク星系人の発言を認めます』

　評議会に参加している知的生命体の評議員たちは、かつてこの銀河系を支配した強大な覇権種族の末まつ裔えいが何を言うのだろう？　という興味のために沈ちん黙もくし、メインモニターを見上げた。

　そこに浮うかびあがったのは、どう見ても普ふ段だん着ぎ、いや部屋着にしか見えない、灰色の……地球のスウェット上下に良く似た、だらんとした服を着たもっさりとした生物だった。ギーク星系人は、ぼそぼそとした覇は気きのない声で話し始めた。

『えーと、ずっと話を聞いていたんですけどね……ありますよ……思念臨界反応を封じ込めることなら、できます』

　会議場は一気にざわめいた。

「なんだと？　本当か？」

「銀河系の島宇宙の半分を消し去るほどのエネルギーを封じ込めるだと？」

「そんなことができるのか？」

　ギーク星系人は、ぼそぼそとした口調のまま言葉を続けた。

『問題は、思念臨界反応が他ほかの星系に影響を及およぼすから、これをなんとかしろってことですよね？　他に迷めい惑わくかけなければ別にそのままでも構わないってことですね。要するに。そういうことなら……えっと、できます。

　若い頃ころは私らもムチャなことしたもんで……その反省の意味を込めて、その技術は開発済みです。やれと言われれば、明日にでもその思念臨界反応をシールドできます……このシールドは思念臨界反応のエネルギーだけを遮しや断だんします。宇宙船とか、電磁波とか光とか、そういうのはスルーします』

　コカトリス議長は、驚いたように目を見開いた後で、聞いた。

『それができるということを、なぜ今まで教えて下さらなかったのですか？』

『え？　あ、ああ……誰だれにも聞かれませんでしたから』

　ギーク星系人は、さらりと答えると、顔を上げた。

『というわけで……えっと……地球……でしたっけ？　その星系の思念臨界反応を力場でシールドできるってことを伝えたんで……これで、他の星域の誰にも迷惑かかりません』

　ギーク星系人は、言いたいことだけを言って、発言を終えた。




　結局。

　地球の自治惑わく星せい承しよう認にんは継けい続ぞく審しん議ぎとなり、細香の消去も、ギーク星系人のシールドの効果を確認するまで継続審議とすることで決着した。

　それは事実上、地球に関するすべての決定事じ項こうの先送りだった。

　思念臨界反応さえなければ、誰も地球など見向きもしない。そんな辺境のちっぽけな後進惑星に用は無かったのだ。




　控ひかえ室しつに戻もどってきた健吾は、肩かたの力を抜ぬいて、大きくため息をついた。

「やれやれ、ひと安心だ。これで、地球と細香は危機から逃のがれることができたわけですね」

　だが、カミラ先生とヴラド三世の表情は険しいままだった。

「通商連合が地球をあきらめたわけではありマセン。逆に侵しん略りやくしやすくなった、と言えるでショウ」

「え？　だって……」

「忘れたのかね？　地球の管理官人事はそのままだ。もし地球が自治惑星として承認されていれば、我々ドラクロア星系は君たちと軍事同盟を結べた。そうすれば、通商連合も手は出せない。だが、自治惑星として承認する審議は先送りとなった。

　地球は保護機構の管理下に置かれたままだ。サヤカくんの思念臨界反応が他の星域に影えい響きようを及ぼさない、ということがわかった以上、もはや通商連合は何の遠えん慮りよも要いらない。新しい管理官が通商連合の惑星開発を承認するのは確実だ。通商連合の地球侵略は、確定的になったのだ。

　我々は出来る限りの援えん助じよをする用意がある。だが、それはあくまでも星系国家としてではなく、個人の意思としての援助にとどめるしかない……」

　そしてヴラド三世は、健吾を見み据すえてゆっくりと言った。

「君たちは、君たち自身の手で地球を守るしかない……そう、君は今や本物の地球防衛の総責任者になったのだ」

　カミラ先生は健吾を見て、済まなそうに頭を下げた。

「せっかく遠路はるばるこんな所マデ来てもらったのに……ゴメンナサイ」

　健吾はあわてて顔の前で手のひらを振ふって見せた。

「あ、いえ！　とんでもありません！　カミラ先生は、精いっぱいのことをしてくれたんだと思います……こういうことになってしまった理由は、カミラ先生じゃなくて、僕にあるんです……僕の本音に……」

「そうデスね。あれはあなたの本音デスネ。でも、あなたの本音は、決して恥はずかしいものではアリマセン。誰かを守りたいと心の底から思っている本音は、敬意の対象なのデスヨ」

　カミラ先生はそう言うと、ポケットからソロバンを取り出して、それを控室の机の角に押し当てて体重をかけた。めりっ……という音と共に、ソロバンがゆがみ、軸じくが外れてソロバンの玉がぽろぽろと落ちる。

　いきなり何を始めたのか……と呆ぼう然ぜんとする健吾を見て、カミラ先生はにっこり笑ってウィンクした。

「コレは、地球に戻った時のイイワケ用の小道具デス。しっかり口裏合わせて下さいネ」

「はあ……」

　健吾が、ぽかんと半分口をあけてあいまいにうなずいたとき、控室のメインテーブルに来客を知らせるメッセージが浮うかび上がった。

「お客サンデスネ……誰でショウ？」

　怪け訝げんな顔でモニターを見たカミラ先生は、思わず声を上げた。

「あなたは！」

　モニターに映っていたのは、間ま違ちがいなく、さっき思念臨界反応をシールドできる、と発言した、実にさえないもっさりとした外見の宇宙人……ギーク星系人だった。

　モニターの中のギーク星系人は、カミラ先生と視線を合わせないまま答えた。

『どうも、リモコン……渡わたすの忘れちゃって……すんません』

　カミラ先生は、あわてて控室の入り口に向かった。

「申し訳アリマセン！　ご連れん絡らくいただければコチラから伺うかがいましたのに」

　ドアを開けたカミラ先生が頭を下げながらそう言うと、ギーク星系人は困ったような顔で手に持っていた小さな箱のようなものを差し出した。

「これ……思念臨界反応のシールドのリモコンです……未開人にもわかるように、絵で説明してあります。アンテナをサヤカという子に向けてボタンを押せば、思念臨界反応をシールドします……じゃ。これで……」

「え？　あ、はい……」

　ギーク星系人はカミラ先生にリモコンを渡すと、さっさと帰って行った。

　健吾はカミラ先生の手の中にあるリモコンを見た。

　それは両手で持てるほどの四角い小さな箱で、上に二つの突とつ起き、そして正面に三つのボタンがついていた。

　ボタンの横には左から『人のマーク』『塗ぬりつぶされた丸いマーク』『三重の線で描えがかれた丸の中心に、太陽らしいマーク』がついていた。

「このマークは何を意味しているんだろう……というか……ずいぶん簡単な構造ですね」

「テクノロジーが進めば進むほど、それは単純になっていくものナノデスヨ。とにかくこれがあれば、細香ちゃんの思念臨界反応は抑おさえることができます。彼女を分解する理由は無くなりマスネ」

「そうか……良かった……でも、それは通商連合にとっては思うツボなんですよね。細香のケタ外れのパワーが失われれば、地球侵しん略りやくは簡単になる……」

「ええ。でも、今は一刻も早く細香ちゃんのパワーをシールドで封ふうじこめることが先デスネ。地球は安全だというアピールをして、通商連合が言っている『地球は危険だから排はい除じよすべき』という主張に意味が無いことを広く知らせる必要がありますデスネ。さあ戻もどりますヨ健吾クン！」

　一万二千三百光年の距きよ離りを飛び越こえて、健吾とカミラ先生が地球のディメンションバブルの中に戻ってきたとき、バブルの外側にある健吾のクラスでは、驚おどろくクラスメイトたちと担任の先生、そして初恵が目を見開いて、何かを言いかけた形のまま固まっていた。

　カミラ先生と健吾の周りには、リトルグレイたちが、わらわらと集まって来た。

　手に持った小さな端たん末まつに浮かび上がっているカミラ先生と健吾の立体映像を見ながら、髪かみの毛をセットし直したり、健吾の制服の皺しわを伸のばしたりしはじめた。

「これ……何をやっているんですか？」

「時間の流れを元に戻したとき、着ている服が違ったり、持っているものが違ったら、ヘンですからね。ちゃんと記録して、ディメンションバブルを広げて外の時間の流れと切り離はなされた瞬しゆん間かんと同じ格好にしなくちゃいけないのデスヨ」

「なんだか、映画撮さつ影えいみたいですね」

「ええ、似たようなモノデス」

　カミラ先生がそう答えたとき、すべての準備が整ったのだろう、メイク用の道具を広げていたリトルグレイたちが一いつ斉せいに撤てつ収しゆうし始めた。

「準備はイイですか？　あと三十秒でバブルが消えて、私たちは通常の時間の流れに戻りマス」




　そして、緑色が掛かかった周囲の景色が消えるのと同時に、凍こおり付いていたクラスメイトたちが一斉に動き出した。

　最初に耳に飛び込んできたのは初恵の叫さけび声だった

「……んてことを！」

「なんてこと？　大事なことデスヨ！」

　カミラ先生はまるで今までここにいたかのように自然に言い返すと、スーツの内ポケットから壊こわれたソロバンを取り出した。

「これを壊してしまいマシタ！　明日の昇しよう級きゆう試験に間に合いマセン！　健吾クン、一いつ緒しよに来てなんとかしてクダサイ！」

「ソ、ソロバンですってぇ？」

「エエ、ソウデス。私ハ故郷に帰って、ソロバン塾じゆくを開くのが夢デス。そのためには、最低でも一級を取らねばナリマセン！」

　初恵は再びわめいた。

「そんなことは放課後だっていいじゃありませんか！　なんで朝のホームルームの最中に飛び込んでくるんですか！　非常識にもほどがあります！」

「へ？」

　カミラ先生は、きょとんとした顔で聞いた。

「これは、朝のホームルームなんデスか？　帰りのホームルームじゃなくて？」

「時計を見てください！」

　初恵の指差した、黒板の上に掛かっている丸い時計を見たカミラ先生は、ぽん、と手を打った。

「あらまあ、ホントデスネー、どうやら時差ボケだったみたいですネ！　こりゃまた失礼イタシマシター」

　あっけらかんと笑いながら、担任の先生に頭を下げて出て行ったカミラ先生を見て、初恵が呆あきれたようにつぶやいた。

「まったくもう、人ひと騒さわがせというかなんというか……」

　がやがやと騒ぐクラスメイトを見回して担任の先生が言った。

「あー、静かに……なにやらわけのわからん邪じや魔まが入ったが、ホームルームを続けるぞ！」

　あらためて前に向きなおりながら健吾は思った。

　──日本人は、外国の人が少々とんちんかんなことをやっても『仕方ない』と許しちゃう部分があるよなあ。

　異星人が日本に一いつ杯ぱいいる理由はこういう部分にもあるのかもしれない……。




　午前中で授業が終わった後、カミラ先生に呼ばれた健吾と細香は保健室のゲートを使い、保護機構の本部にある分ぶん析せき室に来ていた。

　無数のセンサーと、そのセンサーの数値を表示するモニターに囲まれた分析室の中では、カミラ先生がギーク星系人から受け取ったリモコンを持って立っていた。

「これが、ギーク星系人からもらった、細香ちゃんの思念臨界反応をシールドするリモコンですネ。ちょっと調べてみましたが、ギーク星系人のテクノロジーは、我々の理解を超こえてました。どんな風に作用するのか、どんな理り屈くつでシールドするのか、さっぱりワカリマセン」

「ホントに使えるんですか？」

「やってみなければワカリマセン。デモ、あの種族はウソをつかないと思いマス。ウソをつく理由が無いからデス」

　カミラ先生はそう言うと、リモコンのアンテナらしい突とつ起きを細香に向けた。

「コレデ、この人間のマークのついているボタンを押せば、おそらくシールド完かん了りようです。簡単すぎて信じられませんケドネ」

　カミラ先生はそう言うと、リモコンのボタンを押した。

『ぴーひょろろろろろーぴー』

　リモコンから、春の空を飛ぶトンビの鳴き声のような、実に気の抜ぬけた音が聞こえた……と、思った次の瞬間。

　分析室の中にあるモニターが、一斉に消えた。

　いや、消えたのではない。今まで尖とがったギザギザのグラフを表示していたモニターは一本の線となり、伸びたり縮んだりしていた棒グラフのモニターはすべて下の方に固まってしまっていた。

　流れるように表示されていたセンサーのデータは、すべてゼロ表示になっている。データが検出できなくなったので消えたように見えたのだ。

　カミラ先生は満足そうに言った。

「シールドは成功デス。細香ちゃんの身体からだから発していた思念臨界反応が、完全に消えまシタ。コチラのいかなる分析にも異常は見られまセンネ。細香ちゃんは正しよう真しん正しよう銘めい、フツーの地球人の女の子です。元に戻もどったのデス」

「本当ですか！」

　目を見開いた細香に、カミラ先生はにっこり笑ってうなずいた。

「本当よ。ウソだと思ったら、何か『能力』を使ってゴランナサイ。ダークネス・ソニックでもナンでも」

　細香は、ちらっと健吾を見た。

　健吾は笑ってうなずいた。

「承しよう認にんするよ、大だい丈じよう夫ぶ。やってごらん」

　細香は、こくん、とうなずくと数歩前に出て、壁かべに向かって両手を振ふり上げて叫さけんだ。

「だーくねすぅうううう、そにっくぅ！」

「……」

　出なかった。

　手の先から何も飛びだすことはなかった。

　細香は、信じられないものでも見るように自分の指先を見た後で、顔を上げて健吾を見た。

「センパイ……出ません……何も出ません！」

「良かったね、細香。もうこれで大丈夫。君はもう普ふ通つうの女の子だ」

「戻れた……普通の女の子に戻れたんですね……私……」

　細香の目から、ぽろぽろと涙なみだがこぼれ落ちた。

「もう、これで寝ね返がえり打つたびにユーラシア大陸を破は壊かいしたり、くしゃみのはずみで山を一個ふきとばすんじゃないかって、どきどきしながら生活しなくてもいいんですね！

　カミラ先生から、心配しなくてもいいって言われていたけど、私、ずっと不安だったんです！」

　その泣き顔を見て、健吾は、はっとした。

　──そうか、そうだよな。

　僕やカミラ先生の前では一いつ生しよう懸けん命めい元気そうなところを見せていたけど、本当は不安だったに違ちがいない。

　カミラ先生は、泣いている細香に近づくと、その頭を優やさしくなでた。

「心配かけマシタネ。でも、もう大丈夫。これで、もとどおりデスネ」







[image: 第五章　業務命令は地球侵略]




　午前中で授業が終わった上所中学校の教室では、防衛委員と教頭と、生徒指導担当の教務主任の先生、そして大おお淀よど警部補が出席した、夏休み前の定例防衛委員会が開かれていた。

　夏休み中の色々な注意事じ項こうが生徒指導の先生から伝えられた後で、教頭先生が立ちあがった。

「えーと、いよいよ明日で今学期が終わり、明後日あさつてから夏休みが始まるわけだが、夏休み中における生徒への注意事項として、上所地区の生活安全情報……いわゆる不ふ審しん者とか交通事故の発生状じよう況きようなどについて、上所温泉駐ちゆう在ざい所しよの大淀さんからお話がある。各委員は、大淀さんの話を良く聞いて、明日自分のクラスのホームルームの時間に生徒たちに伝えるように。

　あー。それと、急ぎで悪いが委員長の最上は、今日の大淀さんの話を取りまとめたプリントを作って、私のところに持ってきてくれ。今日中に印刷して、明日には全校生徒に配りたい」

「はい、わかりました！」

　健吾はそう言うと、斜ななめ前に座っている細香をちらっと見た。

　細香はメガネの奥のくりくりした目を見開いて、机の上にノートを開き、一言一句を聞き逃のがすまい！　という顔で大淀警部補を見ていた。

　──細香は、いつも一生懸命だ。

　泣きごと一つ言ったことは無い。あの小さな身体と細い手足でがんばっている。

　──僕は、間ま違ちがっちゃいない。

　教頭先生が大淀警部補に小さく頭を下げると、大淀警部補はうなずいて立ち上がった。

「えー、では、これより上所地区の地域安全情報についてお話しします……」

　大淀警部補は、上所温泉周辺で出しゆつ没ぼつする不審者の情報や、交通事故の発生箇か所しよなどについて具体的な地名と数字を挙げて説明した後で、防衛委員たちを見回してこう言い切った。

「……このような危険に対し、君たちにもできることがある！」

　その瞬しゆん間かん。

『みょん！』

　と言う音とともに、教室全体が緑色がかった色に変色した。

「ディメンションバブル？」

　名取の声を聞いた防衛委員たちが、あわてて周りを見回した。

　教頭と生徒指導の教務主任の二人の先生は、時間が止まったように動かない。

　窓から外を見た青あお葉ばが、面おも白しろそうに叫さけんだ。

「ホントだ！　野球部の連中も固まってる！　ボールも浮うかんだまま止まってる！」

「なんで？　何かあったの？」

　摩ま耶やが不安そうにそう言ったとき。

　ディメンションバブルの一部がにゅうっと開いて、驚おどろく委員たちの前にカミラ先生が姿を現した。

「カミラ先生！」

　健吾と大淀警部補が全く驚いた素そ振ぶりを見せていないことに気がついた名取は、目を輝かがやかせた。

「何か事件が起きたんですね！　何ですか？　異星人の地球侵略ですか？」

「そのとおりだ」

「やった！　当たった！……って、それマジですか？」

　名取はガッツポーズを作った後で、目を見開いた。

「マジもマジ、大マジでスネ。通商連合の地球侵略は、ほぼ避さけられないことにナリマシタ」

「地球侵略って……」

「ＳＦ映画とか、アニメに出て来るあれですか！」

「ある日、突とつ然ぜん巨きよ大だいな宇宙船が空から降りて来るんですか！」

　驚いた防衛委員たちが口々に質問するのを聞いたカミラ先生は、両手を小さく上げて、抑おさえるように手のひらを向けて振ふった。

「まあまあ落ち着いて。そんなに一度に答えられマセン。とりあえず、どういうことが起こったのか、そのいきさつと、健吾クンの活かつ躍やくについて皆みなさんにご説明シマスデスヨ。では、全員まとめて転移っ！」

　カミラ先生の声が聞こえた、と思った次の瞬間。

　教室にいたはずの防衛委員たちは、そのままの格好で保護機構の会議室の椅い子すに座っていた。

「うわっ！」

「ひゃわ！」

「おわっ！」

　驚く委員たちを見て、カミラ先生は笑った。

「あれだけ何度も体験していても、みんな驚きマスネ。その驚いた顔、先生は好きデスネ。サプライズは人生を楽しくしますデスネ。

　さて、ではこれより、皆さんの脳内に、視神経から脳の記き憶おく部分にダイレクトに知識と情報を送り込みマスデスヨ。このクリスタルに注目してクダサイ」

　カミラ先生はそう言うと、胸ポケットからボールペンほどのサイズの小さな棒状のものを取り出して、みんなに見せた。

　その棒の先せん端たんには、透とう明めいなクリスタルのようなものがついていて、小さくキラキラと輝きながらゆっくり回っている。

　そのクリスタルに視線を合わせるのと同時に、健吾の意識の中に評議会での出来事が流れ込んできた。

　記憶の中の出来事を再体験するように情景が流れていく。

　通商連合が細香の存在を理由に地球に狙ねらいをつけたこと。保護機構の人事を変えたこと……カミラ先生の父親が地球を自治惑わく星せいとして承しよう認にんしようとしたこと……細香を消去することが決まりそうになったこと、それに健吾の本心が異議を申し立てたこと。

　そこまで情報が流れ込んだとき。

「ひゃうっ！」

　細香が息を吸いこむような悲鳴じみた声を上げた。

　みんなの視線が集まったのに気付いて、細香は真っ赤な顔になって下を向いた。

「あ、ごめんなさい……驚いてしまって……」

　カミラ先生はニヤニヤ笑いながら答えた。

「それは驚いて当然デス。全宇宙の知的生命体が注目するなかで、堂々と愛の告白をされたも同然デスから。でも、君が大切だ！　地球も君も守りぬいて見せる！　なんて言われたら、女の子冥みよう利りに尽つきますデスネ」

　その言葉に防衛委員の女子一同がうんうんと頷うなずく。

「さすがにアレは、グッと来ちゃうよね」

「そうやねえ、女子の夢やねえ」

「一度で良いから言われてみたいです」

「二度言われたらちょっとウソっぽいかなあ」

　そんな女子一同の視線を受けて、細香は今にも泣きそうな表情でつぶやいた。

「いえ、そうじゃないんです！　あ、それもあるけど、あるんですけど！」

「やっぱりあるんだ！」

「恋れん愛あい成じよう就じゆ、おめでと」

「やー、可愛かわいらしいカップルの誕生やなあ」

「式は教会？　それとも神社？」

　一気に盛り上がる女子一同。細香はしばし口をぱくぱくさせていたが、やがて、

「でも……そんなことより、私のために……地球が危なくなるなんて……」

　と俯うつむいてしまった。

　それを見た健吾は、首を振った。

「いいや、違ちがうんだ。勘かん違ちがいするな！　君のせいで地球が危なくなったんじゃない！　もう一度、思い返してみるんだ！

　通商連合は、最初から地球の資源化を狙っていた。そして君が思念臨界反応を手に入れたことを知ると、それを理由に地球の保護を解除するように迫せまったんだ。

　まず、君を消して無力化することを考えた。君を消してしまえば、もはや地球に反はん抗こうできる手段は無い。

　君を犠ぎ牲せいにすれば、地球は自治惑星として承認されたかもしれない。でも、僕はそれだけは許せなかった。

　なぜ、それが許せなかったのか……その理由は、たった今カミラ先生のクリスタルで君が見たとおりだ」

　健吾はそこで言葉を切ると、一回大きく息を吸った。

　──何を迷っているんだ。カミラ先生のクリスタルで、お前の本心をみんなが知ったんだぞ！　あのクリスタルは映像と共にすべての情報が知識として記憶に刷り込まれる。

　つまりあのとき、あの評議会で僕の疑ぎ似じ人格が言った言葉は、まぎれもない僕の本音だってことを知っている。

　今さら逃にげも隠かくれもできやしない。僕は僕の気持ちを素す直なおに認めると決めたじゃないか！

　健吾は自分に言い聞かせるように小さくうなずくと、顔を上げた細香を正面から見て言った。

「僕は後こう悔かいしない。したくない！　そして、君にも後悔させたくない！　だから、僕に……ついてきてくれるかい？」

　その言葉に、細香はぽろぽろと涙なみだをこぼしながら涙声で聞いた。

「いいんですか？　センパイ……本当に……私なんかで……いいんですか？　能力が無くなった今、私、ただの何もできない普ふ通つうの女の子になっちゃったんです！　それでも……いいんですか？」

「僕が好きになったのは君の能力じゃない、君自身なんだ！　君でなくちゃダメなんだ！　僕と一いつ緒しよにいて欲しい！　そして、この地球を一緒に守ろう！」

　細香はもう一度目を見開くと、メガネを外して涙をぬぐい、そして力強くうなずいた。

「っ……はいっ！　センパイ！　一緒に！」

　防衛委員たちは一いつ斉せいに拍はく手しゆをした。

「いやあ、カッコイイなあ」

「ホント、こんな風に言われてみたいわよねえ」

「でも、なんか告白というよりも、志願兵を勧かん誘ゆうする言葉みたいだったわね」

「あー、あれやろ。えーとたしか『あいうぉんちゅー』とかってサムおじさんが言うてる」

　そのとき、名取が叫さけんだ。

「そんなことは些さ細さいなことに過ぎません！　最大の問題は、最上委員長が地球人類を代表し、地球防衛の任にあたる地球防衛総司令官となられたことです！

　僕は、この時が来るのを待っていました！　あなたが、地球上のすべての人類の頂点に立つこの時を！

　今、国家の指導者を名乗っている大人どもは、できっこない、ありっこない、とすべての可能性を常識の名の下もとに切り捨て、現実の底辺を這はいずり回ることしかできぬ愚おろかなボス猿ざるにすぎません！　この惑わく星せいの文明を背負って立つことのできるのは、常識などにとらわれず、真実を見通すことのできる選ばれし者、つまりあなただけなのです！」

「いや、違うから……」今までの健吾なら、即そく座ざにそう言って否定しただろう。だが、健吾は黙だまったまま深くうなずくだけだった。

　否定しなかった健吾を見て、名取をはじめとする防衛委員たちが、はっと目を見開いた。

　カミラ先生は、ゆっくりと告げた。

「今からちょうど一時間前に、保護機構の新しい管理官が、通商連合による惑星最適化活動に許可を出し、地球に住む異星人に対して、一週間以内に地球から立ち去るように、という退去命令を出しマシタ。

　惑星最適化活動という名前の侵しん略りやく行こう為いであっても、保護機構の管理官が正当なものと認めてしまえば、他ほかの星系は干かん渉しようできません。通商連合と戦えるのは、地球人、それもすべてを知っているあなたたち防衛委員だけなのデス！」

「戦わなかったら、どうなるの？」

　青葉が聞くと、カミラ先生はゆっくりと答えた。

「そうデスネ。通商連合ハ地球を資源化するつもりデスから、おそらく化学兵器や細さい菌きん兵器のような大量殺さつ戮りくはシマセン。生きたまま捕とらえて、食品に加工すると思いマス」

「食品？　食われちゃうの？」

「ええ、質のよいものはミリン干しになったり、缶かん詰づめになったり。質のよくないものはペットフードにされると思いますデスネ」

「干ひ物ものかあ、食べるのは好きやけど、されるのは好きくないなあ……」

　春日かすががつぶやくと、高たか尾おがすかさず突つっ込んだ。

「誰だれだって干物なんかにされたくないって！」

「地球上の生き物を絶ぜつ滅めつさせたわけではない、という言い訳のために、ほんの一ひと握にぎりの人類は生き残るでしょう。地球上に保護区を作って、そこで管理されることにナリマス」

「天然記念物みたいやなー」

「……ていうか、動物園かもね」

　健吾は立ち上がると、防衛委員たちを見回した。

「今、地球が直面している危機がどんなものか、君たちにもわかったと思う。カミラ先生が言っていたとおり、地球を救ってくれる組織や国は存在しない。

　この地球を守るのは、僕たち地球人しかいない！

　でも、僕たちは一人ぼっちじゃない！　カミラ先生や、大淀さんのように、味方になって戦うための技術や情報を与あたえてくれる異星の人たちもいる！

　さっき名取が言ったとおり、大人たちはこれを知らないし、知らせてはならない。常識の呪じゆ縛ばくから逃のがれることができない人々に教えても無む駄だだし、もしこれが真実だと知ったら、世界中がパニックになる。それこそ地球防衛どころのさわぎじゃなくなるだろう。

　僕たちの戦いは、地球上の人類の誰も知らない。知られてはならない！　それを肝きもに銘めいじて欲しい！」

　健吾がそこまで言ったとき、青葉が、ぼそりとつぶやいた。

「正義の味方の正体は秘密……というわけか……」

　健吾はうなずいた。

「そうだ。僕たちは、誰も知らないところで地球を守るために戦うことになる。

　どうやって戦うのか、敵はどんなやつらか、果たして勝ち目はあるのか。何一つわからない。そして、そうやって必死に戦って、もし勝っても、大人は……いや、友達も親も兄弟も、地球に住んでいる誰一人として褒ほめてくれないし、感謝すらされないだろう……」

　健吾は委員たちの顔を一人一人見ながら言葉を続けた。

「僕は君たちに、この戦いに加わることを強制しない。何一つ見返りのない、そんな戦いに身を投じるのは馬ば鹿かだ。そんな馬鹿なことに加わりたくない、と思うのなら、それでいい。

　でも、今の地球に必要なのは、その馬鹿なんだ！

　だから、僕は馬鹿になる！

　史上最低の、誰一人真ま似ねのできない大おお馬ば鹿かになってやろうと思うんだ！

　僕と同じ大馬鹿になりたい人は……手を挙げてくれ」

　その場にいた防衛委員全員と、そしてカミラ先生と大淀警部補が手を挙げた。

「カミラ先生！　大淀さんまで！」

　驚おどろく健吾を見て、大淀警部補は眉まゆをひそめながら言った。

「実を言うと、新しい保護機構の上司である管理官から私に、地球の警察官という立場を利用して、君と、そして細香くんを、保護の名目で強制的に隔かく離りしろ、という命令が出ているのだ。

　明確な法的根こん拠きよも理由もなく、そんなことはできない、と回答したのだが、管理官は地球人の法律や社会はもうすぐ意味を失うのだからそんなものに意味はない、と返答してきた。我々のように現地に溶とけ込み、長年にわたって保護活動を進めてきた保護官の努力も実績も、すべて無意味だというのだ。

　私は、保護機構の保護官を辞職し、もう一つの身分である県警の警察官として、この地で生きていくことに決めた。

　保護官の立場を捨てて原住民として暮らす、などというのは銀河文明評議会に所属する知的生命体の価値観で見れば、大馬鹿以外の何物でもない。

　そういう意味で私は間ま違ちがいなく大馬鹿の仲間なのだ。今後は一人の大馬鹿として、君たちのサポートに回るつもりだ。よろしく頼たのむ」
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　カミラ先生は、真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「あなた方ハ、我が眷けん属ぞくにシテ、我が愛すべき生徒たちデス！　眷属を守るのは、ドラクロア星系ヴラド三世の娘むすめとして当然のコト。そして生徒を守るのは教きよう諭ゆとして当然のコトデスネ！　銀河文明評議会にたてつくナンテノハ馬鹿しかデキマセン！　というわけで、私も馬鹿の仲間入りデスネ。よろしくお願いしますデスネ！

　それと、もしかすると、あなた方に味方する異星人は、もっともっと増えるかもしれませんデスヨ。今回の通商連合のやり方に頭に来ている人は多いし、健吾クンの評議会での演説を聴きいて、感動した人も結構いるみたいデスから」

　そう言ってにっこり笑ったカミラ先生の顔を見て、健吾は思った。

　──めちゃくちゃ恥はずかしかったけど……恥はじをかいただけのことはあったのかな。

　他人を動かすのは本気の言葉だけだ、って本で読んだ事があるけど、それってこういうことなのかもしれない……。




　その日の昼下がり。

　上所温泉の駅前から伸のびる路地に面した駄だ菓が子し屋『信州堂』の軒のき先さきに置かれた縁えん台だいに、レンリとマイラが腰こし掛かけて、カキ氷を食べていた。

「やっぱり、カキ氷は暑い日に、外で食べるべきだよな、うん。エアコンの効いた部屋の中で食っても美味うまくない」

　氷イチゴの入っているガラスの鉢はちにスプーンを突つっ込んで、サクサクと氷を崩くずしながらマイラがうなずいた。

「確かに、あんたの言うとおりよねえ。冷えた部屋で氷を食べるなんて身体からだに良くないわよね。ましてや冷えは女の敵だもの……とはいえ、日よけぐらい置きなさいよ。直射日光だって女の敵なんだから」

「何言ってんだい、あんたは地球人じゃないんだから、紫し外がい線でシミやソバカスができるわけないじゃない！」

「紫外線が嫌いやなんじゃないわよ、暑いのが嫌なのよ」

「暑けりゃ氷を食えばいいじゃないか。夏の太陽を浴びてこそのカキ氷だ！」

　レンリはスプーンを豪ごう快かいにザクザクと突っ込んだ。

　二人はしばらく無言でカキ氷を食べていたが、やがてマイラがスプーンを止めて物もの憂うげにつぶやいた。

「なんとか……してやりたいわねえ」

「なんとか……できないことも……ないんだけどね」

「あたし、この星好きなんだよね……温泉があるからとかそんなんじゃなくて……。あたしのバニーガールに見せている、この触しよつ角かく。変だと思う人もいるみたいだけど、この街の人はみんな『商売熱心だねえ』って誉ほめてくれるんだよね。

『あんたみたいな若い娘ががんばっているから、お客さんが来てくれるんだよ……』って」

「無くしたくないよな……」

「退去勧かん告こくを聞いて、みんな続々と逃にげ出しているけど、あたしやっぱり逃げる気になれないな……『今までお魚ありがとう』みたいなメッセージ残して立ち去っちゃった、ドルフィン星人みたいにドライに割り切れないよ」

「あいつら水すい棲せい哺ほ乳にゆう類るいで、住める星が限られているから仕方ないんだけどな……でも、残ったとしても、私らにはどうすることもできない。

　通商連合は、あくまでも保護機構の要よう請せいを受けて動くという形を取っている。通商連合に立ち向かえば、私らは銀河文明評議会に戦いを挑いどむただの無法者だ」

　マイラが、にやっと笑った。

「でも……この星の原住民が戦うのなら、話は別よね……」

「ああ、自分の身を守る権利は、どんな生き物にもあるからな」

　レンリがそう答えて、にやっと笑ったとき。

「アラまあ、カキ氷デスカ、美味おいしそうデスネー」

　つばの広い日よけの帽ぼう子しをかぶり、日ひ傘がさをさしたカミラ先生が現れた。

「こりゃまた、重装備だな。まあドラクロア星系人にとっては、地球の直射日光は殺人光線みたいなものだからなあ……」

「一応シールドしてマスけどネ。やっぱり夏の日差しは怖こわいのデスヨ」

　カミラ先生はそう言うと、ちょっと真面目な顔になって言葉を続けた。

「レンリさん、お願いがありマス」

「なんだよ、改まって。気持ち悪りぃな」

「お仕事ありマセンカ？」

「仕事？　仕事って、あんた保護機構の保護官だろ……？」

「保護機構、辞やめて来ちゃいマシタ」

　そう言ってちょろっと舌を出したカミラ先生を見て、レンリは、はあ……とため息をついて肩かたをすくめた。

「まあ、通商連合の腰こしぎんちゃくみたいな新しい管理官の下で働いたって、胸むな糞くそ悪くなるようなことばかりでちっとも楽しくないだろうから、辞めたのは正解なんだろうけど……あんたも思い切ったことをするねえ」

「メトセラ傭よう兵へい団で雇やとっていただけマス？」

「そりゃあ、あんたくらい優ゆう秀しゆうで、身元も血筋も申し分ない異星人なら大だい歓かん迎げいだけど……もっとマシな働き口がいくらでもあるだろうに」

「ウン、そうなんですけどね。だってホラ、メトセラ傭兵団に入れてもらえれば、地球にいられるじゃないデスカ」

「んー？　なんのことかなあ？」

「とぼけなくてもイイですよ」

　そう言って、にやっと笑ったカミラ先生を見て、レンリはまいったな……という風に頭を搔かきながら言った。

「あんたには、かなわねえな。わかったよ、健吾を呼びな。携けい帯たいの番号、知ってんだろ？」

「ハイ、知っていますデスヨ。では健吾クンを呼び出します」

　カミラ先生はそういうと、胸のポケットから携帯電話を取り出すと、テンキーを押した。

「あ、モシモシ？　健吾クンですか？　はい、そうですカミラです。まだ学校？　そうか地域安全情報のプリント作るって言ってイマシタね。時間かかりソウデスカ？　ああ、それなら、ちょうどヨカッタ。帰りにレンリさんのところに寄ってクダサイ。ええ、ソウです駄だ菓が子し屋の信州堂。チョッと用がアルのデスヨ。ええ、待ってますカラネー」

　健吾が信州堂にやってきたのは、カミラ先生が電話を終えて十分ほど過ぎたころだった。

　店の軒のき先さきに並んで待ち構えていた、カミラ、マイラ、レンリの宇宙人三人娘むすめを見た健吾は警けい戒かいするような顔つきでカミラ先生に聞いた。

「……用があるって聞きましたけど……なんですか？」

　答えたのはレンリだった。

「悪いな、用があるのは私なんだ。おい健吾、今いくら持ってる？」

　いきなり財さい布ふの中身を聞かれた健吾は目を見開いた。

「え？　お金ですか？　えーと、五百円玉と百円玉で……七百円くらいですけど、それが何か？」

「百円よこしな」

「え？」

「いいから百円！　悪いようにはしねえから、とっととよこせって！」

　健吾が、尋たずねるような目でカミラ先生を見ると、カミラ先生はにっこり笑って、無言でうなずいた。

　──なんだかよくわかんないけど、まあいいか。

　健吾は肩をすくめると、財布を取り出し、百円玉をつまみあげて、レンリに差し出した。

「はい、じゃあ百円」

　健吾の百円玉を受け取って、ぎゅっと握にぎりしめたレンリは、にやっと笑った。

「まいどありィ！　これで契けい約やく成立だな」

「契約？　何の契約ですか？」

「傭よう兵へい契けい約やくだよ。お前はたった今、メトセラ傭兵団との間に契約を結んだんだ」

「え？　ええっ？」

　驚おどろく健吾を見て、レンリはゆっくりと言った。

「いいか、正当防衛ってのは、生き物の基本権利だ。甘んじて殺されなきゃならない理由は無い。自衛戦争を起こす権利は、どんな生き物にもあるんだ。

　そして傭兵というのは、その戦いのための道具にすぎない。槍やりや鉄てつ砲ぽうと同じだ。ただ、ちょっと複雑で、強力なだけの道具だ……」

　そしてレンリは、すっと背筋を伸のばし、健吾に向かって敬礼した。

「メトセラ傭兵団は、これより、地球防衛に関する一いつ切さいの業務を請うけ負い、その責務を果たします！」

「は、はいっ！　よろしくお願いします！」

「ようし、そうと決まれば作戦会議だ。まず戦力を調べる。敵の戦力だけじゃない、こっちが使える戦力がどれくらいあるのか、誰だれが味方になってくれるのか、どんなものが戦力として使えるか。それを徹てつ底てい的に洗い出すんだ！」

　レンリの言葉を聞いたカミラ先生が、すまなそうにつぶやいた。

「エート、保護機構を辞めちゃったノデ、衛星軌き道どう上の保護機構の母船が使えませんデスネ。ディメンションバブルも使えマセン……どうしまショウ？」

「うーん、そうか、ディメンションバブルが使えないとなると、リアルタイムで活動することになるんだよな……」

「あ、でも、中学校は明日の午後から夏休みです。平日の昼間でも問題なく動けますよ？　夜中はちょっと難しいですけど」

　レンリとカミラ先生は顔を見合わせた。

「そうか！」

「夏休みデスヨ！」

　カミラ先生は、それまで黙だまって話を聞いていたマイラに向き直った。

「マイラさんのところで、転送ゲートを設置していマシタよね？　住んでいるマンションに」

　マイラのバニーガールの耳……に見せかけた触しよつ角かくが、ぴくりと動いた。

「え？　つ、使ってるけど……なんで知ってるの？　近きん距きよ離りしか使ってないから、てっきりバレてないと思ってたわ……」

「保護機構の調査力をナメないで下さい、リトルグレイさんたちは優ゆう秀しゆうですヨ。ホントは使用禁止なんデスけど、小規模だし、地球の文明に干かん渉しようしているわけでもないので見み逃のがしていたんデス。アレを貸していただけマセン？　健吾クンの家や細香ちゃん、防衛委員の子たちの家と、私の家とを繫つないでおきたいノデスよ。二十四時間いつでも会えるヨウニ」

「貸すのは構わないけど……非合法だって、あんたが今言ったばかりじゃない！」

「非合法デスけど、検挙されなかったワケデス。つまり、悪事として記録に残ってないワケデスね。悪事は露ろ見けんしない限り悪事ではアリマセン。これは真理デスね」

「あきれた……あんたホントに教きよう諭ゆかよ……」

　マイラはそう言った後で、ふう、とため息をついた。

「わかったよ、ゲートを設置すればいいんだろ？　今夜にでもナンバに次元トンネルを開けさせるよ。ミリ単位で座標固定するような細かい仕事は、あいつに任せれば間ま違ちがいない」

　カミラ先生とマイラの会話を聞いていた健吾が怪け訝げんな顔で聞いた。

「次元トンネルって……なんですか？」

「えーとね、一言で言うと、空間をゆがめて、君の部屋にカミラの家の居間の壁かべに通じる穴を開けちゃうってことよ。次元トンネルを維い持じするエネルギーは、その断面の大きさに比例するから、直径六十センチくらいの穴になるわね。押し入れの奥の壁とか、机の引き出しとか、見えないところに開けるから安心して」

「確かに、親に見つからない場所に開けてもらわないと。見つかったら説明なんかできっこありませんから……」

「そうデスネ。えっちな本を隠かくすのと同じデスネ」

「え、あ、いや、えーと、そういうのは、持っていません、です」

「オヤ、そう言いながらモ、目が泳いでマスね。でもまあいいでしょう。健吾クンも健全な男の子である証しよう拠こデスネ」

　カミラ先生がにやにや笑いながらそう言うと、レンリがしみじみとうなずいた。

「へえ、健吾も大人の階段上ってるんだねえ。うちに買い物に来ていたガキんちょが一丁前になるのを見るのは嬉うれしいけど、どっか寂さびしいねえ」

「うーん、もうちょっと大きくなったら、お姉さんが色々教えてあげるんだけどねえ、十五歳じゃちょっと早いかなあ」

　と、色っぽくウィンクしたマイラを指差して、レンリが笑いながら健吾に言った。

「こいつの能力は外見変化だからな、ダマされるなよ。若作りしてるけど、中身はババアだぞ」

「ババアとは何よ！　年ねん齢れいのことを言えばあんたのほうがずっと年上じゃない！」

「確かに年齢は上だけどな。私は、外見をいじってるわけじゃねえ。見たまんまだからな。無理してるお前さんとは違ちがう」

「無理なんかしてないわよ！　無理しなくたって、温泉に入っているだけで充じゆう分ぶん若くなれるんだから！」

「まあまあ、その温泉を守るためニモ、ここは一つ協力しなくちゃイケマセン。地球を守るのは、若さを守るコト。そう考えれば、マイラさんのやる気も出るデショウ」

「だからあ、あたしは若いんだって！　守んなくたって若いの！　わかる？　実じつ年ねん齢れいのことを言ったらドラクロア星系人のあんただって、『不ノーラ死イフ身・のプリン姫セス』の二つ名のとおり軽く五百歳は超こえてるじゃない、人のこと言えないわよ！」

　カミラ先生とマイラの言い合いを聞いていたレンリは、ふう、とため息を一つつくと、健吾に向き直った。

「作戦会議は、今夜、カミラ先生の家でやる。それまでに防衛委員のみんなに次元トンネルのことを教えておいてくれ。いきなり押し入れの中とか、机の引き出しとかから、カミラ先生が顔を出したら、びっくりするだろうからな」

「はい、わかりました」

　健吾はそう言ってうなずくと、携けい帯たい電でん話わを取り出した。




　その日の午後八時。

　カミラ先生のマンションのリビングに、委員長である健吾を筆頭に九人の防衛委員たちが集まっていた。

　リビングの壁へき面めんに大きなモニタースクリーンが並んでいるのを見て、防衛委員の畝うね傍びが隣となりに座っている明石にささやいた。

「カミラ先生の家って、なんかすごいね。特とく撮さつ映画に出て来る指令室みたい……」

　明石は自分の特とく殊しゆ能力である万マル能チア解ナラ析イズを使ったのだろう、じっとモニタースクリーンを見つめた後で、首を振ふった。

「あのモニターは、この部屋にあるんじゃない。どこかの管制室と、この部屋の一部を繫つないでいるんだよ。僕たちがここにやってきたときに使った次元トンネルと同じ理り屈くつだね」

　明石がそう答えたとき、メトセラ傭よう兵へい団の制服を着たレンリが防衛委員の前に立った。

　よれよれのジーンズにＴシャツ姿のレンリしか見たことのない防衛委員たちは、濃のう紺こんの制服を身に着け、背筋を伸のばしたレンリを見て、目を丸くした。

「うわ、すごい、カッコイイ！」

「それがレンリ姉ちゃんの本当の姿なんだ……」

「威い厳げんがあるというかなんというか、ちょっと怖こわいくらい決まってるね！」

　レンリはちょっと照れたような表情で、小さく咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「あー、こほん。これより地球防衛のための作戦会議を始める。今現在こちらで判明している情報をすべて君たちに提示する。この会議は、アイディアを求めるために行われる。アイディアというのは思い付きだ。思い付いたものには、すべて等しく価値がある。

　従って、この会議では思い付きに対し『それはダメ』とか『それは実現不可能だ』といった、いわゆるダメ出しは一いつ切さい行わない。願望、夢、希望、なんでも構わない。

　アイディアというのは、こんなこといいな、できたらいいな、という願望から生まれるものなのだ。わかったかな？」

　うなずく防衛委員たちを見て、レンリは満足そうに微笑ほほえむと、自分の背後にある大きなモニタースクリーンを指差した。

「まず、我々が戦うであろう敵の戦力と、装備について説明しよう」

　その言葉が終わるのと同時に、スクリーンに白い、プールで使われるビート板のような物体が浮うかび上がった。

「通商連合は、その名のとおり経済を優先しており、軍事力はたいしたことは無い。彼らは常備軍をほとんど持たないのだ。

　必要に応じて傭兵や軍事サービス会社に仕事をアウトソーシングする。だから、戦せん闘とう能力をほとんど持たない後進種族の惑わく星せいを狙ねらうんだ。

　過去のやり方から見て、地球を攻こう略りやくするとしたら、おそらく軍事サービス会社から無人戦闘艇ていをレンタルするだろう。これが一番コストが掛かからないからだ。

　地球のような後進惑星を侵しん略りやくするのに、人件費をかけるわけにはいかない。かといって未開の蛮ばん族ぞくを徴ちよう用ようして使し役えきすることは法によって禁止されている。

　地球のような惑星を制圧するとしたら、おそらく数で押し切る、という戦法を採るだろう。何千万、いや、億単位の無人戦闘艇を送りこんで、数で圧あつ倒とうするんだ。

　空を覆おおいつくすほどの戦闘艇という圧倒的な戦力差を見せ付けて、戦意を喪そう失しつさせるつもりだ」

　レンリの後ろに控ひかえていたカミラ先生が、別のスクリーンに映った太陽系の映像に指を当てた。

「保護機構は、地球全体に光学スクリーンを張っています。衛星軌き道どう上に浮かんでいる保護機構の母船や、外宇宙から来る定期連れん絡らく船など、見られては都合の悪いものを地球人から隠かくすために張られているのですが、保護機構の新しい管理官はこれを切るように命じました。地球人に恐きよう怖ふ心を植え付けて、通商連合に刃は向むかわないようにするためです」

　カミラ先生の言葉を聞いたレンリが怪け訝げんな顔になった。

「ちょっと待ってくれ、そんな話は聞いてないぞ。現に、今もスクリーンは張られたままだ。スクリーンはいつ解除されるんだ？」

　カミラ先生はニコニコ笑いながら答えた。

「さあ、いつになるんでショウねえ。そのスクリーンをコントロールしていたメインのプログラムソースが完全に書き換かえられていて、管理パスワードも変わっちゃって、ついでに、それをやったらしい人物も保護機構を辞やめちゃいましたカラ」

「あんたって人は……」

「さあ、ナンのことデショウ。それよりも、お話の続きをお願いシマスデスワ」

　レンリは、にやっと笑い、健吾たちに向き直った。

「では、話を戻もどそう。今の地球の通常兵器では、物理シールドを備えた無人戦闘艇を破は壊かいすることは難しい。唯ゆい一いつ効果があるとしたら核かく兵器だが、これだけの数の戦闘艇を破壊するために核兵器を使用すれば、地球の人類は滅めつ亡ぼうしてしまうだろうし、通商連合もそれは望まないだろう」

　レンリは、モニターに映るビート板のような格好をした戦闘艇を握にぎりこぶしの甲こうで、とんとん、と叩たたいて言葉を続けた。

「やつらが地球攻略にどれくらいの予算を組んでいるのか、それはわからないが、通商連合の行動原理は『損するな』だ。やつらは損をすることを猛もう烈れつに嫌きらう。逆に言えば儲もうかることに関しては猛烈に貪どん欲よくである、ということだ。

　やつらに勝つには、とにかく損をさせる。それしかない。

　だから、まず、この数で攻せめて来る無人戦闘艇を、どうするかだ。こいつを防ぎ切れば、おそらくコストがかさんで、通商連合は作戦を中止するはずだ」

　レンリの言葉を聞いていた健吾の脳のう裏りに浮かんだのは、何万という軍勢を食い止める城じよう壁へきのイメージだった。

「そうか、押し寄せてくる軍勢を食い止める、城壁になるものがあればいい、というわけですね」

「でも、宇宙空間に壁かべは作れないよね」

「壁の代わりになるものがあればいいんだ。シールドとかバリヤーみたいなものを張り巡めぐらせるとか……」

「確かに、そういったシールドは存在するが、惑星を一つ丸ごと守るようなシールドは高価すぎるし、何よりもエネルギー源を調達できない。だが、宇宙空間に浮かべて、敵の侵しん攻こうを阻そ止しする城壁の代わりになるものがある。無人砲ほう台だいだ」

「無人砲台？」

「敵が索さく敵てきエリアに入ったら、自動的にレーザーを発射して迎げい撃げきするんだ。少し前は結構使われていたんだが、今はもう、ほとんど使われていない。

　新型の無人戦闘艇は、自律判断型人工知能を搭とう載さいしている。たとえ迎撃プログラムを書き換えても、すぐにパターンを読まれてしまう旧式のタイプは、そいつに対応できないんだ……」

　レンリの言葉を聞いた青葉が手を挙げた。

「パターンを読まれないように、人間がコントロールすればいいんじゃないのかな？　こう、リモコンで、というかコントローラーで……」

「なによそれ、シューティングゲームじゃないんだから……」

　摩耶のツッコミを聞いたとき、健吾の脳内で何かが光った。

　──そういえば、シューティングゲームって、敵の撃うって来る弾だん幕まくをかいくぐって撃げき破はするゲームはあるけど、弾幕を張る側になれるゲームは少ないよな……。

　健吾は、考えるような表情のままつぶやいた。

「その砲台をコントロールして、突つっ込んで来る敵の攻こう撃げき機を撃破する部分だけを使ってゲームみたいなものが作れないかな？」

「ゲーム？」

「うん、画面も操作性も全部ゲームみたいにして、無人砲台とリンクするんだ。そしてそのプレイヤーを募ぼ集しゆうする」

「一いつ般ぱん公開するんですか？」

　驚おどろく委員たち。だが、レンリは驚かなかった。

「ふうむ。いや、それは面おも白しろい方法だ。我々に最も足りない要素、それはマンパワーだ。

　メトセラ傭よう兵へい団が参加するとはいえ、あくまでも兵へい站たんや装備調達における協力であって、具体的な戦力の投入はできない。いわばボランティアであって、メトセラ傭兵団の本業に影えい響きようが出るようなことはできないのだ、悪いが……」

　健吾はあわてて首を振ふった。

「いえ、感謝しています。協力していただけるだけで充じゆう分ぶんです。文句なんか言ったらバチが当たります」

　レンリは、わかっている、という表情でうなずくと、言葉を続けた。

「つまりだ。我々には兵士の数が圧あつ倒とう的に足りない。現実に地球が侵しん略りやくされていることを地球人に知らせることなく、地球防衛のために戦う戦せん闘とう員を確保する、という二律背反した命題を解決しなければならない。その方法として、戦いそのものをゲームに仕立ててしまう、というのは実に面白い方法だと思う」

「でも、そんなゲーム、簡単に作れますかね？」

　レンリは、にやっと笑った。

「地球の開発環かん境きようと、地球人には無理だろうな……だが、我々の仲間には、そういう事を簡単にやってのける異星人がいる。

　ズン星系から来ている、主食が醸じよう造ぞう用アルコール、という変わったヤツでね。こいつの趣しゆ味みは弾幕シューティングゲームを作ることなんだ」

　一年生の明石が目を見開いた。

「もしかして、あの人ですか？」

「おや、知っているのか？　まあ、同じように地球に溶とけ込んでいる異星人は結構いるからな。アメリカで安打王になっているのとか、世界標準になっちまったコンピューターのＯＳ作っているのとか……そういえば、市町村合がつ併ぺいで統とう廃はい合ごうされる高校同士が戦うライトノベルを書いていたヤツもいたな……」

　青葉と摩耶は顔を見合わせた。

「……異星人だったんだ」

「普ふ通つうの人間じゃないとは思ってたけど……」

　レンリは、にっこりと笑った。

「無人砲台のコントロールをゲームにして、プレイヤーを募集する、というアイディアは面白いし、実現の可能性が高い。コントロールを携けい帯たい端たん末まつでできるようにすれば、参加する人間の数は増える。スマートフォンのゲームアプリにすれば、もっと増えるだろう。

　戦闘員の確保は、このゲームの出来に掛かかっている。本番まで時間は無い、君たちにはこのゲームのテストプレイヤーになってもらいたい！」

　防衛委員たちはお互たがいの顔を見合わせた。

「シューティングゲームなんかやったことないわね」

「うわあ、うち、初めてやあ」

　だが、ただ一人、名取だけが違ちがっていた。

「望むところです！　シューティングゲーム世界の貴公子、白銀のグングニルと呼ばれたこの僕の出番です！　お任せ下さい！」

　こうして、ゲームによって地球を救うという、破は天てん荒こうな計画がスタートした。

　カミラ先生の部屋から戻もどった健吾は、自分の部屋から夜空を見上げてつぶやいた。

「……なんだか、すごく濃こい夏休みになりそうだな……」
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　学校からの帰宅途と中ちゆう、校門を出たところで、胸ポケットに入れておいた携帯電話が鳴った。送信元を確かく認にんした少年は、はっと目を見開いた後で、思いつめた表情のまま、一つ吐と息いきをついて通話ボタンを押す。

「僕だ。……うん、うん。わかってる」

　そして、少年は視線を空に投げる。

　真っ青な夏の空。遠く山の上に立ち上がる入道雲。

　少年は、その入道雲の向こう側を見つめて、携帯電話に向かって言葉を続ける。

「ああ、うん、ここからも、見えるよ。来たんだね。うん、わかった」

　そして携帯電話を閉じ、ポケットにしまう。その背中に、声がかかる。

「今の、誰だれよ？」

　振ふり返ると、幼なじみの少女が立っていた。

　部活の途中なのだろう。体操服姿上下のまま、腕うでを組んで、じっと少年を見つめている。

「ん？　別に？　たいした用事じゃないよ」

「なんだか、女の人っぽい声が聞こえたんだけど？」

　こういう時に限って、幼なじみの少女の聴ちよう覚かくは鋭するどい。少年は、ふっと笑って答える。

「ああ、コンピューターの合成音だよ。アンケートだったんだ」

　前半の合成音というのは事実。後半はウソだ。

　少女はなおも疑わしそうに少年を半目でにらむが、やがて表情を緩ゆるめた。

「ふーん、ま、いいか。あんたに電話かけてくるような女の子なんかいるわけないもんね！」

「そうか、知らなかった……お前、女じゃなかったのか」

「え？」

　少女は顔を赤くして、眉まゆを逆立てた。

「私以外に、あんたに電話するような女の子はいないって言ってるの！　寄り道しないで、さっさと帰んなさいよ！」

「わかってるよ」

　少年はうなずく。実際、寄り道などしている余よ裕ゆうなどない。すでに太陽系の外がい縁えん部、彗すい星せいの巣があるオールト雲では前ぜん哨しよう戦せんが始まっているのだ。旗色は良くない。少年が力を尽つくさねば、太陽系防衛部隊は負けてしまうだろう。

　──それですら、勝敗は五分以下か。あの封印を解くべき時なのかもしれない。

　少年の反応にウソがないと見み抜ぬいたのだろう。少女は、微笑ほほえみながらうなずいて背中を向け、部活へと戻ろうとする。

「ちょっと……」

　少年は思わず、その背に声をかけてしまった。

「何よ？」

　少女が振り返る。正面から自分を見つめる少女の目を見て、少年は自分の中に沸わき上がる衝しよう動どうにとまどった。

　──だめだ。彼女に真実を話すことはできない！　それは許されていない！

　それに、もし、ここで真実を話したところで僕に何ができる？

　敵の侵しん攻こう速度は速い。外がい惑わく星せい軌き道どうで敵を殲せん滅めつできなければ、明日の今いま頃ごろ、地球は分子レベルまで破は壊かいされ、薄うすいガスの帯になっているはずだ。

　人類には、どこにも逃にげ場がない。

　それでも……少年は少女に何かを言いたかった。

　どうしても、少年は少女の言葉を聞きたかった。

「えと……また、明日」

　少女は、きょとん、とした後で、眉をひそめる。

「……なんか変なの。なにかあったの？」

「え？　あ、いや、べつに、なんでもないよ」

「そう……ならいいけど……」

　そして少女が何かを言いかけたとき、少女の部活仲間が彼女を呼んだ。

「はーい、今行きます！」

　少女はそう答えた後で、少年に向かって微笑む。

「じゃ！　また明日ね！」

「ああ、また明日……」

　部活に戻もどりながら手を振る少女に、少年も手を振り返す。

　少年は胸の中でうなずく。

　──そうだ、これでいい。あの笑え顔がおがあればいい。後は全力で戦うだけだ。彼女と交かわした言葉を、ウソにしないためにも。

　誰にも言えない、言うことはできない。

　でも、僕は今、君を守るために戦いに赴おもむく……。




「うんうん、これこれ、こうでなくちゃいけない」

　そう独り言をつぶやいたのは名取だった。

　今の一連のやり取りと情景は、すべて彼が日夜脳内に思い浮うかべている妄もう想そうだった。

　いや、名取に言わせると、それは妄想などではなく、

『来きたるべき時に備えたイメージトレーニング』

　──と、いうことらしい。

　実際には、幼なじみの女の子なんてものは一いつ切さい存在していないのだが、そんなことは彼にとってはまったく些さ細さいなことなのである。

「ふっふっふ、ついにこの時が来たか」

　名取は、ビタミン入りのゼリーをチューブからちゅうちゅうと吸いながら、コキコキと首のストレッチをした。

　名取の前にあるノートＰＣに表示されているのは、ネットゲーム『太陽系防衛軍Solar System Defense Force』の画面だ。太陽系外縁から地球目指してやってくるインベーダーの艦かん隊たいを、太陽系防衛軍が各地に設置した無人砲ほう台だいで迎むかえ撃うつという設定である。

　異星人の天才ゲームプログラマーと、地球レベルで言えば最高水準のジェネレーターを用いて作られたその画面はリアルそのものである。

　リアル映像を取り込んで、ゲーム的な処理を加えただけなのだから、リアルなのは当然と言えば当然である。

　名取はこのゲームを延べ百時間あまりプレイしてきた。いわゆる『ベータ版』での動作確かく認にんや、プレイアビリティを調整するためのお試ためし期間であった。これからが、いよいよゲームの最初の周回のキャンペーンである。

「彗すい星せいの巣から始まって、冥めい王おう星せい軌き道どう、土星軌道、そして地球圏けん絶対防衛ラインとなる木星軌道……十分な数の敵を撃げき破はできなければ、プレイヤー側の負け、か……」

　ネットに繫つながったゲームの画面を見つめて、名取はつぶやいた。

「このゲームをパソコンでプレイするプレイヤーは何人くらいなんだろう？　宣伝も何もしてないから、プレイヤーが集まってくれるかどうか、わかんないものなあ……」

　名取のつぶやきを、ボイスチャットのマイクが拾ったのだろう、名取のヘッドセットからマイラの声が答えた。

『大だい丈じよう夫ぶよ。このシステムは、表向きは無料ゲームって形を取っているし、グラフィック表示を簡略化して、２Ｄ画面にしたタイプはスマートフォンや携けい帯たい電でん話わの無料ゲームアプリにして公開するつもりだから、プレイする人は確保できると思うわ。なんたって、無タ料ダよ、無料』

「うーん、この手のネットゲームとかで、プレイそのものは無料にして参加者を増やし、アイテムで課金するという方式は、もう当たり前になっていますからねえ……無料というだけじゃあ客は集まりませんよ。やはり、最上先せん輩ぱいの考えた『昇しよう進しんシステム』と『ご褒ほう美びシステム』が、このゲームの最大の目玉になると思いますよ」

　二人の会話を聞いていたレンリもうなずく。

『昇進システムか……うん、確かに、あれは理にかなっているな』

　プレイヤーの初期設定は、まず砲台に配置された射撃手ガンナーという階級から始まる。目の前の砲台のコントロールを行い、三次元レーダーとオペレーターの指示に従ってエネルギーガンの引き金を引き、飛んでくる敵の戦闘艇を撃げき墜ついしていくのだ。

　コントロールしている砲台が破は壊かいされると、次の新たな砲台に転送され、そこで再び敵の迎げい撃げきにあたる。一定の時間内であれば、たとえ砲台を破壊されても転送され続けるが、破壊された砲台の数はスコアから差し引かれ、戦せん闘とう終しゆう了りよう時に一定の戦果を挙げていれば主チ任ー射フ撃ガン手ナーに階級が上がり、こんどは同時に五つの砲台をコントロールすることができるのだ。

『砲台のパワーアップができない代わりに、プレイヤーの権限を上げて分隊指揮官にすることで、複数の砲台に時間差をつけて弾だん幕まくを張って敵機を追い込み、包み込むように撃墜する、という戦法が使えるようになるからな』

「ええ、僕みたいなシューティングゲームが好きな人間は、リアルな映像だけでも喜ぶだろうけど、昇進すればコントロールできる砲台が増えて、火か網もうを作るとか、そういった楽しみ方ができるのは、大きいと思います。でも、なんといっても最大のやり込み要素は、最上先輩の考えた『ご褒美システム』だと思います！」

　レンリは、半分呆あきれたような顔で答えた。

『健吾に、疑ぎ似じ人格ＡＩが使えるか？　って聞かれたときは、いったい何をするつもりかと思ったけど、まさかあんな使い方をするとはねえ……』

「メトセラ傭よう兵へい団が運用している戦術ＡＩのインターフェイスは、地球のＡＩとは比べものになりませんからね。コンピューター上で会話していたら、本当の人間と変わりありません。先輩はいろいろ考えるのが好きだから、こういった弾だん幕まく戦せん闘とうの難易度とか、そういった部分じゃない、やり込み要素を思いつくんですよねえ……」

『確かにそうかもね。ああ、木星軌道の準備はできたわよ』

　マイラの言葉が終わるのと同時に、木星軌道上の状じよう況きようがサブウィンドウに表示された。

　名取が持つノートパソコンは父親から譲ゆずってもらったもので、五年前の型だ。だが、この一件が終わるまで、ということで宇宙人の持つ技術が投入され、とんでもないスペックになっている。

　といっても、彼がプレイしているゲームモードは、一いつ般ぱん的なごく普ふ通つうのスペックで動いている。必要なのは一人でも多くのプレイヤーだったし、動作が重くマシンパワーを必要とするプログラムは不要だった。

　名取のインカムに、信州堂の地下にある太陽系防衛軍本部でオペレーターをやっている細香の声が入ってきた。

『名取センパイ。サブウィンドウを開いてリンクの接続を確認してください』

「了りよう解かい！」

　名取がコントローラーを操作して試射コマンドを入力し、発射ボタンを押すと、メイン画面の中のリアルなＣＧで描えがかれた砲ほう台だいが、効果音と共にパルスレーザーを発射した。それと同時に、サブウィンドウの中でも、くすんだ色の砲台が無音で砲ほう口こうを光らせた。

　サブウィンドウの中に表示されている音も光も無い地味な映像は、現実の宇宙空間に配置されている砲台の映像である。

　──音も発射光も無い、白黒のコントラストのキツイ本物の映像の方が、作りモノっぽく見えるってのは皮肉だよな。

『土星にいるドンスコイさんと、冥めい王おう星せい軌き道どうにいるナンバさん、進しん捗ちよく状じよう況きようはいかがですか？』

『こちら土星でっせー。言われた通り、リングから適当なサイズの氷ひよう塊かいを引っ張り出して、メトセラ傭兵団はんに引き渡わたしましたで』

　ドンスコイの声がすぐに返ってきた。恒こう星せい系内の超ちよう光速通信ネットを使っているので、普通の電波のようなタイムラグが無い。

　名取のノートＰＣのＵＳＢに差してある、無線ＬＡＮの子機に見える小さな機械が通信機なのだ。続いてナンバの声。

『こっちは今、冥王星軌道まで来てますよ。いやー、リトルグレイさんらが頑がん張ばってくれています。何とか時間内には砲台の配置、間に合いそうです』

『いーぐるー！』

『いーぐるー！』

『よろしくお願いします』

『それにしても、地球人は宇宙での戦せん闘とうなんか経験ないのに、よくもまあこんな作戦を思いつくものよね。おーい、届いてるかい、そっち？』

　マイラは、木星に設置した発電装置のアンテナを微び調ちよう整せいしながら呼びかけた。

　木星は強い磁場を持ち、自転速度も速い。この回転する巨きよ大だいな磁場を使えば大量の発電が可能で、実際に衛星のイオの火山から噴ふん出しゆつされるガスは強い電でん荷かを帯びている。宇宙文明では原始的なレベルの発電システムではあるが、地球での総発電力を上回る規模の発電ができる。

『そら姉さん、無理でっせ。そっちからの送電、電波で来てまんねん。発信した電波届くんに、三十分はかかりますわ』

『冥王星までは、ざっと四時間ですな。まだまだです』

『あー、そっか。いやあ、通信が超光速だから、てっきり電波も一いつ緒しよに届くと勘かん違ちがいしてた』

　マイラが、ぺちん、と頭をヘルメットの上から叩たたいた。

　マイラの宇宙服のヘルメットからはウサギの耳がぴょこん、と飛び出しており、シルエットからでも彼女と分かる。

　木星の衛星エウロパに設置した発電所から見上げるのは、ぎょろん、と目をむいたお盆ぼんのようなサイズの木星である。木星全体を巨大なコイルとして生み出した電力は、このエウロパに設置したアンテナで、土星、そして冥王星軌道に浮うかんだ無人砲台へと送られる。
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『それにしても、木星そのものを発電機にして、無人砲台のエネルギー源にするなんて、良く考えついたわね』

「地球人は、宇宙人が攻せめてくる物語は大好きなんです。だから、技術が劣おとっていても戦える方法をＳＦなんかでずーっと考えてきていたんですよ。ドイツの『ペリー・ローダン』とか、ラリイ・ニーヴンの『マン・クジン・ウォー』とか」

　マイラは、あわてたように答えた。

『いやいやいや、あんた何者よ。まだ中学生でしょ？　よくそんな本読んでいたわね』

「実を言うと、僕は読んでいません。このアイディアを出してくれたのはベータ版のテストプレイに参加してくれた、アメリカの大学生なんです。

　その人はＳＦが大好きで、さらに日本のアニメも大好きな、典型的なアメリカのオタクでして、カタコトの日本語と英語のチャンポンで相談していろいろと二人でアイディアを出したんですよ。

　その人の出したアイディアの中に、大昔のスぺオペに出て来た、太陽系を真空管に見立てて太陽エネルギーの全部を攻こう撃げきに使うとかいうのもありました。さすがに無理だったみたいですけど」

『ナニよ、そんなことできるの？』

　驚おどろくマイラに、ナンバが答えた。

『理り屈くつの上では出来なくはないんですが、当たりませんですよ。太陽エネルギーを束ねた光として相手にぶつけるんで、相手の機動力が高いと照準がつけられないのです』

『そうでっせ。冥王星軌道までやと、発射して届くまで五時間かかりますさかい。なんぼなんでも、そりゃあ当たりませんわ』

『そっか。出来るようなら、あたしらが使ってるよねえ』

「で、ダメな理由を探していて分かったのが、この無人砲台を活用するコツなんですよ。無人砲台って、移動は最低限、火力もそれほど高くはない、索さく敵てき能力はほとんどない。だから宇宙の現代戦では、ほとんど役立たずですよね」

　マイラは肩かたをすくめた。

『そりゃね。使える兵器なら、二束三文で軍用フリーマーケットに転がっちゃいないわよ』

「でも、それを言うなら、通商連合が使ってくる無人戦せん闘とう艇ていも一緒なんです。機動力はありますが、火力はとんとんで、装そう甲こうは紙同然。無人砲台の攻撃でも当たれば一発で無力化できます。ベータ版テストプレイのシミュレーションでそれを知ったときに、不思議に思ったんですよ。で、レンリさんに聞いたら、要するに同じコストで作られている兵器は、ポイントが同じってことらしいんです」

『ポイント？』

　ボイスチャットのやり取りを聞いていた健吾が、その会話に割り込んだ。

「えーと、総司令官の最上です。僕から説明します。

　機動戦闘艇も、防ぼう御ぎよ砲ほう台だいも、基本性能は同じなんです。性能ポイントを「走・攻こう・守」の三つに割わり振ふっているんです。

　それぞれ、合計で九点のポイントがあるとします。無人戦闘艇は、機動力に三点、装甲に三点、攻撃力に三点が振ってある。そして僕たちの無人砲台の方は、機動力は一点しかないから、装甲と攻撃力が四点ずつあるのです」

『へえ、なるほど。でも、なんで合計点が同じになるの？』

「それは動力源です。動力源の出力がほぼ同じだから、ポイントも同じになるということです」

　マイラは、発電ユニットに取りついているメトセラ傭よう兵へい団の整備兵を見た。

　整備兵は、こくこくとうなずいた。

『へえ、ホントみたいね』

　マイラが感心すると、ボイスチャットにレンリが割りこんできた。

『健吾の言うとおり。機動兵器の性能は、おおむね出力に比例する。今の主流になっているのは、攻撃はエネルギー兵器で、防御はエネルギーシールドだからね。どちらもジェネレーターからエネルギーをもらって動いている』

「つまり、ジェネレーター出力が九点ってことですよね？」

『厳密な単位はもちろん違ちがうけど、健吾の理解でおおむね正解だね。

　実際生産するときも完全自動化された工場で、一番安上がりな部品を組み合わせて作られる。いちいち設計しないんだ。使う局面に合わせて、数値を割り振れば、製造ラインが一番安いジェネレーターユニットに必要な部品を組み合わせて、作ってくれるんだ』

『なんか、本当にゲームユニットみたいね』

「ええ、この事実を設定という形にして『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』のサイトに公開したところ、すごい反はん響きようが来ました。

　ゲーマーというものは、ルールさえ決まっていれば、ほっといても裏ワザを考え出すものなんですよ」

　マイラは、ポン、と手を打った。

『そっか、それでこうやって、木星から電力を送ることにしたわけね！』

「はい。使えるエネルギーを増やせれば、それはポイントの増加に繫つながって、戦いは有利になる、ということがわかったとたん、いろんなアイディアが出たんですよ。電池みたいに砲台を直列につないだらどうだ？　とか、でもそれをやると一発の攻撃力を上げることはできても、使える砲台の数が減る。ならば、どこか別のところにエネルギーを蓄たくわえておくことはできないか。いや、蓄えてもすぐに使い果たす。どこかにジェネレーターステーションを作って、そこから引いてくる方が確実だ、なんて。

　こうしたアイディアから、実現可能なものをメトセラ傭兵団が選び、実行したのが木星の大発電所からの送電による無人砲台の性能アップなんです」

『そっか、地球人も考えているってわけね』

「アイディアは地球のものですけど、実用化する技術は異星人の皆みなさんの力を借りねばなりませんでした……」

『確かに、今の地球の技術レベルはまだまだ幼よう稚ちだよね。でも技術は進化するんだ。アイディアがあれば、それを実現させるために努力することができる。アイディアが出ない種族は進化しないんだ。地球人には可能性も未来もあるってことだよね』

　マイラが、うさ耳をひょこひょこさせてうなずいたとき、ボイスチャットに細香の声が流れた。

『こちらの通信ネットに、ホルディナンド王子がリンクを求めています。最上センパイと話がしたいそうですが、どうしますか？』

　健吾は、少し考えた後でうなずいた。

『ここの会話は、ネットにリンクしている防衛委員とメトセラ傭兵団には自由に聞ける状態になっている。それでも良ければ、話を伺うかがおう』

『了りよう解かいしました……はい、それでも構わない、とのことです。回線をリンクします』

　細香の言葉が終わるのと同時に王子の声がした。

『余はホルディナンド・ルートヴィヒ・ラインハルト・パルパティーン・ジークフリート・フォン・アルマゲドンである。

　このたびの通商連合による地球侵しん略りやくの糸口となったのは、余のインタビューである。

　たとえ、意図的な編集がなされていたとはいえ、不用意に話した余の言葉が、このような結果を生んだ。すべては余の責任である！

　余は本日、アルマゲドン帝てい国こくの皇位継けい承しよう権を返上した。今や、王家とは縁えんのない一いつ介かいのアルマゲドン帝国民である！　一介の帝国民がどのような行動を取ろうとも、わがアルマゲドン帝国には何の責任も生じない！

　余は、一人の自由民として諸君らと共に戦う！

　余は個人財産として、ウェルダース型大型戦せん艦かんを一隻せき保有している。今から五百年前に起きたアストラリウス銀河覇は権けん戦争において、その圧あつ倒とう的な防御力で敵の攻こう撃げきをものともせずに絶対防衛圏けんを突とつ破ぱし、アルマゲドン帝国の礎いしずえを築いた、ウェルダース型大型戦艦。そのオリジナルだ！

　四歳の時、祖父からこのウェルダースをもらった。余が特別の存在である証あかしこそが、このウェルダース・オリジナルなのだ！

　最上健吾よ、余と余の戦艦の指揮権を汝なんじにゆだねる。余は、汝の命によりいかなる戦場にも赴おもむくであろう！』

　王子の演説を聴きいている健吾には、ヘッドセットについている感応端たん末まつから、サポート用のデータベースからのさまざまなデータが送り込まれていた。

　──ウェルダース型大型戦艦というのは、かなり旧式の戦艦で、今の用兵思想には合わないために、ほとんどが廃はい艦かんになってしまっているらしいな。

　ホルディナンド王子が所有しているのは、いわば記メモリ念アル艦シツプなんだろう。それにしても、旧式になったとはいえ大型戦艦のスペックはたいしたものだ。無人戦せん闘とう艇ていや防ぼう御ぎよ砲ほう台だいとはケタ違いだ。戦力になってくれるのなら言うことは無い。

　健吾は顔を上げて、王子の顔を正面から見つめて言った。

「わかりました、ホルディナンド王子。あなたの参戦を歓かん迎げいいたします！　共に地球防衛のために戦いましょう！」

『ありがとう！　アルマゲドン帝国の戦いぶりをお見せしよう！』

　健吾の前に映った王子は、そう言うと敬礼した。
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　そして、日本時間八月八日、午後一時二十分。

　レンリから、運命を決める超ちよう光速通信が入ってきた。

「冥めい王おう星せい軌き道どうに時空震の発生を確かく認にん、そろそろ来るよ」

「了解しました」

　名取はそう短く答えると、『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』のウィンドウを開いた。

　日本では平日の昼間。現時点でログインしているプレイヤーの数は千人に満たないが、いずれもベータ版からやりこんで来た一いつ騎き当とう千せんの廃人つわものばかりである。

　健吾は、レンリの宇宙船の中央指揮室の中に立っていた。

　正面には巨きよ大だいなメインモニターがあり、その中にいくつものサブウィンドウが開いている。サブウィンドウの中には、見慣れた防衛委員たちの顔や、木星の衛星上にいるマイラたち、そして戦艦に乗り込んでいる王子たちの顔が映っている。

　メインモニターの下には、何十人という若い女性のオペレーターが座り、通信やレーダー、そして命中率などのデータを収集し、メインモニター上に表示している。

　彼女たちは生身の女性ではなく、すべてメトセラ傭よう兵へい団所属のＡＩで、実に良くできた立体映像である。

　そして、健吾たちの脇わきにある席には細香が座っていた。

　彼女の仕事は、防衛委員やマイラたち、いわゆる『仲間内』の通信オペレーターである。

　仲間内の人数は少ないが、戦せん闘とうが始まれば会話が錯さく綜そうすることになる。確実に情報を伝えるために会話の相手を指定して、情報の流れを確保するのが細香の役目だった。

　ＡＩのオペレーターが声を上げた。

『時空震が、太陽系外がい縁えんの通常空間に穴を開けました！　転移してきます！』

　中央指揮室のメインモニターには、宇宙空間の中にゆらゆらと陽かげ炎ろうのようなものが揺ゆらめき、その中からビート板のような形をした白色の戦闘艇が一隻ずつ出現する光景が映し出されていた。

　それを見ていた防衛委員たちから、拍ひよう子し抜ぬけしたような声が上がった。

『なんだか、ささやかな地球侵略のスタートやなあ……』

『ちょろちょろと、パッキンが古くなった水道の蛇じや口ぐちみたいな出現の仕方だな』

『もっとこう、何百隻せき何千隻という数の戦闘艇が、ばばーんと一気に出現するんだとばかり思ってた……』

　レンリが笑いながら答えた。

「超光速航行は、重力による時空の歪ゆがみが大きいほど、一度にたくさんの艦かん艇ていを通過させるほど、通常空間との出入りにエネルギーを必要とするんだ。

　コスト意識の高い通商連合がそんなことをするわけがない。敵の部隊が揃そろうには、もう少し時間がかかりそうだ。いまのうちにゲームのプレイヤーたちに、しっかりアピールしておいた方がいいかもしれない」

　カミラ先生がうなずいた。

「そうデスネ。総司令官から挨あい拶さつがあったほうが、プレイヤーたちの意識も違ちがいますネ。というわけで、健吾クン、よろしく」

「ええっ？　僕が挨拶するんですか？」

　驚おどろく健吾を見て、カミラ先生は大おお真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「地球の全権大使であり、地球人を代表して通商連合にケンカを売ってきたあなた以外に、誰だれがイマスか？

　いよいよ地球の命運を決める決戦です！　敵を迎むかえ撃うつ勇者たちに総司令官として、激げき励れいの言葉をかけて下サイ！　肩かたに力を入れる必要はありマセン。評議会で異議申し立てしたときのヨウニ、心に思うことをそのまま語りかければイイノデス」

「でも、僕みたいな中学生の言葉をちゃんと聞いてくれるとは思えないんですけど……」

　カミラ先生は安心させるように笑った。

「大だい丈じよう夫ぶデスネ。ゲームとして配信されるときは、健吾クンの映像はロマンスグレーの髪かみの渋しぶいお爺じいさんになっていて、声も渋い声優さんの声に変わっていマス。でも、言葉に込められた想おもいは伝わりマスデスヨ」

「そうなんですか……わかりました。じゃあ、やってみます！」

　健吾はそう言うと、指揮室の中央にあるメインモニターを正面から見つめた。

　高さ六メートル、幅はば十二メートルもある、そのモニターの画面が八分ぶん割かつされ、八人の防衛委員の顔が浮うかんだ。

　そして、その八分割された画面は十六分割に変わり、βテスト版からずっとこのゲームに参加しているベテランのゲーマーたちの顔が加わった。

　さらに画面が分割し、実績を上げて指揮官に昇しよう進しんしたゲーマーたちが加わった。

　健吾の見ているモニターの映像は、どんどん細かくなり、一人一人の顔もわからぬ、モザイクのようになっていった。

　そして、ついに、最後の細分化が終わった。

　オペレーターのＡＩが、静かに言った。

『メインモニター上に、現在、このゲームサーバーにリンクしている地球上の、すべてのプレイヤーを表示しました。総数は、およそ千人です』

　──千人か……地球の人口に比べれば、まさしくほんの一ひと握にぎりだ。

　僕は、千人のプレイヤーたちと共に戦って、そして勝たなくちゃならないんだ！

　健吾は顔を上げると、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「太陽系防衛軍に所属するすべての将兵に告げる！　今からおよそ十分前に、冥めい王おう星せい軌き道どう外周に敵てき艦かん隊たいの転移を確かく認にんした！　諸君らのモニターに、冥王星軌道上に展開している敵の艦かん隊たいが映っているはずだ。

　それが敵だ。人類の敵だ！

　我々太陽系防衛軍は、この軌道上に防衛ラインを構築し、敵を迎え撃つ！」

　健吾の言葉が終わるのと同時にゲーム開始を告げる勇ゆう壮そうなファンファーレが響ひびき、フルオーケストラの行進曲と共に、画面にメッセージが表示された。

『人類の興こう廃はいこの一戦にあり、各員一層奮ふん励れい努力せよ』

　そう、地球人類七十億の運命は、今、まさに地球のネトゲ廃はい人じんたちの腕うで前まえにかかっていた。

『や、やるぞ。やるぞ！　やるぞーっ！』

『いいから、キミは落ち着くべき』

　細香のつけたヘッドセットから、二年の青葉憲のり昭あきと、摩耶瑞みず樹きの声が聞こえる。あまりゲームに馴なれていない二人は、自前のＰＣを持たないので主要メンバーではないが、夏休みなので、カミラ先生の許可を得て学校の電算機ルームのマシンから接続して参加している。

『うーん。上手うまく出来るかしら。私、パソコンって苦手なの』

『あれー？　画面が青くなってしもうたでー？』

『春日先せん輩ぱい、こりゃ再起動しないといけませんよ。何やったんです？』

『なんもしとらんでー？』

　青葉と摩耶の隣となりには、三年の高尾由ゆ美みと春日小こ春はるもいる。

　こちらはマウスを握にぎるのもおっかなびっくりで、操作もおぼつかない。健吾が二人に期待しているのは、ゲーム馴れした名取や明石では見落としてしまう何かに気付くことだった。

　ゲーム開始と同時に、最前線の砲ほう台だいから、いくつもの策敵プロープが発射された。

　まず、敵の位置を確認するのはセオリー中のセオリーである。

「敵の先頭集団が射程に入ってきたぞ。どうする？」

「こういう場合、引きつけて撃って全ぜん滅めつさせるってのがセオリーじゃなかったっけ？」

「よし、それでいこう」

「全員、砲台を連射モードにセット」

「えーと、どのボタンを押すんやろか」

「春日先輩、そっちは自じ爆ばくボタンです。押しちゃダメ」

　木星から豊富な電力を供給されている無人砲台は、時間限定で連射モードがある。砲ほう弾だん一発当たりの威い力りよくは変わらないが、時間内にひたすら連射を続ける。

「エネルギーはあるんやろ？　なんで一定時間なん？」

「俺に聞いても分かりませんよ。明石君、分かるか？」

　お年玉を資金源に自作したパソコンを持っている明石は、自宅から接続している。自作パソコンは二台あり、一号機は畝傍恵え理りが使用している。

「放熱機能の限界ですよ。宇宙空間だと、冷れい却きやくが難しいから、撃うち続けると砲台が熱くなって撃てなくなるんです」

　自宅からの明石の言葉は、ヘッドセットを通して全員に伝わった。

「ちょっと待って欲しい。戦場となっているのは、冥王星軌道……私も予習でどんなところか調べた。あのあたりは太陽から遠く、冥王星はすごく冷たい星だ。冷却が難しいというのは信じられないな」

　冷静にツッコミを入れたのは摩耶である。

「冥王星は冷たいんですけど、砲台が飛んでいる宇宙空間は空気も水もないんで、熱を伝えるものがないんです。魔ま法ほう瓶びんの中のお湯みたいなものです」

「熱が外に逃にげない、ということか……うむ。理解した」

　摩耶は普ふ段だんからツッコミ役であるが、それは理解が早いという意味でもある。明石の説明をすぐに理解した。理解できていないのは、青葉の方である。

「いや、俺は全然理解してないんだが」

「キミには無理だ。悩なやむだけ時間の無む駄だだ。大だい丈じよう夫ぶ、理解できなくても問題はない」

「そうか。それならいいんだ」

　青葉は摩耶に普段からツッコミまくられているせいで、摩耶がツッコミを入れない問題はスルーしても大丈夫だという意識が根付いている。

「魔法瓶といえば、私、飲み物とお菓か子しを持ってきてます。電算機ルームは飲食禁止ですから、休きゆう憩けいの時に食べましょうね」

「そやなー、ゲームは一日一時間やー」

　そして高尾と春日の二人は理解できなくても気にしない性格である。

「みんな、少しは緊きん張ちようしてくれよ。人類の運命がかかっているんだぞ」

　名取がそう文句を付けた時、アラーム音が鳴り響いた。

「お、なんだなんだ？」

　青葉がきょろきょろと左右を見回す。隣の席の摩耶がぐいっ、とその頭をＰＣの画面に向き直させる。

「敵が完全にこちらの待ち伏ぶせエリアに入り込みました」

「砲ほう撃げき、開始します」

　明石と畝傍が冷静に告げ、連射ボタンを押す。

　傭よう兵へい団のＡＩオペレーターたちの声が、中央指揮室に流れる。

『プレイヤーが参戦し始めました。弾だん幕まく密度が上がりつつあります』

　その報告の通り、画面上には砲台からの弾幕が広がっていく光景が映し出されている。

　通商連合の無人戦せん闘とう艇ていの正面から、そして側面から。上から、そして下から。

「わー、花火みたいやー。きれいやなー」

　後方以外の逃げ場を封ふうじられた無人戦闘艇は、あっさりと弾幕に包み込まれ、そして消えた。

「え？　今ので終わりなのか？」

　青葉が素すっ頓とん狂きような声をあげて立ち上がる。その頭を、スパン、と精サイ神コ衝ハリ撃セ波ンで摩耶がはたく。

「早とちりするな……今のは敵の偵てい察さつ部隊だ。本隊は後からくる」

「でも、敵を全滅できたのは幸さい先さきがいいわね」

「ゲームの中ではそうですが、実際はどうなんです？」

　名取の質問に、冥めい王おう星せい軌き道どうで戦場をながめているナンバが答えた。

『無人戦闘艇の先頭集団は全滅してますな』

『不意打ちになっちゃっているね。あっちも、地球人が冥王星軌道に防衛ラインを張っているとは思わないもんねぇ』

『そうでんな。通商連合には地球人の技術レベルに関する情報は上がっとりますからな。まさか、こんな太陽から離はなれた場所で迎げい撃げきされるとは思っとらんでっしゃろ』

　次にやってきた無人戦闘艇は、数機ずつ二手に分かれ、互たがいに支し援えんできる距きよ離りをとって近づいてきた。

　だが、『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』のゲーム馴なれした廃人つわものたちはこの動きを読み切っており、片方のグループを攻こう撃げきしてもう片方のグループを誘さそい、伏ふく兵へいとして仕し掛かけていた無人砲ほう台だいの一いつ斉せい弾だん幕まくによって殲せん滅めつした。

　第一波、及および第二波が、完全に撃げき破はされたのを見て、ボイスチャットのチャンネルに一いつ般ぱん参加のプレイヤーの声が流れる。

『楽勝、楽勝』

『おかわりはまだかー？』

『いやあ、弾幕を張るってのは面おも白しろいな』

『弾幕と言うよりも火か網もうと言った方が、俺のイメージ的にはしっくりくるな』

『とりあえず、第一面なんてのは、こんなもんでしょ』

　これが実戦であることを知らないゲーマーがネット上で気勢をあげる一方で、細香のインカムには防衛委員たちの声が聞こえて来た。

『あー、そろそろ時間やー』

『ですね。私たちはここまでです。続きができるのは明日です』

『俺、まだ遊びたいんだけど』

『これはゲームではないということを、キミはまだ理解していないのか』

　細香が、確かく認にんする。

「先せん輩ぱい方は、これで作戦終しゆう了りようですか？」

『あー、そうなんや。ほら、電算機ルームが使えるのは二時間だけなんや』

『私たちはここまでですので、あとは名取先輩と最上委員長たちにお願いするしかありません』

　細香はうなずいた。

「わかりました。では、電算機ルームのコンピューターの電源を落として下さい」

『はいなー』

　参加していた高尾や春日たちがマシンの電源を落とすと、メインモニターから電算機ルームのメンバーの顔が映っていたサブウィンドウが消えた。

「先輩たちがいなくなったら、砲台は誰だれがコントロールするんですか？」

　心配そうに聞く細香を見て、健吾は安心させるように笑って見せた。

「新たにログインした一般のゲーマーが担当することになってるから安心して。もし誰もいなければ、名取がグランドマスターとしての権限で、戦闘用ＡＩを使って稼か動どうさせることになっているんだ」

「そうだったんですか……安心しました」

　細香が、ほっとしたように微笑ほほえんだとき、中央指揮室にオペレーターの声が流れた。

『後続はありません。時空震は起きておりません。すべての数値は平常のままです』

「……ということは、これで終わりってことでしょうか？」

　不安そうに尋たずねた健吾を見て、レンリはうなずいて見せた。

「ああ、そうだ。みんな、よくやった」

「みんな拍ひよう子し抜ぬけしているみたいですが、こんなものなんですか？」

「通商連合は、損得だけで動くからな。戦力の逐ちく次じ投入以外の手は絶対に打たない」

「でも、それって最終的にはコストが高くつきませんか？」

「そうだな。トータルで言えば悪手だ」

「どうしてそんな真ま似ねを？　なんだかＲＰＧで悪の魔ま王おうがレベル１の勇者に本気を出さないみたいで、いやな感じですね」

　健吾の言葉を聞いて、レンリは笑いながら答えた。

「たしかに、そう言われてみれば、そんな風に感じるよな。リスクを計算すれば、最初に大兵力を投入するべきだ。だが、それはあくまでそのリスクを背負って決断する人間がいればの話さ」

「通商連合にはそういう人がいないんですか？」

「うーん、これまでの動きをみる限り、そのとおりだ。おそらく指揮官がいないな。無人戦せん闘とう艇ていに命令を下しているのは、おそらくビジネス用のＡＩだ。地球には宇宙からの侵しん攻こうを防ぐ技術的な手段も軍事力もない。細香は無力化された。なら、管理者を置いておくのは無む駄だだろう？」

　レンリの言葉に、健吾は呆あきれた。

「じゃあ、このままだらだらと無人戦闘艇が送り込まれてきて、僕らはそれを片かたっ端ぱしから撃げき墜ついしていけばいいんですか？」

「いや、ビジネス用の管理ＡＩを馬ば鹿かにしちゃいけない。二度目の部隊は二手に分かれていたろう？　あんな感じで、ちゃんと作戦を立ててくるはずだ。おそらく次は数を増やして突とつ破ぱを狙ねらうだろうな」

「それも撃げき退たいしたら？」

「ＡＩに与あたえられた権限次し第だいだが、そのあたりでＡＩが連れん絡らくを入れるはずだ。予想よりも損害が大きいけれど、どうしましょうか、ってな。そうなったらきっと指揮官が出てくる。地球の武力制圧は決定事じ項こうだ。中間管理職に変へん更こうはできない。だから、何とかしてこっちの防衛線を突破するよう、権限内で予算枠わくを広げて、数ではなく質で対応するはずだ」

「わかりました。ということは、敵の次の手は『数で勝負』ということですね」

「私の予測が間ま違ちがっていなければ……だがね」

　レンリはそう言って微笑んだ。




　次の日、レンリのその予測は的中した。

　冥めい王おう星せい軌き道どうの先に転移してくる戦闘艇は終わることなく次から次へと、まるでベルトコンベアで送り出されてくるように宇宙空間に出現し続けた。

　すべての戦闘艇が出現し終わったのは、ゆうに二時間が経過した後だった。

『うひょー。すごい数だぜ』

『敵が多すぎて宇宙が黒く見えない！　敵が七分に宇宙が三分だ！』

『いや実際には冥王星だから太陽の光が届かなくて真っ黒なんだが』

『こういうのは気分の問題だ、いちいち突つっ込むな』

　プレイヤーたちの会話を聞きながらセンサーに表示された無人戦闘艇の数を見ていたレンリが、小さくうなずいた。

「第二波から丸一日時間がかかったのは、使える機体を集めていたためだろうな。やつらは簡単に一いち撃げきでケリがつくと思っていたから、予備戦力なんて用意していなかったんだろう」

　とはいえ、総数は万を超こえる。対する冥王星軌道の無人砲ほう台だいは千に満たない。戦力比は必敗の三対一よりさらに悪く、十対一以下。しかし、これをゲームだと思っている廃人つわものプレイヤーにとっては、敵が多いほどやり甲が斐いがある。

　そして、何よりも廃人プレイヤーたちは燃えていた。

　理由は簡単である。

　彼らは、健吾が考えた『ご褒ほう美びシステム』の体験版を文字通り体験したのだ。

　通商連合の攻こう撃げきが止まっていた間に、健吾とカミラ先生は、ログインしたプレイヤー全員に三十分間、秘書官のアバターと共に、指揮官戦闘を体験できる特別体験サービスを行ったのだ。

　健吾が考えた『ご褒美システム』というのは、戦果を挙げることによって、階級が上がり、砲ガン台ナー指ズ・揮コマ官ンダーになると、プレイヤーに特権が与えられる、というものである。

　戦力的な特権は二十基の砲台を持つ防衛ユニットを最大五つまで指揮できるようになり、地球の防衛陣じんの一角を担になう重要な役職が与えられる。ゲーム内ではその名前で呼ばれ、公式の作戦指揮官としてデータに残る、というものである。だが、本当の『ご褒美』とは、戦力的な名めい誉よだけではなく、指揮官になると専属の秘書オペレーターが付いて、リアルタイムに会話して、指示を出してもらえる、というシステムだった。

　この秘書オペレーターは、いわゆるアバターであり、好みの外見、声、性格をプレイヤーが指定できるようになっている。

　プレイヤーは、アニメ風のキャラクターはもちろん、実写風のリアルな３ＤＣＧからデフォルメされた三頭身キャラ、人間、獣じゆう人じん、アンドロイドに、ロボット、千を超えるキャラクターの中から選び、自分専用の秘書官に設定する。その秘書官の指示を受けながら、防衛拠きよ点てんの指揮官として、数にして百基の砲台を指揮してシミュレーションの戦いを体験できる。

　携けい帯たい電でん話わやスマートフォンの小さな液えき晶しよう画面では、このアバターの作り込みはあまりよくわからなかったが、ＰＣで、特にヘッドホンで音声を聞いていたプレイヤーたちは、どぎもを抜ぬかれた。

　秘書はすべて高度な異星人のテクノロジーによる疑ぎ似じ人格ＡＩであり、生身の人間ではないが、売れっ子の有名声優の声をサンプリングした声で話すＡＩの話しぶりは、まるで本物の人間が応対をしているかのようだった。

　プログラムどおりに録音された言葉を繰くり返して話すのではなく、臨機応変にリアルタイムで返事をして、会話してくれるのだ。

　指示どおりに動かないと、性格に応じて泣いたり怒おこったりするし、指示通り動いて敵を撃退すると口調が変わり、親密度が上がるのだ。

　音声には息づかいも衣きぬ擦ずれの音も再現されており、ステレオヘッドホンで聞くと、本当にそこに女の子や男の人が立っているかのように聞こえる。

　体験版をプレイさせる前に、健吾とカミラ先生は、プレイヤーに対して告示を行った。

『このゲームは、太陽系を侵しん略りやくしに来る敵から、選ばれし戦士たちが協力して地球を防衛する、という一つの世界観の上に成り立っています。

　サボタージュ、味方撃うちなどの世界観を破は壊かいする行こう為いは無期限アカウント停止。

　指示に逆らって、アバターをいじめて喜ぶような行為はマイナス評価となり、昇しよう進しんに影えい響きようが出ます』

　つまり、体験版で知り合った秘書官と会いたければ、そして共に戦いたければ、戦果を挙げて昇進しろ、ということである。

　そして、プレイヤーのほとんどが、この策略にはまった。

　大多数の男性プレイヤーたちは、

『戦果を挙げて、俺の嫁よめゲット！』

　そして少数派の女性と、ごく少数の男性プレイヤーは、

『戦果を挙げて、彼氏をゲット！』

　それがプレイヤーたちの合言葉になった。

　砲台の十倍以上の数の戦せん闘とう艇ていを前にしても、プレイヤーたちは冷静だった……いや、逆にそれを昇進へのチャンスと捉とらえている者も多かった。

『やったね！　さっそくボーナスステージだ！』

『ここで撃げき墜ついスコアを上げれば、昇進のチャンスってわけだな！』

『ボーナスステージと違ちがうのは、こっちが無敵じゃないってことだ。それにしても数が多いな……』

『これでは、第一波、第二波のように包囲して弾だん幕まくで包み込むわけにはいかないな』

『敵が広く散らばりすぎている。弾幕の効果を上げるにはもっと密集してもらわないと』

『なら……囮おとりか？』

『よし、俺が釣つり野伏になる。やあやあ、我こそは薩さつ摩まの住人、大おお山やま武たけ雄おが一子、武たけ義よしなり！　いざ尋じん常じように、勝負、勝負……ぽちっとな』

　無人砲ほう台だいの一基が、弾幕を撃ちまくる。近くにいた不運な敵機が巻き込まれて爆ばく発はつするが、すぐに周囲の敵が雲うん霞かのごとく寄ってくる。

『うわー。なんかすげーことになったー？』

『周囲の千機くらいがまとめて寄ってきたぞ、こいつらアホの子だ』

『爆釣り乙おつ』

『ぎゃー、もう死ぬ。もうダメ。あ、死んだ』

　数百機の集中砲ほう火かを浴びて無人砲台が散さん華げする。しかし、この攻撃によって敵の陣じん形けいに偏かたよりが生まれていた。

『よっしゃぁ！　敵が密集しているところに弾幕を撃ち込め！』

　それまで沈ちん黙もくしていた無人砲台が、一いつ斉せいに弾幕を放つ。今度は百機単位で無人戦せん闘とう艇ていが消し飛んだ。

　そんな激しい戦いは八時間以上にわたって続いた。

『だんだん、敵が釣られなくなったな』

『お、敵の数機が先導して航路を啓けい開かいしはじめたぞ？』

『そいつは狙ねらうな！　さっきそれを攻こう撃げきして居場所がバレたチームがやられてる』

『今度は敵が釣りを仕し掛かけてきやがったか』

『やるな、運営』

『メタ発言禁止』

　通商連合が使っている戦闘指揮ＡＩは安物だが、ゆっくりな分、堅けん実じつに戦術を更こう新しんしてきていた。だが、手て堅がたい戦い方というのは、予測も対応もしやすい。廃人つわものゲーマーたちは易やす々やすと戦術を見み抜ぬき、柔じゆう軟なんに作戦を変へん更こうして迎むかえ撃った。

　最終的に、通商連合による第三波攻撃は撃げき退たいされた。一万の無人戦闘艇はことごとくが冥めい王おう星せい軌き道どうで全ぜん滅めつし、破は片へんを散らした。それらは、ニュートンの運動法則に従って、最後に持っていた慣性のまま宇宙を突つき進む。

　戦闘の後始末や、土星軌道の防衛線構築で忙いそがしいレンリやマイラ達に代わり、カミラ先生がその破片の軌道を調べた。

「およそ、百六十八時間後に地球に到とう達たつしますネ。ちょうど一週間後です」

「危なくないんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶデス、全部大気圏けんで燃え尽つきマス。一週間後には、きっとスゴイ流星群がみられマスヨ」

「それは良かった。でも、冥めい王おう星せい防衛ラインは……」

「おしまいデスネ……」

　一万数千の無人戦闘艇の全滅と引き替かえに、千あった無人砲台も百をのぞいて壊かい滅めつしていた。第三波と同規模の第四波が来れば、一時間とたたずに全滅する。

　状じよう況きようを分ぶん析せきした後、名取はグランドマスターとしての権限で『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』参加プレイヤー全員にメッセージを送った。

『我々は戦力を失いすぎた。冥王星防衛ラインは放ほう棄きする。参加プレイヤーは土星の第二防衛ライン、そして木星の第三防衛ラインの構築に携たずさわってくれ』

　すると、海外のゲームプレイヤーたちからメッセージが送られて来た。

『生き残った冥王星の砲台を俺に使わせてくれ。防衛はできなくても、ピケットラインとして敵の侵しん攻こうや規模を感知する仕事はできる』

『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』はインターネット経由で海外のプレイヤーにも開放されていた。英えい語ご圏けんのネットゲーマーにはコアなＳＦファンも多い。

　比率だけで言えば日本も海外も変わらないが、母集団が大きいので、日本ではせいぜい一万人しか集まらないＳＦゲームであっても、十万人が集まる。『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』は海外製のＳＦゲームに比べれば作り込みが甘いが、裏にあるリアルすぎる程ほどにリアルな感かん触しよくが、英語圏の廃人ゲーマーの何人かのハートを摑つかんだのだ。

『砲ほう台だいのレーダーがあるだろ。これを索さく敵てき用に使う』

『ジェットＪ推進Ｐ研究所Ｌの友人に解かい析せき用プログラムを組んでもらった。wikiにあげておくから、各自でダウンロードしてくれ。砲台が十基あれば、かなりの精度で敵の規模が分かる』

　名取は翻ほん訳やくソフトで英語を日本語に変へん換かんして英語の『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』wikiを読んでみたが、すぐに諦あきらめた。

「ここにあるの、せめて大学レベルの数学がないと意味不明すぎます」

　プログラムを見ていたカミラ先生がうなずいた。

「このプログラムは実際に安くて軽い無人探査機をたくさん飛ばして恒こう星せい間探査を行うためのものデスネ。ＪＰＬはＮＡＳＡの研究機関の一つデス。ひょっとすると、勘かん付づかれるかも知れまセン」

「勘付かれるって？」

「宇宙人の存在にデス。無人砲台から受け取るデータは本物ですカラ。しかし今はそれどころではありまセン」

「通商連合の部隊が地球まで到達すれば、嫌いやでも気付かれてしまいますからね」

「それより名取クン、大丈夫デスカ？　戦いが始まってから寝ねてないのでショウ？」

　名取は胸を張った。

「はっはっは、任せてください。こういう時のための超ちよう持久能力です。パソコンの前に座っているだけですし、甘いものさえ補ほ充じゆうを続けていれば、脳が疲ひ弊へいすることもありません」

「傍はたから見ればネトゲ廃人デスネ。教師としてご両親に申し訳ないデス」

「これも地球のためですよ。ちなみに僕の場合、一番効率がいい糖分補給はプリンだということが分かりました。プリンならバケツ一いつ杯ぱい分でも食べられます」

「わかりました、では名取クンの部屋にプリンを届けまショウ」

　カミラ先生の言葉が終わって、数分しないうちに、名取の部屋の押し入れの中からリトルグレイの声がした。

「いーぐるー！」

「おっ！　届いたみたいだな……」

　名取は、ごそごそと机の前を離はなれ、押し入れを開けた。

　そこにあったのは、ズラリと並んだポリバケツだった。それも、黄色い液体のようなものがなみなみと注がれている。

「なんだ？　このバケツは……」

　押し入れの中に顔を突つっ込んだ名取の鼻を、甘いバニラの香かおりが包んだ。

「プリンかよ！　これ、全部！」

　名取はしばらくあっけにとられたように、バケツプリンを見つめていたが、やがて、にやり、と不敵な笑いを浮うかべた。

「ようし、やってやるぜ！」

　一番手前のポリバケツを持ちあげた名取は、それを抱かかえ込んで椅い子すに座った。

　スプーンを無造作にプリンの中に突っ込むと、ものすごい勢いでプリンを喉のどに流し込み始めた。

「うぉおおおお！　効くぞ効くぞ！　この甘さと卵のタンパク質が脳にびんびんと来やがる！　プリンがある限り僕は無敵だァ！」

　バケツプリンで名取が英気を養っていた頃ころ。

　土星空域には、第四波が姿を現し始めていた。

　この第四波からは、無人戦せん闘とう艇てい以外の機体も出現していた。

　それは先せん端たん部が大きく広がった傘かさのような形になっている宇宙船で、無人戦闘艇の倍近いサイズがあった。

『なんか妙みような形の敵が出てきたぞ』

『キノコ……いや、クラゲだな。無人戦闘艇を守るように前に出てきてる』

『射程に入った！　砲ほう撃げき開始！』

　弾だん幕まくがクラゲ型宇宙船に集中する。

『見たか！　全ぜん弾だん命中……ぅう？』

　弾幕の爆ばく発はつが消えると、無傷のクラゲ型宇宙船が姿を現した。クラゲの傘部分の防ぼう御ぎよシールドが、オレンジ色に淡あわく発光している。

『弾幕が防がれた！』

『逃にげろ、反はん撃げきが……反撃が来ない？』

『どうやら防御シールドに特化した宇宙船だな』

　プレイヤーによってすぐにシールド艦かんと名付けられたその機体は、武装はないが、弾幕に耐たえる防御シールドを展開できる。弾幕の雨に傘をさすようにして、本隊を前進させるのだ。

『シールド艦だ。だいたい予測の範はん囲い内だな』

『弾幕当て続けたら潰つぶせた。どうやら無限にシールドを張っていられるわけじゃないらしい』

『それも想定の内だな。とはいえ、シールド消えるまで撃うちまくるのも芸がない』

『ならば……ボムの出番だな』

　ボムと名付けられたのは、土星のリングから採取した氷の塊かたまりである。レンリが大量に買い込んだ無人砲台の中には不良品も相当数あった。そこから、ジェネレーターだけ使えるものを取り出して氷の塊にとりつけたのだ。

『行けー！　体当たりだー！』

　突っ込んでいくボムに向かって、敵の攻こう撃げきが集中する。だが、本体のほとんどが氷の塊のボムは、命中した場所が蒸発するものの、ジェネレーターさえ破は壊かいされなければひたすら突き進む。

　広大な宇宙ではカケラのような氷の塊だが、実際は直径百メートルで五十万トンもの大質量である。それが光速の三十パーセントという速度で体当たりしてくるのだ。当たれば、いかなシールド艦といえどもスクラップになる。

　エネルギー弾幕であれば、シールドが破壊されて命中しても誘ゆう爆ばくしない限りクラゲの形を保ったままだが、大型タンカーほどもある大質量がぶつかれば、一いつ瞬しゆんで粉みじんになる。海辺に打ち上げられたクラゲをバットで粉ふん砕さいするようなものである。

『体当たり成功！』

『見たか、質量兵器の恐おそろしさを！』

　ボムには限りがあり、また百発百中とはいかなかったが、シールド艦が破壊された場所を足がかりに弾幕を集中させると、シールドの後ろに集まっていただけに敵の無人戦闘艇の被ひ害がいは甚じん大だいなものとなった。かといって、弾幕を避よけるために薄うすく広がってはシールドが届かず餌え食じきとなる。

　こうして第四波は土星軌き道どうの防衛ラインで食い止められたのだが──

『報告があります。用意していたボムが尽つきました』

『ですよね～』

『突とつ破ぱされたらいくらボムを温存されても無意味だからな。こいつはしょうがない』

『ボムの追加生産は可能か？』

『ボムはもともと課金アイテムだ。課金されてない今回は、初期アイテムで用意されてるのがなくなったら終わりだな』

　戦いが終わった後、プレイヤー同士のメッセージがボイスチャットで飛び交かう。もちろん、現実にはボムを追加生産しようにも、ジェネレーターがないので不可能なのだが。

「いや、驚おどろいたな。まさかここまで思い切り良く、ボムを使い切るとは」

　敵の第四波が壊かい滅めつした後、レンリはそう講評した。

「参加しているのは、ほとんどがこれをゲームだと思ってるプレイヤーですからね。これが実戦で、負けたら地球が危ないって分かっていたら、皆みなボムの使い惜おしみをしてたはずです」

「防衛委員の連中も、平気でボムを使っていたじゃないか」

「ああ……彼らはノリでやっていますから。それに明石の万マル能チア解ナラ析イズがありますからね」

　明石博ひろ士しの万マル能チア解ナラ析イズは敵の陣じん形けいの弱い場所を見み抜ぬくのにも使える。その指示に従って、防衛委員は効果的にボムを投入し、成果を上げていた。

　ちなみに名取はグランドマスターとして全体の指揮を執とるのに忙いそがしく、自分ではボムを撃っていない。

「無人砲ほう台だいも、過半がやられてしまいました。土星軌道の第二防衛線ではこれ以上戦えませんね。生き残った砲台を第三防衛線に引き上げます」

「それがいいだろう。砲台の回収と再配置は我がメトセラ傭よう兵へい団の作業艇ていで行う」

「すみませんが、お願いします。それで、次の敵の第五波ですが、どうなるか予測できますか？」

「シールド艦が出てきたってことは、通商連合の中間管理職あたりが決断したんだろう。戦術ＡＩがこちらの戦力を分ぶん析せきして、地球攻こう略りやくに必要な追加の艦かん艇ていを要求したんだろうな。戦せん艦かんとか、駆く逐ちく艦かんとか。シールド艦ってのは、その中で一番安い艦だ」

「本当に戦力の逐ちく次じ投入なんですね」

「安い艦で負けた場合でも言い訳はできるが、高い艦を投入すれば勝っても投資家に責められたら言い訳できないからな」

「なら、次は……駆逐艦ですか？」

「そうだ。こちらが無人砲台オンリーの編制なのはすでに敵ＡＩに読まれている。なら、無人砲台の天敵の駆逐艦だ。無人の駆逐艦なら、それほど高くない」

　地球の海戦の歴史での駆逐艦という艦種は、『魚ぎよ雷らい艇ていを駆く逐ちくする艦』として発達した。魚雷艇の標的は戦艦であるから、駆逐艦は護ご衛えい艦かんの一種である。宇宙での駆逐艦も、戦艦を護衛し、戦艦に近づく『ミサイルや戦せん闘とう艇を駆逐する艦』として発達している。機動力があり、砲ほう数すうが多く、無人砲台では相あい性しようが悪い。

「駆逐艦ですか。ということは……お願いしなきゃいけませんね」

「アホ王子とはいえ、宇宙戦艦を持っているのは大きいからな。気が乗らないのか？」

「ええ。今までは敵も味方も無人でしたから。でも、ホルディナンド王子の戦艦は有人ですよね」

「乗員は、アホ王子とメイド、執しつ事じの三人だけだがな。ウェルダース型大型戦艦は今となっては旧式で、本来なら軌道公園に飾かざるような記念艦だ。軍人が乗らなくても動くよう、ロボット制せい御ぎよになっている」

「そんなので大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「旧式でも戦艦なのは間ま違ちがいない。駆逐艦程度の砲ほう撃げきなら、シールドの色さえ変わらないだろうよ」




「なに？　いよいよ出番か！　よし！」

　月軌道で待機していたウェルダース型戦艦の中で、出しゆつ撃げき命令を受けたホルディナンド王子は、実に嬉うれしそうにうなずいた。

「ご主人様はお気楽極ごく楽らくでよろしいですこと」

　メイドのポーラルリッヒは大きく溜ため息いきをついた。

「まあ、これでこそ我らが主人だ。

　ポーラルリッヒは、先代の皇こう帝ていがわざわざ百九十九番目のホルディナンド王子にウェルダース型戦艦のオリジナルを渡わたした理由を知っているかね？」

「いえ、存じ上げませんが？」

「ホルディナンド王子の百九十八人の兄王子や姉王女はいずれも立派な方々だ。常識をわきまえ、公務に熱心。誰だれが次の皇帝になったとしても、アルマゲドン帝てい国こくは問題なく……衰すい退たいするだろう」

　予想外のブリッツの言葉に、ポーラルリッヒは目を見開いた。

「え？」

「アルマゲドン帝国はいつか来る最終戦争に勝ち抜ぬくための国家だ。だが、気が付いてみれば最終戦争が来る前に経済的に立ちゆかなくなってきている。

　戦争をしても、利益より損の方が大きいのだから当然だな。今のアルマゲドン帝国の体制を打破し、新しいアルマゲドン帝国を作り上げるには、お行ぎよう儀ぎの良い、他人の言うことを聞くような王子や王女ではダメだ。

　そんな王子や王女では、帝国を支配している旧体制の言うことに従ってしまう。先代の皇帝陛下はそうお考えになったのだ」

「ご主人様は違ちがうと？」

「考えてみろ。海のものとも山のものとも知れない思念臨界反応を持つ原住民の少女を捕つかまえるために、わざわざ地球のような辺境の星に来るような王子は、ホルディナンド様だけだ」

「それは単に考えなしのおバカ、と言うのでは？　それで勘かん当どうされてしまったわけですし」

「そうとも言う」

　ブリッツは大おお真ま面じ目めにうなずいた。

「だが、地球に来てからの苦労は、ホルディナンド様を大きく成長させている。私は期待しているのだよ、ポーラルリッヒ。

　失敗し、それを挽ばん回かいしていく成長を繰くり返すことで、ホルディナンド様がいずれアルマゲドン帝国を立て直すほどの人物になることを。お前はどうだ？」

「私は……」

　ポーラルリッヒは、後ろを振ふり返った。得意満面な少年が艦かん長ちよう席にふんぞり返っている。それを見るポーラルリッヒの瞳ひとみに、柔やわらかい色が浮うかぶ。

「私は、ご主人様が成長せず、原住民にアホ王子と呼ばれるままであってもかまいません。ご主人様が優すぐれているから忠誠を誓ちかうメイドでは、メイド道に反します。

　たとえどれだけアホでもバカでも、主人であれば忠誠を誓うのが正しいメイドであります。もっとも……ご主人様が成長なさることに、私は疑いを抱いだいておりませんが」

「うむ、執事として私も同感だな」

「おいお前たち！　何をしている、最大戦速だ！　木星軌き道どうへ進出して、通商連合の侵しん攻こうを食い止めるぞ！」

　二人のおしゃべりに割り込む形で、ホルディナンド王子が声を張り上げる。

　ポーラルリッヒとブリッツは顔を見合わせて微び笑しようを交かわした。

「了りよう解かいしました！　ウェルダース・オリジナル、発進いたします！」

　ウェルダース型戦せん艦かんは、青白い噴ふん射しや炎えんを吹ふき上げ、月軌道を離はなれ外がい惑わく星せい方面へと向かった。
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　土星軌道に第五波の襲しゆう来らいがあったのは、日本時間で午後十時過ぎ。ネットゲームの参加者がもっとも活気づく時間帯である。

　第五派に新たな敵艦種がいることは、長ちよう距きよ離りセンサーでもすぐに分かった。

『これ、センサーの故障じゃないのか。第四波に比べて、五倍以上のエネルギーゲインがあるなんて』

『そのくせ数は減ってる。二千から三千ってとこかな』

『故障でなきゃ、新しい敵だな。大きさや質量は分かるか？』

『正確には分からないが、大きさはざっと二倍。質量は八倍ってところか』

『よし、土星軌道には、まだ少数の生き残り部隊がいるよな？　そいつでひと当たりしてみよう。威い力りよく偵てい察さつだ』

『偵察なら任せるでござるよー、ニンニン！』

『まて、俺にもやらせろ』

　ゲーマーというものは初めて見る敵にはワクワクするものだ。自分たちの攻こう撃げきが通用するか、相手の反はん撃げきはどのくらいか。自分は安全な場所にいるからこそ、スリルだけを楽しむことができる。

　だが、結果は予想を遥はるかに超こえていた。

　銀色に輝かがやく細長いシルエットの敵は、砲ほう台だいが弾だん幕まくを放つや間かん髪はつを容いれずに向きを変えてダッシュ。かわされた弾幕はそのまま虚こ空くうへと消えていった。

『なんじゃ、ありゃ？　サンマか？』

『今、一いつ瞬しゆんだけど、弾幕より速く移動しなかったか？』

『銀色のくせに、通常の三倍は速い！』

『空気抵てい抗こうがない真空の宇宙だから、増えた重量よりも多くのエネルギーを移動力に回せば機動力で戦せん闘とう艇を上回るわけだな』

『分ぶん析せきは後にして、撃うて撃て！　せめて一発は当てて防ぼう御ぎよ力だけでも確かく認にんしないと！』

　だが、銀色の宇宙艦かんの群れは弾幕をひらりひらりと回かい避ひしながら距きよ離りを一気に詰つめる。

　一瞬の交差軌道。第五波の敵部隊はそのまま木星軌道へと飛び去っていく。

『やられた！　このサンマ、手ごわいぞ！』

『こっちもだ！』

『俺もだ。生き残りはいるか？』

『……ダメだ。全ぜん滅めつだ』

　ただの一度の交差軌道で、土星防衛ラインの生き残り部隊は全滅していた。戦闘空域から離れた場所で観測していたメトセラ傭よう兵へい団からデータを受け取ったレンリが、がりがりと頭をかく。

「やっぱり駆く逐ちく艦かんだ。シェーン銀河軍事年ねん鑑かんでデータを照合してみたが、前の大戦の初期に活かつ躍やくした艦かん隊たい護衛用駆逐艦だな。光子魚ぎよ雷らいを腹に抱かかえて大型艦に肉にく薄はくする魚ぎよ雷らい戦せん闘とう艇ていや大型攻撃機を迎げい撃げきする艦だ。無人砲台にとっては天敵だぞ」

　土星防衛ラインの砲台が手も足も出ずに全滅したことは、ゲーム参加者に衝しよう撃げきを与あたえた。レンリがゲーム用に単純化した敵のデータを流すと、時間帯のおかげもあって、暇ひまな学生だけでなく社会人も参加しての作戦会議が始まった。

『サンマのようなシンプルなデザインの艦のくせに、強いな』

『弾幕より駆逐艦の速度の方が速いんだもんな。四方八方から包み込まないと、ダメだわ』

『せめてボムがあれば……いやダメか』

『ボムより速いから、取り残されるだけ。足の遅おそいシールド艦は第五波にはいないし、ボムはあっても使えないよ』

『いやー、運営も考えているな。課金システムが実装されてない以上、ここでボムでないと倒たおせない敵出しちゃゲームバランス的にダメだ』

『いや、ゲームバランスで言えばこの駆逐艦自体、すでにかなりダメなんだが』

『こっち、砲台だけだぜー？　弾幕が広がるより速い敵出されたら、どうしようもないじゃんかよー。せめて課金アイテムで弾たまの速度を二倍にするとか出してもらわないと』

　深夜の作戦会議では運営に対する不平不満も出たが、そこは廃人つわものプレイヤー。ただでは終わらない。

『しかし、防衛ラインはちょうど、木星軌道まで近づいてきている』

『ってことは、トロヤ群小しよう惑わく星せい帯の仕し掛かけが使えるわけか』

『でも、アレ使うには敵をこちらの望む場所に誘ゆう導どうしないと……お、運営からなんか連れん絡らく事じ項こうが出たぞ』

『太陽Ｓ系Ｓ防衛Ｄ軍Ｆ』公式サイトには、敵の第五波が木星軌道に到とう達たつすると同時に、運営側が制せい御ぎよする旧式戦艦が味方として登場する、という情報が掲けい載さいされていた。
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『課金アイテムらしいけど実装されてないんだからしょうがない』

『でも、どう動かすかはプレイヤー陣じん営えいで決めていいことになっているぞ。投票ボタンが出ている』

『攻撃力は小さいが、防御力はさすがだな。砲台とは桁けたが三つくらい違ちがう』

『つまり、囮おとりに使えということですね。分かります』

『なら、囮にしようぜ。沈しずめられてもそんなに惜おしくないし』

　こうして、ホルディナンド王子の知らないところで、彼と彼のウェルダース型戦せん艦かんの運命は決まってしまった。

　プレイヤーは、これをゲームだと思っていた。まさか、本当に宇宙空間に戦艦が浮うかんでいて、その中に王子たちが乗っているなどとは夢にも思っていないのだから仕方が無い。

　だが、王子たちにしてみれば、これは現実だった。

「何？　この場所に移動しろ？　なぜだ？」

　深夜の作戦会議で決定した作戦は夜明け前にプレイヤー陣営のグランドマスターである名取からホルディナンド王子へと伝えられた。

『お願いします。こちらとの連れん携けいに、その位置が一番都合がいいんです』

「ううむ……そうだな……」

　王子は言葉を濁にごした。場所はトロヤ群小惑星帯のすぐ近く。ここは木星と太陽とのバランスが取れている重力溜だまりで、小惑星が集まっている。その中に地球側の無人砲台が集まっていることは王子も知っていた。

『あの……ホルディナンド王子、私からもお願いします』

　そこへ新たな通信が入ってきた。細香である。

「おお、サヤカ！　分かった。君の願いならばそれをかなえるのが余の運命なのだろう。大船に乗った気で任せてくれたまえ」

『あ、はい。ありがとうございます！』

「なに、気にすることはない。だがお礼ならばせめて今度、ディナーでも一いつ緒しよにしてくれないかな。実は余の作った今川焼きがあるのだが……」

『はいはい、そこまで』

　割り込んだのはレンリである。

『本職の傭よう兵へいとしては、素しろ人うとの王子に死亡フラグ立てさせていちゃ、申し訳ないからね』

「いや、余は別に……」

『いいから、いいから。もうすぐ敵が来るよ』

　強制的に通信をカットされ、王子はしばし不満顔だったが、気を取り直して戦艦を指定された位置へと進める。

「や、これは……？」

　その場所に疑問を感じたのは、戦場経験の長いブリッツだった。

「どうした、ブリッツ？」

「この場所ですが、無人砲ほう台だいの射程の外です」

「外？　無人砲台からの弾が届かないというのか？」

「はい。無人砲台は後方の小惑星帯の中にいますが、そこからの距きよ離りは射程の約二倍。ここまでは届きません」

「そういうものなのか？」

「エネルギー弾だんですから、弾に込められたエネルギーがそのまま射程になります」

「では、我々はここで何をするのだ？」

「それも不思議なのですが、与あたえられた任務は照準です。敵の駆く逐ちく艦かんがやってきたら、照準用の観測データを後方の砲台に送るように指示されています」

「つまり、その照準データに従って砲台が撃うってきても、射程外だから届かない、ということか？」

「理論上は弾にエネルギーを二倍以上込めれば届きますが……そんなことをすれば、過熱で砲台は吹ふき飛びます」

「むむむ」

　王子とブリッツが二人で腕うでを組んで首をひねっていると、ポーラルリッヒが口をはさんだ。

「ならば、砲台を冷やしながら撃つのではありませんか？」

「そうか、それなら──」

「どういうことだ？」

　なおも得心がいかない王子が説明を求めるが、ちょうどその時に敵の第五波が到とう着ちやくし、話はそれまでとなった。

　通商連合の駆逐艦は、ホルディナンド王子の宇宙戦艦を即そく座ざに敵と認にん定てい。周囲を取り囲むように布ふ陣じんし、攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

「ええい！　この！　うろちょろと！」

　ウェルダース型大型戦せん艦かんはアルマゲドン帝てい国こくの建国以来の艦かん齢れいを持つ旧式戦艦である。無人とはいえ機動力のある駆逐艦に取り囲まれては分が悪い。

「こちらの攻撃が全然当たらないではないか！」

　ブリッツやポーラルリッヒが主しゆ砲ほうの照準をつけても、駆逐艦が素す早ばやく機動して位置を変えるため、砲ほう撃げきした時にはすでに別の場所へと移動している。

　逆に駆逐艦の攻撃は、面おも白しろいように宇宙戦艦に命中する。が、こちらも威い力りよく不足でシールドを撃ち抜ぬけない。

　千せん日にち手てのような戦いは、だが、じりじりと宇宙戦艦の側に不利に傾かたむいていった。透とう明めいな防ぼう御ぎよシールドが、駆逐艦の砲撃エネルギーを吸収していくことで、次し第だいに発光を始める。最初は薄うすいオレンジ色。そして黄色に、緑色に、青色にと変化していくにつれ、輝かがやきが強くなっていく。シールドが過か負ふ荷かへと近づいてきているのだ。

「ご主人様、危険です。撤てつ退たいを！」

「ぬぬぬぬ」

　ポーラルリッヒの進言に、王子は歯がみして悔くやしがる。その間も、宇宙戦艦の観測機器から得られた情報は、後方のトロヤ群小しよう惑わく星せい帯に隠かくれた砲台へと伝えられている。

　防御シールドが直視できないほど強く輝きはじめる。

「しかたない、ここは──」

『だめです！』

　そこへ通信が入った。名取からである。

『王子、あと少しの間、動かないでください！』

「いや、そう言われてもシールドが限界だ」

『動くと当たります！　砲撃開始！』

「何だと？」

　顔を上げた王子の耳に名取の声が響ひびいた。

『──着ちや弾くだん、今！』

　その瞬しゆん間かん。

　王子の視界が真っ白な閃せん光こうで満たされた。

　その閃光の光源は一つでは無かった。

　宇宙戦艦を取り囲んでいた駆逐艦が次々にはじけ、強い閃光を放つ光の球体に変わっていった。駆逐艦のシールドは、色が変わる暇ひまもなかった。一いつ瞬しゆんで過負荷になり、回かい避ひする余よ裕ゆうもなく爆ばく発はつしたのである。

　続いて二隻せき、三隻、四隻。

　何があったのか、王子が理解する前に、宇宙戦艦を包囲していた通商連合の駆逐艦は次々と連れん鎖さ反応を起こしたかのように爆発していった。

　そして、閃光が消えた宇宙空間には、駆逐艦であったものの残ざん骸がいと、高温の中でガス化してしまった金属だけが漂ただよっていた。

「……どういうことだ？　何があった！」

　戦艦のブリッジで、茫ぼう然ぜんとたたずむ王子と同じセリフを、学校の電算機ルームでパソコンにかじりついていた春日小春がつぶやいた。

「ほやー。今のはどういうことやー？」

　明石が笑いながら答えた。

「元はと言えば、春日先せん輩ぱいのアイディアですよ」

「うちの？」

　明石の言葉に、春日は目を白黒させる。

「ほら、初日に砲ほう台だいがいつまでも連射できないのは冷れい却きやくが難しいから、って言ったじゃないですか」

「そやな、魔ま法ほう瓶びんやったな」

「はい。魔法瓶は中が真空になっていて熱を逃にがさないんですが、蓋ふたを開けて外とつながっていたら冷えちゃうんですよ。つまり、砲台も小惑星のように冷たいものに触ふれて、そっちに余分の熱を移すことができたら、いつまでも連射できるわけです」

「なるほどー」

　本当はさっぱり分からないが、ここはうなずいておこう……という顔で春日はうんうんとうなずく。

「今回は、実際には連射じゃなくて、砲ほう弾だん一発のエネルギーを高めて砲撃したわけです。相手の探知距きよ離りの外からの狙そ撃げきみたいなものです。問題だったのは、相手の機動力が高いから照準がつけられないってことです。だから、敵の位置データが重要だったわけで。それをアホ王子の宇宙戦艦にお願いしたんです」

「頭ええなあ、明石君は。あ、でもな一つだけエエか？」

「はい？」

　春日小春は、珍めずらしくやや厳しい顔になった。

「王子はよう頑がん張ばったんやから、アホ王子はもう止やめにしたらなあかん。失礼や」

「あ、そうですね。すみませんでした」

「うん。これからは、ちゃんとホル……ホル……ホルナンヤネン王子と名前で呼んでやらんとな」

「それを言うなら、ホルディナンド王子です、春日先輩」

　冷静にツッコミを入れたのはいつものように、摩耶瑞樹だった。
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　名取の活かつ躍やくと、世界中に散らばったＰＣプレイヤーと、携けい帯たい用ゲーム機に落としたソフトを使いこなすプレイヤーたちによって、無人戦せん闘とう艇ていは次々に撃げき破はされていた。

　だが、木星軌き道どう上にまで迫せまったこの戦いは、惑わく星せいサイズの光学迷めい彩さいスクリーンに包まれた地球上では見えない。

　誰だれもが、この戦いをゲームの中で起こっている仮想現実の物語だと信じていた。

　木星軌道上で行われた敵駆く逐ちく艦かんの撃破が終わったあと、通商連合の動きはぴたりと止まった。

「この動きをどう見ますか？」

　中央指揮室に立つ健吾が聞くと、レンリはしばらく無言のままメインモニターを見つめていた。

　そして、ふう、と小さく息を吐つくと、にやっと笑った。

「通商連合の管理部門は、まだこれといった動きを見せていない。おそらく今までに掛かかったコストを集計しているのだろう。通商連合が動くとしたら、この数字が上層部に上がってからだ。営業部の会議の結果待ちだね」

「会議待ちってことは……その会議の結果次し第だいでは……」

「そう。通商連合が、これ以上コストを掛けられない、と判断した時点で、お前たちの勝ちだ。あの駆逐艦が損益分岐点になっているかどうか、だな」

　健吾は、祈いのるような思いでメインモニターを見上げた。

　──頼たのむ、あきらめてくれ！　お前らがあきらめれば、すべてはここで終わるんだ！

「相手がお役所仕事のような硬こう直ちよくした動きをしてくれるので、本当に助かるな。

　やつらの結論が出るまで、こっちも一休みだ。今のうちに補給とメンテナンスをやっておこう。特に名取を休ませてやったほうがいい。いかに『超ちよう持久』の能力があるとはいえ、百時間近く寝ねてないってのは、体に悪い」

「そうですね……」

　レンリと健吾の会話を聞いていたのだろう、名取が割り込んできた。

『いえ、心配していただかなくても結構です。私の能力をもってすれば、一週間や十日の徹てつ夜やなど朝飯前！　蚊かに刺さされたほどのダメージもありません！　現にこの私、この五日間パソコンの前から一歩も動いておりません！』

「おい、ちょっと待て名取。お前、パソコンの前から動いてないって……食事やトイレ、風ふ呂ろなんかどうしているんだ？」

『食事は、リトルグレイさんたちがスーパーハイカロリーバケツプリンを届けてくれますので、一いつ切さい問題なし！　なんとこのプリン、消化吸収率が化け物のように高いので、排はい泄せつする必要がないのです。ですからトイレに行かなくても無問題！　さすがに水分を取りますから小の方の排泄はありますが、それはペットボトルで処理しております』

「風呂は？」

『当然、入っておりません、はっはっはっ』

　名取の返事を聞いた、防衛委員の女性陣じんからブーイングの嵐あらしが巻き起こった。

『名取君、不潔！』

『シャワーぐらい浴びてください！』

『えんがちょやでー』

「敵が動くまでしばらく時間があるみたいだ、せめてシャワーぐらいは浴びて来い」

　健吾が苦笑いを浮うかべて言った、そのとき。

　サブウィンドウに映った名取の顔の後ろで何かが動いた。

　それと同時に、聞き覚えのある声が健吾のインカムに流れた。

『道みち昭あき！　あんた、いったい何をやっているのよ！　部屋に閉じこもったきりご飯にもお風呂にも出て来ないから、ご両親が心配してるわよ！』

『え？　あ、うわわわわ、初恵ねーちゃん！　なんでここに！』

　そう、それは健吾の天敵。上所中学校生徒会長、衣笠初恵の声だった。

　──なんで初恵が、名取の部屋に？

　健吾が疑問に思うより早く、名取の顔の後ろに初恵の顔が映った。

　ノートパソコンに取り付けられているウェブカメラを覗のぞき込んだ初恵の顔がアップになる。

『なにこれ？　ゲーム？』

『なんでもいいよ、初恵姉ちゃんには関係ないだろう！』

『何言ってるのよ、あんたと私の間には従姉弟いとこって関係があるでしょうが！　まったくもう、こんなくだらないゲームなんかやってないで、もっと健全な夏休みを過ごしなさい！』

　初恵の言葉を聞いた健吾は驚おどろいた。

「え？　名取と初恵って、親しん戚せきだったの？」

『あ、そういえば、聞いたことがあったわね』

『みんな、この上所地区の子だから、本家だ分家だって、結構多いんですよね』

　モニターに映った初恵は、名取のパソコンの画面に映っている健吾に気がついたようだった。

『あれ？　なんで、最上くんがこんなところに映ってるの？』

　ゲーム配信画面に映るときの健吾の顔は、ＣＧでアニメ調の渋しぶいお爺じいさん顔の総司令官に加工されているが、仲間内のリンクでは加工されていないので、そのままなのだ。

「えーと、実は今、名取とゲームをやっていて……」

　健吾がそこまで言ったとき、初恵の表情が変わった。

『動いた！　なにこれ、ライブなの？　ってことは、私の顔も最上くんに見えているってこと？』

『ビデオチャットだから、見えてるに決まっているじゃないか！　どいてくれよ初恵姉ちゃん！　僕は今いそがしいんだ！　この戦いに地球の運命がかかっているんだ！』

　画面の横から名取の声が聞こえる。

　初恵は、パソコンのウェブカメラをのぞき込んで言った。

『どうやら道昭をゲームに引きずり込んだ張本人は最上くんね？　聞こえているんでしょ！　あんた、いいかげんにしなさい！　前ぜん途とある若者をゲーム廃はい人じんにするつもり？』

『初恵姉ちゃん、違ちがうんだって！』

『あんたは黙だまってなさい！』

　画面の外に向かって咆ほえたあとで、初恵は健吾に向き直った。

『夏休みに入ったとたん、引きこもりになって朝から晩までゲームゲーム。後こう輩はいをこんな不健康な環かん境きように引きずり込んで、恥はずかしくないの？　なんとか言ったらどう？』

「あ、いや、それは違うんだ。これは製作中のゲームで、名取はこのゲームのテストプレイをやっているんだ。これは遊んでいるんじゃなくて、仕事……そう、一種のアルバイトなんだ！」

　だが、モニターに映った初恵は眉まゆをひそめるだけだった。

『なによ、何言ってるのか全然聞こえないわよ。とにかく、道昭にこんな生活を続けさせるわけにはいきません、もうゲームをさせません！　いいですね！』

「聞こえない？　あ、そうか音声はインカムで流れているんだ！」

　健吾は、あわてて身ぶり手ぶりで、インカムを使うように呼びかけたが、初恵はもうこっちを見ていなかった。

　初恵の言葉を聞いていたレンリが舌打ちをした。

「マズいな……名取は重要な前線指揮官だ。今、あいつにいなくなられたら防衛ラインを維い持じできなくなる！」

「どうしましょう？」

　健吾はカミラ先生を見た。

「うーん、仕方ありませんデスね。こうなれば、彼女にも真実を見せるしかありマセンね。この中央指揮室に彼女を連れてきましょう」

「生徒会長をですか？」

　健吾が驚くのも当然である。現実と常識だけしか信じない初恵を、こんなところにつれてきたら腰こしを抜ぬかすだろう。いや、腰を抜かすだけならまだいい。気を失うかもしれない。

　だが健吾は、カミラ先生の顔に浮うかぶ余よ裕ゆうに気がついた。

　──そうか、いざとなれば記き憶おくや心理を操作できるんだ。もし生徒会長が錯さく乱らんしてもなんとかなる。

　健吾が、ほっとするより早く、カミラ先生が言った。

「……というわけで、健吾クンは、すぐに超ちよう空間ゲートを使って、名取クンの部屋に行って衣笠サンを連れてきてくだサイ」

「え？　ええっ？　僕がですか？」

「ソウデス。健吾クンが迎むかえに行けば、きっと衣笠サンもおとなしくついてきてくれるでショウ」

「とてもおとなしく言うことを聞いてくれるとは思えないんですが……」

「心配いりません。リトルグレイさんにもお手伝いしてもらいマス。おとなしくならなければ、おとなしくしてしまえばいいのデス」

　カミラ先生は微笑ほほえんだまま、さらっと怖こわいことを言うと、健吾に向かって超空間ゲートを指差した。

「通商連合が動いていない今がチャンスです、さあ急いでくだサイ！」

「わかりました」

　健吾は、小さくため息をつくと、超空間ゲートに向かった。




　そのころ、名取の部屋では、初恵が名取と言い争いを続けていた。

「さあ、早くパソコンのスイッチを切って、部屋を出なさい！　こんな不健康な生活はさっさとやめて、真人間に戻もどるのよ！　明日の朝、叔お父じさんが車で迎えに来るから、それまでにちゃんとお風ふ呂ろに入って髪かみを切りなさい、いいわね！」

「え？　おじさんが迎えに来るってどういうこと？　何の話？」

　初恵はにっこり笑って言った。

「あなたが引きこもって部屋から出て来ない、どうしよう、というご両親の相談を受けて、親族会議が開かれたの。それでね、本家の叔父さんが、『わしの知り合いがいる松本の山の中にある禅ぜん宗しゆうのお寺で修しゆ行ぎようさせればいい』、と言い出して、ご両親も親族もみんな、それがいいそれがいい、という話になったの。というわけで、あなたは明日から名取道昭ではなく、『珍ちん念ねん』という名前で呼ばれ、その禅ぜん寺でらで一カ月間、座ざ禅ぜんと読ど経きようで自分と向き合う修行をするのよ」

「なっ、なんだよそれ!?　冗じよう談だんじゃない！　僕は地球を守るために戦わなくちゃならないんだ！　禅寺で修行なんかしている暇ひまはない！　僕は地球の未来を背負っているんだ！」

「はいはい、ゲームの話はもういいから」

「ゲームじゃない！　現実のことなんだ！　地球は通商連合というエイリアンに侵しん略りやくを受けているんだ！　カミラ先生やレンリさんは、地球を守る側のエイリアンで、僕たちの味方になってくれて、このゲームで使う防ぼう御ぎよ砲ほう台だいは、木星軌き道どう上に展開している無人砲台とリンクしているんだ！　その地球防衛の総指令官が、最上先せん輩ぱいなんだ！」

　初恵は、かわいそうな子を見るような目でつぶやいた。

「一いつ般ぱん社会と途と絶ぜつした環かん境きようでゲームを続けていると、ゲームの中と現実社会の価値観の区別がつかなくなってくるって聞いたけど……本当なのね」

「違ちがうよ、初恵姉ちゃん！　これが現実なんだよ！　地球人には見えないようにしているだけで、宇宙全体から見れば僕の言っていることが真実で常識なんだ！」

　初恵は、名取の顔をじっと見つめた後で、しみじみとつぶやいた。

「……すごいわね、最上くんって。人間をここまで心しん酔すいさせて、洗脳できるなんて。そんなカリスマ性があるようには、ぜんぜん見えないんだけどなあ」

「先輩を馬ば鹿かにするな！」

「馬鹿にしてなんかいないわ、その逆よ！　私、最上くんはすごいって思ってるんだから。勉強もできるし、決断力はあるし。あの変な中二病発言さえなければ……」

「中二病発言がなければ？」

「……カッコイイかなあって……え？」

　思わず口に出した後で、今のが名取の声では無いことに気がついた初恵は、目を見開いた。

「え？」

　振ふり向いた初恵の前に、ちょっと困ったような照れたような顔で微笑む健吾の姿があった。

　いきなり現れた健吾を見て、初恵は混乱した。

「え？　あ？」

「最上先輩！」

　名取は、ゾンビの大軍に囲まれたホームセンターの屋上で、救出に来たヘリを見るような目で健吾を見上げた。

「助けに来たぞ！　もう安心だ！」

「ちょっと！　助けに来たって、あんたいったいどこから現れたのよ！」

「そんなことはどうでもいい。君に話がある、僕と一いつ緒しよに来てくれ」

「え？　一緒に行くって、どこに？」

「そこの押し入れの中だ！」

「へ？」

　初恵の目がまん丸になった。

「あ、あんた、私を押し入れに連れ込んで何をするつもり!?　ひ、人を呼ぶわよ！」

「そうか、じゃあ、僕も呼ぼう」

　健吾は、そう言うと、押し入れに向かって叫さけんだ。

「いーぐるー！」

『いーぐるー！』

　カン高い声が返ってくるのと同時に、リトルグレイたちが押し入れの中からわらわらと姿を現した。

「キャ……」

　初恵が悲鳴を上げかけたところに、リトルグレイが青色の光線を浴びせると、初恵は悲鳴を上げる寸前の姿勢で、青く光る被ひ膜まくに覆おおわれるようにその場に固まった。

「いーぐるー」

「いーぐるー」

　青い光で包まれたマネキンのようになった初恵を担かついで、リトルグレイたちが押し入れに運び込んで行く。

「初恵姉ちゃん！」

　心配そうな声を上げた名取に、健吾はうなずいて見せた。

「安心しろ、暴れられないように生徒会長の周囲を停てい滞たいフィールドで覆ったんだ。あのままレンリ姉ちゃんのところに運び込む。すぐに戻って来る」

「は、はい……でも……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、カミラ先生を信じろ！」

　健吾はそう言うと、名取の肩かたを、ポン、と叩たたいた。




　リトルグレイに担がれた初恵を連れてレンリの中央指揮室に戻もどってきた健吾を、カミラ先生は、ニコニコ笑いながら出で迎むかえた。

「はい御ご苦く労ろう様さまデスネ。後は私に任せて下さい」

「生徒会長をどうするんですか？　記き憶おくを改ざんするとか言っていましたけど……」

「昔の記憶コントロールは『斧ハ斬ツりキ処ン置グ』とか言われて、けっこう荒あらっぽかったんですけど、今の記憶心理操作は、全くシームレスに処置できますから大丈夫ですヨ。

　それに、今回の衣笠サンへの処置は、記憶ではなく心理的な抑よく圧あつを一時的に取り去るという方法デス。固定観念に柔じゆう軟なんさを与あたえて『そんなことはありえない！』ではなく『そんなこともあるかもしれない！』と考えるようにするのデス」

「急に性格が変わったら、変に思われませんか？」

「名取クンの邪じや魔まをしないように、固定観念を変えるのはこの戦いの間だけデスヨ。固定観念を変えている最中の記憶は残りますけど、夢だと思い込むようにセットしますから大丈夫デス。処置はすぐに終わりますからネ」

　カミラ先生は、ニコニコ笑いながらそう言うと、マネキン状態の初恵と一緒に指揮室を出て行った。

　健吾はモニターに映っている名取に呼びかけた。

「生徒会長は大丈夫だ、カミラ先生が何とかしてくれる」

『お願いします！　禅ぜん寺でらで修しゆ行ぎようなんてまっぴらごめんですから！』

「お前が何を言っても説得力が無いけど、生徒会長がこっちの味方になってくれて、お前のご両親と親しん戚せきを説得してくれれば、禅寺で修行しないでも済むだろう。生徒会長が戻ったら、ちゃんと頭下げて、風ふ呂ろに入って来い！」

『でも、もし、その間に通商連合が攻せめてきたら……』

　名取の言葉を聞いていた、他ほかの防衛委員たちが答えた。

『安心して、名取君がお風呂に入っている間くらいの時間なら、私たちで何とかするから！』

『名取先せん輩ぱいの指揮方法と思考パターンを、戦術ＡＩが学習していますから、基本的な戦い方をトレスすることは可能です！』

『そうやで、うちらがおるけんな～ちゃんとお風呂入ってキレイキレイにしときや～』

　そのとき、カミラ先生の声がした。

「ハーイ、新しいお友達を紹しよう介かいしますデスネ。衣笠初恵サンです。皆みなさんよくご存知の、上所中学校の生徒会長さんデスネ」

　振り向くと、そこにカミラ先生と初恵の姿があった。

　初恵の姿を見た健吾は、思わず身構えた。

　この中央指揮室の光景を見て眉まゆを逆立てた初恵が、どんなことを言うのか、想像がついたからだ。

　──映画のセット。宇宙戦争ごっこ。中学生とは思えない非常識な行い……。

　だが、健吾の予想していたそういった言葉は、何一つなかった。

　初恵は祈いのるように胸の前で両手の指を組み、崇すう拝はいするものを見るかのように、目を輝かがやかせて言った。

「地球防衛委員会の皆みな様さま、ご苦労様です！　皆様の働きは、我が上所中学校生徒会活動の誇ほこりです！」

　健吾は、カミラ先生を見て叫さけんだ。

「いったいどこまで性格改造をしたんですか！　まるっきり性格が違ちがうじゃないですか！」

「エート、実を言うと、ほとんど個性をいじっていないのデスヨ。彼女の中にあった『こうありたい』という願望が、『こうあるべきだ』になっていましたので、その呪じゆ縛ばく、というか抑よく制せいを少し緩ゆるめたダケなのデス。

　以前の彼女なら、この中央指揮室の光景を見せても『あるわけない』『ありっこない』と頑かたくなに認めなかったでしょうケド、今の彼女には『あるかもしれない』と思えるだけの余よ裕ゆうがあるのデスヨ」

　初恵は顔を赤くして下を向いた。

「ええ、自分の余裕の無さが恥はずかしいですわ。私は、より正しくありたいと思うあまり、その自分の正しさを常識という言葉にして、他人に押し付けていたのです……」
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　そして、初恵は顔を上げて、正面から健吾を見み据すえて言葉を続けた。

「しかし、真実を知った今、私がなすべきことは、皆様の応おう援えんをすること以外にありません。地球を守ること、これ、すなわち上所中学校の生徒を守ること！　これは生徒会長として当然のことなのです！」

　──あ、ホントだ。中身は変わってない。

　健吾は、カミラ先生の言葉に納なつ得とくした。

「えーと、状じよう況きようは、カミラ先生から教えてもらったと思うんだけど、かいつまんで言うと、僕たち上所中学校防衛委員会は、今、地球防衛のために戦っている。

　僕たちの応援をしてくれるなら、まず、名取の部屋に戻って、名取のご両親と親戚を説得して、禅寺修行をやめさせてきて欲しい。名取は地球防衛のために必要不可欠な存在なんだ！」

　初恵は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「うん、わかったわ！　任せて！　でも……交こう換かん条件として、最低でも道昭にお風呂に入ってもらわないと困るわね。あのまま引きこもられたら、私にもご両親を説得できないわよ」

　健吾はモニターに映っている名取を見上げた。

「……というわけだ。生徒会長がそっちに戻ったら、ご両親に頭を下げて、ちゃんと風呂に入れ、いいな？」

『はい、わかりました……』

　名取が神しん妙みように答えるのを見て、よしよし、という風にうなずいた初恵は健吾に向き直った。

「で？　道昭のご両親の説得が終わったら、次は何をすればいいの？」

「え？」

「え？　じゃないわよ。言ったでしょう？　私も応援するって……」

「それは聞いたけど……生徒会長は弾だん幕まくシューティングゲームをやったことあるの？」

「ＴＶゲーム系の経験は全くありません。でも、ボードゲームはやったことがあります。全体の状況を見て指示を与あたえることはできると思います」

「生徒会長やっているわけだから、人を使うのは慣れている……ってことか」

　健吾と初恵の会話を聞いていたレンリが、小さくうなずいた。

「最前線で砲ほう台だいをコントロールして、弾幕張って敵を撃げき墜ついする兵士のポジションには誰だれでもなれるけど、戦場全体を俯ふ瞰かん的に見て指示を出せるスキルを持っている人間は、そういないわね。それって、知識とか経験とかじゃないのよ。自分の責任において決断を下せるかどうか、責任を背負う覚かく悟ごがあるか、というメンタルな部分の素質なんだ」

　レンリの言葉を聞いていたカミラ先生が、何かに気がついたように顔の前で両手を合わせた。

「そうだ！　生徒会長の性格なら、女性上級将校の役がぴったりかもしれませんデスネ」

「え？　でも私、軍事的な知識はほとんどありませんから、そこまでは無理だと思います」

「大だい丈じよう夫ぶデスネ。女性将校そのものをやるのではアリマセン。女性将校の『役』をやる。つまり、演じるのデス。

　日本ではそうでも無いのですケド、アメリカやヨーロッパでは、タカビーな女性の上役に、上から目線でビシビシ言われるのが好きな人や、実績を上げてそういう人を見返し、屈くつ服ぷくさせるシチュエーションに萌もえる人が多いのデスヨ」

「でも、演技とかやったこともないし……」

「わざとらしく演技なんかしなくてもイイですよ。バーチャルシチュエーションを脳内にイメージとして送り込みますので、あなたの思った通りに言いたいことを言って下さい。こちらで、その言葉のエッセンスだけを採取しマス」

　カミラ先生の言葉が終わるのと同時に、初恵は生徒会室に立っていた。

　目の前には、やる気の無い生徒会役員たちがいた。

　学校行事の期日が近づいていたのに、分担された仕事に何も手をつけておらず、再三にわたって確かく認にんしたのに、「やってます」「大丈夫です」と言うだけで、具体的な報告も無く、ギリギリになって確認すると、全く手をつけておらず、それを謝るどころか「いやあ、もう間に合いませんね」とへらへら笑って答える。

　初恵は、その無責任さが許せなかった。

「何をヘラヘラ笑っているんですか！　あなたは自分に責任が無いと思っているのですか？　私は、今までに何度も聞きましたよね、大丈夫ですか？　間に合いますか？　どこまで進んでいるんですか？　と！

　そのたびごとにあなたは答えました『やってます』『大丈夫です』と。

　これのどこが大丈夫なのですか？　説明して下さい！」

「私は、あなたに目標を指示したはずです。これこれこういうことをやって下さい、と。あなたはそれを了りよう承しようした。了承した時点であなたには、目標をクリアする責任が生じたのです。

　それは、あなたの責任です。他ほかの誰の責任でもありません。その責任を誰かのせいにすることはできません」

「あなたには、それができるだけの時間があったはずです。時間だけではありません、あなたをサポートする人間もいたはずです。なのに、あなたは応援を頼たのまなかった。あなたは全部自分一人でできると思いこんでいた。

　その結果がこれです。あなたのちっぽけなプライドのために、どれほどの人が迷めい惑わくしたのか、あなたは理解していますか？」

「あなたに実力はありません、処理能力もありません。なにより、先を見通す、先を洞どう察さつする能力に欠けています。

　あなたは自分のことしか考えていない、愚おろかなうぬぼれた猿さるです。あなたの自己満足に他人を巻き込まないでください」

　自分の口から、こういった辛しん辣らつな言葉が、自分でも驚おどろくほどすらすらと出て来たことに、初恵は戸と惑まどった。

「え？　あれ？　なんでこんな……」

　カミラ先生の声が聞こえた。

「それは、声では無いのですよ。実際に口に出して話しているわけではないのデス。脳内に思い浮うかべた概がい念ねん、いわば心の声が言葉になって聞こえているのデスヨ」

　その言葉が終わるのと同時に、初恵のまわりをふわっと包むように、現実感が戻もどってきた。

「はい、メンタリティサンプルの採取は終わりました。これでバーチャルリアルのキャラクターに厚みが出ましたネ。また必要があればお願いしますので、とりあえず今日のところは名取クンのご両親と親しん戚せきの説得をお願いしますデスネ」

「は、はい……」

　初恵は、狐きつねにつままれたような表情でうなずいた。




　そして、この後三日間、通商連合の動きは完全に止まった。

「動きがありませんね……地球侵しん略りやくをあきらめてくれたのでしょうか？」

　何の反応も示さないセンサーの画面が映るメインモニターを見上げた健吾が、そうつぶやくと、パーソナルスクリーンで市場レポートを読んでいたレンリが首を振ふった。

「いや、債さい券けん化された地球の債券を含ふくむ資源化惑わく星せい債券市場に、まったく動きが無い。もし地球侵略が中止されたのなら、債券の取引価格に動きが出るはずだ。やつらはあきらめてなんかいない」

「じゃあ……」

「ああ、必ず来る。今度は本気だろう。今までは地方支社の管かん轄かつだったが、今度は本社が乗り出して来るわけだ……」

　レンリはそう言った後で、健吾の顔を見て、真しん剣けんな表情になった。

「どうやら、私は通商連合の動きを読み違ちがえていたようだ。通商連合の連中はもっと単純に損得だけで動くと思っていた。だから、やつらに損をさせるだけでいい、損益分ぶん岐き点を超こえて損が出た時点で、自動的に侵しん攻こうがストップすると考えていた。

　だが、実際にはそんな簡単な理り屈くつでは無かったようだ。やつらは損得とは違う価値観で動いている……」

「損得じゃない……というと、何ですか？」

「企き業ぎようイメージだよ。ブランドイメージというヤツだ」

「ブランドイメージ？」

「ああ、通商連合がやっている、地球のような後進惑わく星せいを勝手に資源化して金に換えるというやり方は、評議会でも何度も問題にされてきた。

　やつらがこういう商売を続けることができたのは、後進惑星の資源化が利益率が高く、先進星系の資産運用ファンドの投資先として欠かせない存在だったからだ。

　通商連合は汚よごれ仕事を引き受け、利益を生み出し、その利益は先進星系が受け取る。そういう構造が通商連合の後進惑星資源化を支えてきた。

　評議会に規制法案が提出されるたびに骨ほね抜ぬきにされてきたのは、ほかならぬ先進星系の企業や国家が、その存続を望んでいたからだ。

　言いかえれば、利益を生み続ける限り、そしてその利益が先進星系の元に送られる限り、通商連合はこのやり方を続けることができる。

　経済的に正しければ道義的にも正しい、というわけだ……つまり、もしここで地球の侵略に失敗し損失を出せば信用度が下がる。それによって先進星系の後ろ盾だてを失うと判断したのだろう」

「戦いを続ける理由が、損得ではなく、面子メンツになった、というわけですか……」

「そうだ。そして、面子で戦う連中が戦いを止やめるのは、面子が立ったときか、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされたとき。そのどちらかだけだ……」

「通商連合の面子が立つとき、それは我々が負けたとき……つまり、この戦いは、やつらをとことん叩き潰さない限り終わらないってことですね」

　レンリはうなずいた。

「次の戦いが正念場だ……希望が持てそうな要素と言えば、まず兵士の数……というか、ゲームプレイヤーの数が劇的に増えた、という点だな。この三日で五倍に増えて、まだ増え続けているそうじゃないか」

「ええ、確かに、人は確保できました。宣伝も何もしてないんですけど、例の秘書官のアバターと一いつ緒しよに戦える特別体験版が評判になって、口コミであっという間に広がったんですよ。カウント登録が集中して、入り口のサーバーに負担が掛かかって壊こわれかけたそうです。ゲームシステムはメトセラ傭よう兵へい団のコンピューターに置いてありますけど、事務処理関係は地球のシステムですからね」

　健吾とレンリの会話を聞いていたカミラ先生が、ニコニコ笑いながら話に加わった。

「そういった新規加入プレイヤーの数もすごいですけど、ベテランの廃人つわものゲーマーたちの士気も高いデスネ。昇しよう進しんして、アバターの秘書官をゲットした連中のほとんどが、二十四時間繫つなぎっぱなしの状態です。彼らはこのゲームの中に住んデマスデスヨ」

　カミラ先生の言葉を聞いた健吾は、思わず胸の中でうなずいた。

　──ゲームの中に住んでいるって言い方は、まさにその通りかもしれないな。

「あと、希望が持てそうな要素と言うと、細香ちゃんの思念臨界反応が完全に封ふうじられ、全く問題が無いということが伝えられて、銀河文明評議会の方で、通商連合の地球最適化……最適化という名前の侵略ですケド、これについて理由が無いじゃないか、とかなり風当たりが激しくなっているということデスネ。

　それと、地球がメトセラ傭兵団の協力があったにせよ、通商連合の四回の侵攻を撃げき退たいしたという実績デスネ。

　風向きを読んだいくつかの先進星系が、旧式の廃はい艦かんになった戦せん艦かんと、これまた旧式になって、倉庫の隅すみっこに積んであった光子魚ぎよ雷らいの無む償しよう供きよう与よを申し出て来てくれたのは大きいデスヨ。

　旧式戦せん闘とう艦かんは砲ほう台だいにするために推進装置を取り外し、推進用に使っていたエネルギーをすべてシールドの強化に回す改造とメンテナンスを終えて防衛ライン上に配置済みデス。旧式とはいえ戦艦デスからネ。主しゆ砲ほうは強力デスヨ」

　カミラ先生の言葉を聞いたレンリは苦笑いを浮うかべた。

「武器の無償供与と言えば聞こえはいいが、要するに旧式兵器の処分先だな。武器ってのは、下手へたに捨てるわけにはいかない。使える状態に手直しされてブラックマーケットに流れたらマフィアやテロリストの手に渡わたるおそれがあるからな。かといって、使えないように完全に解体処分するには、それなりの費用がかかる。扱あつかいに困ってるところにしてみれば、体ていのいい処分先が見つかったということなのかもしれないな」

「使えればいいのデス。もらった兵器は確かにポンコツでガタガタでしたけど、うちのリトルグレイさんたちが、この三日間で全部使えるように修理してくれましたから大だい丈じよう夫ぶデス！」

「カミラ先生んとこのリトルグレイたちはホントに優ゆう秀しゆうだからなあ。うらやましいぜ」

　レンリの言葉を聞いた健吾は驚おどろいた。

「リトルグレイさんたちって、保護機構の職員じゃなかったんですか？」

「え？　ああ、違ちがうよ。あいつらはカミラ先生の一族に奉ほう仕しする使用人みたいなものでね。千年くらい前に恒こう星せい系の爆ばく発はつで住むところを失ったあいつらのご先祖さまを、カミラたちのドラクロア星系がまとめて引き取って面めん倒どうを見たんだ。

　あいつらの『いーぐるー』って合言葉は『我が恩人に奉仕を』って意味でね。そのときの恩を忘れない義ぎ理り堅がたい連中だよ」

「知らなかった……てっきり、保護機構の職員だとばかり思ってたから、都合よく使ってた……悪いことしちゃったな……」

　気まずそうな顔をする健吾を見て、レンリは笑った。

「あんまり気にすることはないぞ。リトルグレイは細かいことは気にしない連中でね、カミラ先生のためになることなら、何でも喜んでやるんだ」

　レンリはメインモニターに表示されている、防ぼう御ぎよ火か網もうの配置データに視線を投げて言葉を続けた。

「……次の相手は、通商連合が提携している軍事サービス会社の連中だ。装備も一線級で補給は潤じゆん沢たく、というゼイタクな部隊だ。

　それに比べて、こっちは寄せ集めのポンコツ兵器で、兵士はアマチュアのゲーマーばかり。普ふ通つうに考えたら相手になるわけない。でもな、その誰だれもが考えるところにこそ、付け込む隙すきがある。

　寄せ集めのポンコツ兵器でも、使い方によって戦い方はいくらでもある。傭兵ってのは、装備も補給も正規軍以下の状じよう況きようで、正規軍以上の戦果を求められる商売でね。こういう戦いは得意なのさ」




　そして、四日目。

　ついに通商連合が動き始めた。

『冥めい王おう星せい軌き道どう外域に空間振しん動どう波！　転移ポイントの確保と思われます！』

『重力波センサーの数値から転移してくる質量の総量を予測したところ、総質量は空間機動部隊三艦かん隊たい分に匹ひつ敵てきと判明！』

　オペレーターＡＩの報告を聞いたレンリは、思わず眉まゆをひそめた。

「空間機動部隊三艦隊だと？　間ま違ちがいないのか？」

『複数のセンサーの数値を概がい算さんしたものです。センサーの数値に間違いはありません』

「空間機動部隊三艦隊分って……どれくらいの戦力なんですか？」

　そう聞いた健吾に、レンリは黙だまってデータベースを指差した。

　そこに出ている数字は、健吾の想像を超こえていた。

「……通常編制の空間機動部隊の定数は、主しゆ力りよく艦かんとなる巡じゆん航こう戦せん艦かん千二百隻せき、巡じゆん航こう艦かん一万五千隻、駆く逐ちく艦かんおよそ三万隻、その他戦闘艦を合計して五万五千隻以上……」

　健吾は視線をレンリに移して聞いた。

「この、主力の巡航戦艦って、ホルディナンド王子の乗っている戦艦ウェルダース・オリジナルみたいな船ですか？」

「いや、ひとまわり小さい。だが最さい新しん鋭えいでね、王子が乗っているような文化財レベルの骨こつ董とう品とはわけが違う。機動力、防御力、火力、どれをとってもケタ違いだ」

　健吾たちにも分かるよう、レンリはシェーン銀河軍事年ねん鑑かんの該がい当とう箇か所しよを画面に出した。

「これが巡航艦だ。通商連合は宇宙中に交易路を持つからな。その全すべてに主力艦を投入することはできない。広い交易路を行き交かう商船を守るには、そこそこのコストで長い航こう続ぞく距きよ離りを持つ、攻こう防ぼうのバランスが取れた艦が必要なんだ」

「駆逐艦じゃダメなんですか？」

　第五波で苦戦した銀色の艦を思い出して健吾が聞く。サンマのようにほっそりとした艦で、その機動力はホルディナンド王子の協力があっても脅きよう威いだった。

「駆逐艦と巡航艦を並べて表示してみるぞ。ほら」

「形は駆逐艦が細長くて、巡航艦は少しでっぷりしてますね。駆逐艦がサンマなら、巡航艦はハマチ……ブリかな？」

　表示された巡航艦は上が青、下が白かった。艦かん尾びから放熱板が尾おびれのように広がっている。

「ブリというのは言い得て妙みようだな。巡航艦がこんな風に太くなってるのは、通信や救難など、戦せん闘とう以外の機能も搭とう載さいしているからだ。駆逐艦は戦うために無む駄だな機能をすべて排はい除じよしてあるし、それらを後から補おうにも無駄なスペースがない。巡航艦はサイズやジェネレーター出力に余よ裕ゆうがある分、動きは鈍どん重じゆうになるが、使い勝手はいいんだ」

　レンリは画面上の駆逐艦と巡航艦に、さらに巡航戦艦を重ねて表示した。紡ぼう錘すい形の巨きよ体たいが画面からはみ出し、縮尺が変へん更こうになった。駆逐艦と比ひ較かくすると長さで十倍、質量で千倍近い差がある。

「今度はマグロですね。クロマグロだ」

「何も無理に魚に当てはめる必要はないって。ま、似たような形なのは認めるけどね。この巡航戦艦は、最初から無人戦せん艦かんとして設計されている。居住性や安全性は限界まで削けずって、その分の空間に武器と防御シールド発生装置を詰つめ込んであるんだ」

「後ろについている放熱用の尾びれも大きいですね。カッコいいです」

　大きいだけではなく、精せい悍かんな印象もある。敵の艦とはいえ、中二病感覚がうずくデザインだ。

「カッコはいいが、放熱能力はこれだと全然足りない。全力戦闘すると、高熱で艦全体が真っ赤になるぞ。人間が乗っていたら、たちまち丸焼きだ。有人戦艦に比べると、火力が五割増しになってるのは、放熱できなくても耐たえられるからだ」

「そいつが千二百隻ですか……」

　分ぶん析せきデータを確かく認にんしていたレンリが付け足した。

「それだけじゃない。艦隊の中心に超ちよう大型戦艦が一隻いる。他ほかの戦艦を十隻束にしたようなヤツだ。巡航戦艦は火力重視で無理のある設計だが、この超大型戦艦は、ひたすら堅けん牢ろうに作ってある」

　画面に表示したとたん、他の艦が見えなくなる。画面いっぱいを埋うめ尽つくす白い壁かべが、超大型戦艦の横腹だった。縮尺を画面内に収まるように調整すると、駆逐艦はもはやゴミのようにしか見えない。

「でかい……まるで白はく鯨げいだ……」

「巨きよ大だいで頑がん丈じようなのには理由がある。こいつは有人だ。指揮官が乗っている」

「無人戦せん闘とう艦かんじゃないんですか？」

「ああ、どうやら無人戦せん闘とう艇ていと戦闘用のＡＩだけでは勝ち目が無いと判断したようだ。

　本来、地球のような未開の惑わく星せいを侵しん略りやくするなら、こんな大艦隊は必要ない。この艦隊を動かすだけでも、地球を資源化して得る利益の三倍以上の費用が掛かかるだろう。

　やつらは、完全に採算を度外視している。ある意味、私らに敬意を示してくれているのかもしれないがね」

「そんな敬意は願い下げですけどね……」

　健吾は苦笑いを浮うかべて肩かたをすくめた。

『重力波に大きな干かん渉しよう波を確認！　敵てき艦かん隊たいが転移を開始しました。質量移行のパーセンテージから計算すると、すべての敵艦隊が太陽系内に転移し終わるのは一時間後と思料されます！』

　オペレーターのＡＩの言葉を聞いたカミラ先生が、レンリに聞いた。

「この後、敵はどう動くと思いマスカ？」

「侵しん攻こうを開始するのは、艦隊のすべてが転移し終わってからだ。兵力数の優位を減じるようなことはやらないだろうね」

「わかりました。敵の侵攻開始は一時間後、ということデスネ」







[image: 第九章　木星ピケットライン]




　最初に木星の軌き道どう上に姿を見せた敵は、今まで戦ってきた無人戦闘艇の群れだった。

『やっぱり最初はザコキャラから、というのはセオリーだな』

『どうする？　射程に入り次し第だい、ちゃっちゃと手軽に片付けちゃうか？』

『こっちの砲ほうのパワーも上がっているみたいだし、簡単にできそうだしな……』

　そのとき、指揮官の名取から、全ぜん砲ほう台だいに対してメッセージが送られた。

『あの戦闘艇部隊は、我々の火力を調べるために送り込まれた索さく敵てき部隊である。最前線のα、β、γエリアの砲台は、一いつ切さいの発はつ砲ぽうを禁ずる！

　砲台は発砲と同時に位置が発覚する！　熟練者は後から来る大物を狙ねらうんだ。あの戦闘艇は奥深くまで引き込み、初心者を主体とした第二防衛ラインによってこれを殲せん滅めつする！』

　状じよう況きようを見ていたレンリが、健吾に聞いた。

「名取は、ベテランを伏ふく兵へいとして使うつもりだな……上手うまくいくと思うかい？」

　健吾は小さく首を振ふった。

「いや、難しいと思います。本当の軍隊なら、命令に逆らうことは許されませんが、これは軍隊っぽいゲームであって、プレイヤーは兵士ではありません。なんでも自由にできます。指揮官の命令を無視しても、味方を撃うっても、与あたえられるペナルティはゲームの中だけですから……」

　健吾の言葉を聞いていた名取が、笑いながら首を振った。

『何を言っているんですか、最上総司令官！　我々のように訓練されたゲーマーにとって、ゲームこそが真実！　ゲームの中のルールは法律も同じ、いや、法律よりも厳しいのです！』

　名取の言葉どおりだった。

　防衛ラインの最前線に配置されているベテランたちは、誰だれ一人として発砲せず、砲台は沈ちん黙もくを保ったまま接近する無人戦闘艇を迎むかえた。

　しかし、初心者を主体とする第二防衛ラインの部隊は、射程に入るはるか前、照準レーダーが目標を捉とらえるのと同時に、発砲を開始した砲台がいくつもあった。

　そして、隣となりの砲台が発砲するのを見て、それに釣つられるように発砲を始める砲台もあり、連れん鎖さ反応を起こすように第二防衛ラインの砲台のほとんどが弾だん幕まくを張り始めてしまった。

『初心者はダメだねえ、無む駄だ弾だまばかり撃ちやがって』

『何言ってるんだ、お前だって最初のころは、あんな風にハズレ弾を撃ちまくってたくせに』

『いや、いくらなんでも俺は、あんなにひどくなかったはずだぞ』

『主観と客観は違ちがうってことだ……』

　ベテランのゲーマーたちが、そんな会話を交かわしていた頃ころ。無人戦せん闘とう艇ていと第二防衛ラインの初心者たちとの戦いが終わろうとしていた。

　初心者が主体の砲台は、命中率が悪かったが、圧あつ倒とう的な数の優位で、敵の戦闘艇を圧倒していった。

「この先、どう展開すると思う？」

　メインモニターに映る戦いぶりを眺ながめながら、レンリが健吾に聞いた。

「敵の戦闘艇部隊は、ほぼ壊かい滅めつさせることはできましたけど、これで敵は第二防衛ラインにある砲台の位置と射程距きよ離りをつかんだことになります。おそらく次は、機動力の高い駆く逐ちく艦かんによる、砲台の射程距離ギリギリからの一いち撃げき離り脱だつ攻こう撃げきだと思います」

　レンリはうなずいた。

「健吾の言うとおりだろう、先を読むってのは、指揮官に必要な能力だ。おい、名取、聞いていたな？　指示に従わないで勝手に発砲してしまった初心者どもがやられるのは、自己責任だが、かといって見殺しにするわけにもいかない。シールドの強度を上げて、駆逐艦の主しゆ砲ほうの直ちよく撃げきに耐たえられるようにしてやれ」

『了りよう解かいしました。では、鬼おに軍ぐん曹そうのＡＩを使って、初心者どもに教えこんでやりましょう』

　名取が面おも白しろそうに答えた。

　健吾の見ているメインモニターの中にあるサブウィンドウのゲーム画面に、葉巻を加えた黒人の兵士が映った。

『初戦で浮うかれているな、ひよっこどもめ。俺はエイヴリー上級曹そう長ちようだ！　お前らは以後俺の指揮下に入る！　俺が許可するまで自分勝手に発砲は出来ん！　だが、俺の指揮下に入ったものは支給されている耐たい弾だんシールドを二倍に増強してやる。俺の指揮に従いたくない、俺は好きなように撃つ、というヤツは、そのままだ。好きに戦って好きに死ね。

　言っておくが、次に来る敵は駆逐艦だ。速度も機動力も火力も、さっきお前らがぶっ潰つぶした戦闘艇とは比べものにならんぞ。神が与えるデスぺナルティは万ばん人にんに平等だ。お前らのそのゼリービーンズの粒つぶほどしか無い脳のう味み噌そでも、どっちが得かわかるだろう？

　わかったか、わかったら、俺のことを「サー」を付けて呼べ！　いいな！』

『サー！　イエス、サー！』

　初心者たちのほとんどが答えた。

　だが、中には上級曹長ＡＩの指揮下に入らない者もいた。

『なんだよ、クソ運営だな、ゲームの自由度がゼロじゃねえか』

『誰も管理なんかされたくねえんだよ！』

『俺は命令する方だ、される方じゃねえ！』

　そういう声を上げる者たちを見て、上級曹長は冷ややかな笑いを浮かべて答えた。

『俺は、お前らの前に選せん択たく肢しを置いた。選んだのはお前らだ。どんな結果になろうともお前らが文句を言う資格は無い。さあ、敵の駆逐艦が来るぞ！　あいつらは速度も動きもハンパじゃねえ！　シールド展開！　射程を見切って確実に照準しろ！　撃つときが来たら俺が命令を下す！』

　上級曹長のＡＩの言葉が終わるのと、早期警けい戒かいレーダーにいくつもの光点が浮かび上がるのは同時だった。

　光点の動きを見ていた初心者たちの間から驚おどろきの声が上がる。

『は、速い！　なんだよこれ！　さっきの戦闘艇の二倍、いや、三倍はあるぞ！』

『軌き道どう変へん更こうのタイミングも早い！　回かい避ひパターンが読めねえ！』

　ボイスチャットの中を飛び回る初心者たちの会話に、上級曹長が割り込んだ。

『あわてるな！　さっきの戦闘艇よりは複雑だが、回避行動にはパターンがある！　それを見切るまで無駄弾を撃つな！　腕うでに自信のあるやつは、チャージして威い力りよくを増やして一発で狙ねらえ！　来るぞ！』

　名取の声が、ベテランたちのチャンネルに流れた。

『α、β、γ、各エリアの砲ほう台だいは、引き続き発はつ砲ぽうを禁ずる！　駆逐艦は第二防衛ラインの連中に任せろ！　我々はあくまでも、大物一発狙いだ！　いいな！』

『サバやアジは、シロウトに任せて、俺たちはマグロ一いつ本ぽん釣づりってわけですね！』

『マグロじゃ満足しねえな、俺はジンベエザメ狙いだ！』

『ここは一発、シロナガスクジラでどうっすか？』

『あれは保護されてるからダメ』

　ベテランたちが無む駄だ口ぐちを叩たたいていたそのとき、駆逐艦が発砲を始めた。

　いく筋もの青白いビームが宇宙空間に走り、砲台のあちこちに、防ぼう御ぎよシールドと反応した紫むらさき色いろの閃せん光こうが輝かがやく。

　無数の紫色の閃光の中に、いくつか白い閃光が混じるのは、強化されていないシールドが直撃を食くらって過か負ふ荷かになったものだろう。

『あーあ、馬ば鹿かだねえ。上級曹長の指揮下に入るって言えば、シールドが強化されたのに』

『ほら、あせって撃うち始めやがった』

『自分の位置を敵に教えてどうすんだよ……』

　ベテランたちの言葉のとおり、射程も何も関係なしに撃ち始めた連中のところに、駆逐艦の火力が集中し始めた。

　そして、駆逐艦がこちらの有効射程に入ったその瞬しゆん間かん、上級曹長の声が飛んだ。

『待たせたな！　野や郎ろうども！　花火大会の始まりだ！　第二防衛ライン、戦闘開始！　好きなだけぶっ放せ！』

　次の瞬間。今まで沈ちん黙もくしていた第二防衛ラインの砲台が白い閃光に包まれた。

　その閃光は、そのまま無数の白い光点となって、接近してきた駆く逐ちく艦かんに襲おそい掛かかった。

　連射されたエネルギー弾だんは、一発ごとのダメージは低く、駆逐艦のシールドはそれに充じゆう分ぶん耐たえられる。だが、何百発もの弾が同時に命中したため、あっという間に過負荷となり消しよう滅めつした。

　シールドが消滅し、むき出しとなった船体に、エネルギー弾が容よう赦しやなく襲い掛かる。

　突とつ入にゆうしてきた駆逐艦の半数が、わずか十数秒で爆ばく散さんした。

　後続の半数は、弾だん幕まくから退たい避ひするために後退し、離り脱だつを図はかったが、その艦の群れに、今までの弾幕とは明らかに輝き方も大きさも一回り大きなエネルギー弾が襲い掛かった。

『腕に自信のあるものは、連射からチャージショットに切り替かえて、逃にげる艦を狙え！　弾たま数は少ないが威力がデカイ！』

　上級曹長の命令を聞いたのだろう、第二防衛ラインの砲台から発射される連射弾幕の数が減り、代わりにチャージショットが撃ち込まれ始めた。

　チャージショットのエネルギー弾は、発射速度は遅おそいが一発あたりのパワーが大きいため、射程も破は壊かい力も、連射型の弾幕の二倍から三倍になる。

　一発、二発程度の直ちよく撃げきならば、駆逐艦のシールドは充分持ちこたえてしまうが、三発、四発と同時に食らうと、そのエネルギーを中和しきれずに、シールドが数秒間消滅する。そこに直撃を食らわせると、駆逐艦の船体に大穴が開き、戦闘不能にすることができるのだ。

　発射速度が遅いため、駆逐艦の動きを見切って、その未来位置に撃ち込まねばならず、そのタイミングが難しいが、初心者の中にはカンの良い人間もいるのだろう、的確に命中弾を与あたえる者もいる。

　見る見るうちにその数を減じていく敵の駆逐艦の群れを見ていた健吾が、感心したようにつぶやいた。

「とても初心者主体の部隊とは思えませんね、統制を受けるだけで、こうも効果的に戦えるなんて……」

「個人個人が、てんでばらばらに目の前の敵しか見ないで戦うのと、戦場全体を見ている人間がコントロールして戦うのとでは、効果が違ちがうのは当然だ……」

　レンリはそう答えた後で、健吾に聞き返した。

「さて、敵の駆逐艦隊には大だい打だ撃げきを与えた。この後、敵はどう動くと思う？」

「そうですね……」

　健吾は考え込んだ。

「今までは軍事用のＡＩが通商連合の作戦を指揮してきました。ＡＩはプログラムされた攻こう撃げきパターンの中から、最も効率の良い戦い方を選せん択たくするように出来ています。だからこそ、手が読めました。

　でも、今回は違います。敵の艦かん隊たいには指揮官がいる。あの大艦隊の最後部に陣じん取どっている超ちよう大型戦せん艦かんに乗って、艦隊を指揮しています。敵の動きはプログラムなんかじゃありません」

「ということは、効率を無視した攻撃を仕し掛かけてくるってことかい？」

「はい……あ、いや、ちょっと待ってください……」

　健吾は再び考え込んだ。

「……今度は自分の責任になるわけだから、ＡＩ以上に、効率を考えた作戦を立ててくるかもしれないよな……裏の裏をかくかもしれないわけで……」

　レンリは、考え込む健吾を見て、にやっと笑った。

「さあ、考え込んでいる暇ひまはないぞ。戦せん況きようは刻一刻と変わる。指揮官には、その局面から先を見通し、最善の選せん択たく肢しを選ぶことが求められているんだ。

　さあ急げ、最短時間で考えて答えを出すんだ。作戦指揮ってのは、考えもせずにノリやカンだけで決めるギャンブルじゃない」

　健吾の頭の中に様々な考えが渦うずを巻いた。

　──敵の指揮官なら、どう考えるだろう？

　通商連合というのは、国家というより巨きよ大だいな企き業ぎよう体たいのようなものだとカミラ先生は言っていた。企業にとって一番重要なことは、いかに利益を出すか、ということだ。その考え方は通商連合の基本理念……企業に身をおく人間が、その価値観から外れた考え方をするとは思えない！

　健吾は顔を上げてレンリを見た。

「通商連合は、効率を重視した、つまり最小限の犠ぎ牲せいで最大の効果を生む作戦行動を選択すると思います。通商連合は企業です。だとすれば、いかに面子メンツを保つためとはいえ、不合理な、極きよく端たんに効率を無視した作戦行動をとるとは思われません。

　ＡＩは『損をしない』ことを最優先で作戦を立ててきましたが、おそらく次は『ある程度損を覚かく悟ごで大きな利益を生む』方向で作戦を立てるのではないかと思います」

　レンリはうなずいた。

「うむ、合理的だ。では、参さん謀ぼうＡＩにその方針を入力して、対応した陣じん形けいと戦術を組ませよう」

「あ……でも……僕の予測が外れていたら……」

「安心しろ。参謀ＡＩってのは、外れたときに、それをリカバリーする方法も同時に考える機能がある。指揮官は方針を決めるのが仕事だ。そこから先、その方針を基もとにして具体的にどう動くのかを決めるのは参謀の仕事なのさ」

　レンリはそう言って笑った。

　健吾の予測によって参謀ＡＩが予測した通商連合の動きは、戦艦の主しゆ砲ほうによる遠えん距きよ離り援えん護ご射しや撃げきを加えつつ巡じゆん航こう艦かんを接近させ、砲ほう台だいをしらみつぶしにして、弾幕を張れなくなったところで大型ミサイルを撃うち込んで破は壊かいする、というものだった。

　この戦術に対たい抗こうするために参謀ＡＩが編み出した戦術は、戦艦の遠距離主砲射撃を多重シールドで防いで第二防衛ラインの砲台を温存し、近づいてきた巡航艦を秘ひ匿とくしてきたベテランで叩たたき、大型ミサイルは第二防衛ラインの弾だん幕まくで無力化する、というものだった。

「駆く逐ちく艦かんと巡航艦はこちらの砲台で潰つぶすことが出来るが、戦艦はそう簡単には撃げき沈ちんできないからな。まず、潰せる相手から潰す、というわけだ」

　レンリの説明を聞いた健吾は顔を上げた。

「でも、それだと戦艦だけ無傷で残るのでは？」

「ああそうだ。だが、戦艦が近づいて来たら、今度はこっちが光子魚ぎよ雷らいを食くらわせてやる。補ほ助じよ艦かん艇ていを失った艦隊には、光子魚雷を撃げき墜ついすることができるだけの弾幕を張る力が無い。艦隊というのは駆逐艦や巡航艦という補助艦艇が揃そろっていて初めて機能するんだ。戦力の差がそのまま勝敗につながるわけではない、ということを教えてやる」

　レンリは自信ありげにうなずいた。

　通商連合の駆逐艦艦かん隊たいが総数の三分の一を失い、前線から下がると、入れ替かわるように駆逐艦より一回り大きな巡航艦の群れが前に出てきた。

　その様子を見ていたレンリが、健吾の顔を見て微笑ほほえんだ。

「お前の予測は当たったようだな、敵は効率重視で攻せめてくるつもりらしい」

「……だといいんですけど」

「いや、この流れは間ま違ちがいなくそうだ。各部隊に通達！　戦艦からの主しゆ砲ほう直ちよく撃げきに注意せよ！　多重シールドを効率的に運用し、砲台の温存につとめよ！」

　レンリが命令を発したそのとき、敵艦隊の動向を監かん視ししていたオペレーターＡＩが叫さけんだ。

『敵の駆逐艦艦隊が、戻もどってきます！』

「なんだと？」

　レンリはコントローラーを操作して、メインモニターに敵艦隊の動きを表示した。

　動き出しているのは、後退した駆逐艦の艦隊だけではなかった。巡航艦の後方に位置している巡じゆん航こう戦せん艦かんの艦隊も、ゆっくりと前進を始めていた。

「敵艦隊全体が動き始めている……」

「何をするつもりなんでしょう？」

　レンリは無言のまま、じっと敵艦隊の動きを見つめていたが、やがて、ぽつり……とつぶやいた。

「……飽ほう和わ攻こう撃げきだ」

「飽和攻撃？」

「こっちの砲台の数よりも多い数で一気に攻め寄せて、真正面からお互たがいを潰しあうという戦術だ……」

　健吾は驚おどろいた。

「そんなの、戦術でもなんでもないですよ。まるで子供のケンカだ。そんな戦い方をすれば、損害はケタ外れです！　通商連合は利り潤じゆん追求を常に考えている大だい企き業ぎようじゃなかったんですか？」

「そうだ、通商連合は間違いなく利潤追求の企き業ぎよう体たいだ。だが、その中で働いている個人は違ちがう。合理だけでは割り切れない情動で動くんだ」

　レンリは、参ったな……という顔になって言葉を続けた。

「私は、あの艦かん隊たいを指揮している連中は、本社からやってきた別のチームだと思っていたが、どうやら読み違えたようだな……」

「それって、どういう意味ですか？」

　レンリは、静かに答えた。

「出世をあきらめたサラリーマンほど、恐おそろしいものは無いってことさ。

　地球攻こう略りやくを担当してきたのは、おそらく通商連合の中でも中ちゆう堅けんクラスの連中だろう。将来は通商連合の幹部になれたかもしれない連中だ。ところが、そいつらは失敗した。この責任を取らされて左さ遷せんを食らうか、もしくは一生昇しよう進しんとは無む縁えんの底辺社員として飼い殺しにされるか……いずれにしろ、もう先は無い。詰つんだも同然だ。

　あいつらの目的は、合理でもなんでもない、ただの憂うさ晴ばらしだ。地球と、そして通商連合という組織に対する意い趣しゆ返がえしだ。

　お前はさっき、子供のケンカだと言ったな？　そう、これは子供のケンカだ。

　あいつらは、泣きながら両手をぶんぶん振ふり回して殴なぐってくる子供だ。今のあいつらの中には、効率なんてものはない。

　全力でこっちの砲ほう台だいを潰しに来る。砲台を全ぜん滅めつさせた上で、何隻せきかの艦かん艇ていが生き延びれば……いや、すべて沈しずんでもいいと思っているんだ。

　指揮官の乗った、あの超ちよう大型戦せん艦かんだけが沈まずに生き延びればそれでいい……なぜなら、砲台をすべて失った我々地球側には、あいつを阻そ止しする方法が、何一つ無い。

　地球の衛星軌き道どう上に浮うかんで、スクリーンを解除すれば、地球は大パニックになる。地球上の通常兵器はもちろん、核かく兵器を束にして撃ち込んでも、あの巨きよ大だい戦艦を破壊することは不可能だ。地球人が無力さを思い知るのと同時に、通商連合の言うところの『最適化』が始まるだろう……」

「どうすればいいんですか？　対抗する戦術はあるんですか？」

「……対抗できる戦術は……ほとんど無い。こいつは数で数を削けずる、ただの力比べの戦いだ。勝敗を左右するのは砲台をコントロールする個人のテクニックとタイミング、そして運だけだ」

　レンリはそう言うと、名取との通信回路を開いた。

「名取、今の話は聞いていたか？」

『はい、聞いていました。敵は数で攻せめてくる。それを効率よく撃げき破はするには、無む駄だ弾だまを撃うたないことが重要。つまり今まで以上に火器管制が重要になる、ということですね？』

「……さすがだな、名取。お前、マジに前線部隊の指揮官の素質があるぞ」

『お褒ほめに与あずかり、光栄であります！』

　モニターのサブウィンドウの中に映った名取がそう言って敬礼したとき。

　オペレーターのＡＩの声が中央指揮室に響ひびき渡わたった。

『敵艦隊が集結し、加速を開始しました！　射程内まであと三分です！』

　レンリが健吾を見て言った。

「健吾！　お前が号令を掛かけろ！　地球人に対し、地球の命運を背負って戦えと命令できるのは、地球人のお前しかいない！」

「わかりました……」

　健吾はそう言うと、一歩進み出て、そしてメインモニターを見上げた。

　そのモニターの向こうにいるであろう、二十四万人にも膨れあがったプレイヤーを思い浮かべながら、健吾は話し始めた。

「太陽系防衛軍の将兵諸君。見てのとおり、敵は艦隊を集結させ、最後の決戦を挑いどんできた！　我々のいる木星軌道より後方に防衛ラインは無い。一門の砲ほうすらないのだ！　我々が突とつ破ぱされれば、敵は地球へと到とう達たつし、すべてが終わる。

　だが、心配することはない、諸君らは、すでに、何度となく敵の侵しん攻こう部隊を撃げき退たいした！

　敵の火力と防ぼう御ぎよ力が上がるのに対たい抗こうし、我々もまた装備を改変している。火力について、なんら引けを取るものではない！　忘れないで欲しい。諸君らは一人では無い、という事実に！　君たちの砲台一基では貫かん通つうできないシールドも、他ほかの砲台と協力し、一点に集中させることで、無力化させることができる！

　我々は、運命共同体だ！　この地球という惑わく星せい上に生きる人類として、等しく生を受け等しく戦う戦士なのだ！

　君の左右には戦友がいる。君の後ろには我々がいる！　そして……敵は、正面だ！

　前を見ろ！　前だけを見ろ！　敵を見み据すえ、砲ほう弾だんを叩たたき込め！　我々は負けるわけにはいかない！　負ければ、その瞬しゆん間かんに、すべてが終わる。

　それは、単なるゲームオーバーではない。ここで敗北すれば、すべてが終わる。

　諸君らの築き上げてきたもの、諸君らが勝ち取ってきたもの、諸君らがこの世にいた証あかし、その一いつ切さいが無に帰する。この戦いにリセットコマンドは無い、やり直すことは出来ない。

　我々が敗北すれば、地球上に生きる生物、地球上に存在するすべての物質は資源化され、たたき売られる！

　人類は絶ぜつ滅めつする！　生き残るのは、たったの一ひと握にぎり。単なる生体標本として生き残るだけだ！

　諸君らはそれを望むのか？　飼育ケースの中のコオロギのように、ただ餌えさを与あたえられ、生きて、そして死んで行く人生を望むのか？　コオロギになりたいものは、直ちに回線を切り、この場から立ち去るがいい！　我々が求めているのは戦士だ！　正しよう真しん正しよう銘めいの戦士だ！

　さあ、諸君！　戦おう！

　守るべきものがあるのなら、そのために戦おう！

　そんなものなんか無いというなら、自分のために戦おう！　生きるために戦おう！

　生きるということは可能性だ！　その可能性のために戦おう！

　可能性を信じることができないのなら、何一つ望むものが無いのなら、すべてをあきらめているのなら、ただ、戦うことを目標にして戦おう！

　戦って戦って戦いぬいたその先に、何かがある！　それは勝利の喜びだ！

　我々は戦士だ！　真の戦士だ！　さあ、用意はいいか！　敵を諸君らの照準器に捉とらえ、引き金を引け！」

　そして、健吾は右手を上げ、こう叫さけんで振り下ろした。

「全オープン砲・フアイ門ヤ・オをール・開ウエけポン！」

　その瞬間。

　木星軌道上に設置されたすべての砲門から、無数のエネルギー弾だんが発射された。

　それは文字通り、弾たまの幕となって、通商連合の艦艇に面で襲おそい掛かった。

　最前線に展開していた駆く逐ちく艦かんと巡じゆん航こう艦かんは、瞬またたく間にシールドを無力化され、爆ばく発はつした。

　艦かん隊たいの前面がすべて光の球に変わっていく。

『やったぞ！』

『見ろ！　一気に千隻せき近くが沈しずんだ！』

『すげえ！　こいつはイケるんじゃね？』

　ボイスチャットに喜びの声が流れた。だが、爆ばく沈ちんする駆逐艦と巡航艦の閃せん光こうのその間から、後続の艦が次々に姿を現すのを見て、喜びの声は、驚おどろきと困こん惑わくに取って代わった。

『ちくしょう、効いてねえ！』

『……っていうか、前に出てきた駆逐艦と巡航艦は弾たま除よけだ！』

『最初っから捨てて掛かってるってわけか！』

　そして、爆沈した駆逐艦の爆ばく炎えんを押しのけるように前面に出てきた巡航艦と、その後ろに位置する戦せん艦かんが主しゆ砲ほうを撃ち始めた。

『敵てき艦かん発はつ砲ぽう！　シールドを展開しろ！』

『拡大して相そう互ごにカバーするんだ！　多重シールドじゃないと破られるぞ！』

　その声が飛び交かうのと同時に、こちらが撃ったのと同じくらいの密度を持ったエネルギー弾が、砲ほう台だいに襲い掛かった。

　多重シールドの間に合わなかった砲台が、主砲の直ちよく撃げきを受けて爆ばく散さんする閃光が、あちこちで輝かがやく。

『撃うたれる前に撃て！　敵の正面を突つき崩くずせ！　火力を集中しろ！』

『前に出ている巡航艦を沈めれば、戦艦まで火線が通る！』

『いっけーっ！　弾だん幕まくはパワーだーっ!!』

　旧式戦艦を繫つなぎ合わせて作られた数十万台の砲台と、五万隻を超こえる機動艦隊の熾し烈れつな砲ほう撃げき戦が幕を開けた。

　それは、計略も伏ふく兵へいも迂う回かい戦術も何も無い、まさに火力と火力の正面衝しよう突とつだった。

　十数発の直ちよく撃げき弾だんを同時に食くらって、シールドがエネルギーを中和しきれずに過か負ふ荷かとなり、その瞬間に大口径弾を食らって船体に大穴が開く巡航艦。

　立て続けにチャージショットを撃ちすぎて、ジェネレーターが回復しきれず沈ちん黙もくした瞬間に、戦艦の主砲の遠えん距きよ離り射しや撃げきを食らって粉々になる砲台。

　そんな光景が飽あくこともなく繰くり返される、互たがいに相手を潰つぶしあう戦いは、五時間に及およんだ。

『くそう！　潰しても潰しても湧わいてきやがる！』

『人海戦術って言葉は聞いたことがあるけど、それを戦せん闘とう艦かん相手にやるとは思わなかったぜ！』

　緊きん張ちよう感かんが持続せずに、ケアレスミスを起こす者が現れはじめたとき、ボイスチャットチャンネルに、凜りん！　とした女性の声が響ひびいた。

『何をやっているのですか！　敵を前にして気を緩ゆるめるようなことがあってはなりません！　あなたは選ばれし戦士ではないのですか！』

　兵士たちのモニターに、メガネをかけて髪かみの毛を後ろでまとめた、見るからに気の強そうな女性士官の映像が浮うかび上がった。

　その女性士官は、驚いているプレイヤーたちに一礼して言った。

『初めまして。私は、あなたの手助けをするために配属になった、ハツエ・キヌガサ中ちゆう尉いと申します。気の抜ぬけた戦いをしているあなたに、私がしっかり助言して、実績を上げて昇しよう進しんできるように手助けをいたします。以後よろしくお願いいたします！』

　それは、生徒会長の性格とメンタリティを元にして作られた、督とく戦せん用の女性ＡＩだった。

　今まで、作戦指揮の助言を与える秘書役のＡＩは、指揮官クラス以上に与えられた特権だった。しかし、この督戦用の女性士官ＡＩは一いつ般ぱん兵でも実装できるサービスとして、追加されたものだった。

『うわ、なんだかおっかないねーちゃんが来たぞ！』

『実績を上げると、好みの女の子を選べるけど、実績を上げてないプレイヤーには、この姉ちゃんが来るみたいだな』

『こんなサービス頼たのんでねえよ！』

『嫌いやなら遮しや断だんできるらしいぞ』

『でも、せっかくだから、ちょいとお相手してもらおうじゃないか』

『すげえツンツンしてる姉ちゃんだけど、実績上げたら、デレるかもしれないしな！』

『あ、そうかツンデレか！』

『よっしゃあ！　やったるでぇ！』

　名取と、そして特とく殊しゆ能力である『万マル能チア解ナラ析イズ』の能力をフルに生かした明石、その分ぶん析せき結果をプレイヤーに伝える秘書官のＡＩによって指揮された……正確に言えば秘書官の人格を持ったＡＩの助言を受けた指揮官プレイヤーによって指揮された砲台群は、実に効率良く敵てき艦かん隊たいを撃げき破はしていった。

　だが、敵艦隊の約半数を撃破したところでペースが落ち始めた。

　メインモニターに映し出される双そう方ほうの損害の数字を見比べていた健吾がレンリに聞いた。

「撃破数が減った……でも、こちらの損害もそれほど伸のびていない……戦力の均きん衡こうが起きているんですね？」

　レンリはうなずいて見せた。

「そうだ、戦力均衡というヤツだ。いわば戦いの天てん秤びんが止まった、今、この瞬しゆん間かんこそが、この戦いの勝敗を決める瞬間でもある！　戦いの天秤がどっちに傾かたむくのか、それは今このときに、どれだけ新しい戦力を天秤に載のせることが出来るかで決まる！」

「でも……予備兵力なんかありませんよ？　何を載せるって言うんですか？」

　レンリはにやっと笑った。

「光子魚ぎよ雷らいだ。なけなしのあいつを、戦場に投入する！　最初の斉せい射しやは、広こう範はん囲いに。第二射は、中央一点に集中して発射する！　敵の球形陣じんに穴を開けて、そこに弾幕の回かい廊ろうを作り、大型ミサイルを球形陣の中心に送り込む！　敵の指揮官が座乗している超ちよう大型戦せん艦かんさえ撃破出来れば、この戦いは終わりだ！」

　レンリが、光子魚雷の発射準備を命じようとした、そのとき。

　オペレーターの声が中央指揮室に飛んだ。

『敵艦隊後方の空域に転移反応！　敵の増ぞう援えんと思われます！　総数およそ二万！』

「なんだと？」

「ここでさらに二万？」

「間ま違ちがいないのデスカ？」

　中央指揮室の中で、防衛委員たちと、王子やマイラたちとの通信オペレーターをやっていた細香は、健吾が見せた表情を見て、ただ事ではない雰ふん囲い気きを感じ取っていた。

　──大だい丈じよう夫ぶなのかな？　センパイの顔色が変わった。

　レンリお姉さんも、カミラ先生も、ずっと難しい顔をしたままだ。

　もし私が普ふ通つうの女の子に戻もどらずに、あのままスーパーパワーを持っていたら、今みたいなとき、センパイの力になれたかもしれない。

　普通の女の子に戻れたとき、私、本当に嬉うれしくて嬉しくて泣いちゃったけど……それって、私のわがままだったのかな？

　でも、センパイもカミラ先生も、私が普通の女の子に戻ったことを喜んでくれた。あれはウソじゃない。
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　──私は、どうすれば良かったんだろう？

　考え込んだ細香は、ヘッドセットに自分を呼ぶ声が流れているのに気が付いて、はっと我に返った。

『細香ちゃん！　ねえ、聞こえる？』

　それは、防衛委員会の高尾の声だった。

「あ、はい、申し訳ありません！　聞こえます！」

『ロングレンジセンサーを使っていたプレイヤーから、敵の数が増えた。という情報が出回り始めていて、プレイヤーが混乱しているんだけど、中央指揮室から公式の情報を流せないかな？

　このままだと疑ぎ心しん暗あん鬼きになっちゃうと思うの！　レンリさんに聞いてみて！』

「は、はい、わかりました！」

　細香からその知らせを受けたレンリは、カミラ先生と、健吾を見て聞いた。

「どうする？　この情報をプレイヤーのラインに流すか？　これは明らかに不利な情報だ。これによって士気が落ちる可能性は否いなめない」

「しかし、情報の隠いん蔽ぺいはよくないデスヨ。中央指揮室が信用されなくなったら、その軍はおしまいデス」

「僕もそう思います。確かに、良くない情報ですけど、それをどうクリアするのか、を一いつ緒しよに提示することで、パニックは避さけられると思うんです」

　レンリは、一呼吸ほどの時間、無言で考えていたがやがて顔を上げた。

「わかった、敵の増援が来たことを公表しよう！　それと同時に、光子魚雷の戦場投入を発表するんだ」

『了りよう解かいしました。では、中央指揮室からのインフォメーションを一いつ斉せい送信します』

　立体映像のオペレーターＡＩがそう言って、コンソールに向き直った。

　オペレーターの報告がプレイヤーに流れると、ボイスチャットには、驚おどろきと非難の声が渦うず巻まいた。

『マジかよ！　こっちはもうボロボロなんだぜ！』

『ゲームバランス考えろよ、クソ運営！』

『これで敵の数が増えたら、もう勝てるわけねーじゃん！』

　だが、非難の声を上げた者ばかりではなかった。

『これだよこれ！　一いつ掃そう出来ると思ったときの敵の増援！　これが燃えるんだ』

『なんというスパロボ展開！』

『逆境に燃えてこそ男！』

　などという、歓かん迎げいする声もあちこちから聞こえてくる。

「くそ……天てん秤びんに戦力を載のせようと考えたのは、向こうも同じ……ということか」

　レンリが、悔くやしそうにつぶやいたとき、通信担当のオペレーターが報告した。

『通商連合が、銀河共通語でメッセージを送っています！　メッセージの内容は「十五分間の猶ゆう予よを与あたえる、脱だつ出しゆつせよ」です。実質的な降こう伏ふく勧かん告こくと思われます！』

「銀河共通語だと？」

『はい、共通周波数で送信されていますので、地球上では受信不能です』

「降伏勧告の相手は地球人では無い、ということですか？」

　そう尋たずねた健吾を見て、レンリはうなずいた。

「ああ、そうだ。地球人に肩かた入いれしている異星人……私やカミラ先生、そして王子たちに向けた降伏勧告だ。地球の命運は決まった、お前らはさっさと地球を捨てて逃にげろ、ということだろう……別に人道的な配はい慮りよでも何でもない、あとあとのトラブルを避けるために、言げん質ちを取りたいだけのことさ……」

　オペレーターの声が飛んだ。

『敵てき艦かんの発はつ砲ぽうが止まりました。正面に多重防ぼう御ぎよシールドを展開し、全ぜん艦かん艇ていが停止しています！』

「どうやら、本気で私らが脱出すると思ってるようだな……安く見られたものだ。傭よう兵へいの契けい約やくは絶対だ。見捨てて逃げるような真ま似ねをするわけがない」

　レンリの言葉を聞いていたカミラ先生が、うんうん、とうなずいた。

「私もレンリさんと同じデスネ。今の私は、メトセラ傭兵団の契約社員デスからネ。契約は守りますデスヨ」

　メインモニターのサブウィンドウに映ったマイラたちから、通信が入った。

『あ、あたしらは、適当にヤバイと思ったら勝手に逃げるから気にしないでいいよ』

『そうです、私ら逃げ足だけで生き延びて来た人間ですので』

『せやせや、わてらはそういうカンだけは人一倍優すぐれてまんねん』

　そして、その隣となりにあるサブウィンドウに映ったホルディナンド王子は、通信を担当していたポーラルリッヒに、胸を張って言い返していた。

『我が栄はえあるアルマゲドン帝てい国こくに、降こう伏ふくの文字は無い！　ポーラルリッヒ！　通商連合の馬ば鹿かどもに返信だ！』

『了解しました……で、何と返信すればよろしいのでしょうか？』

『ワカメ、だ！』

『は？』

『聞いていなかったのか？　ワ・カ・メ、だ！』

　ポーラルリッヒは、にっこり笑ってうなずいた。

『かしこまりました、そう返信いたします！』

　通信デバイスに向かうポーラルリッヒを見ていた王子は、視線を中央指揮室のモニターに移して、口を開いた。

『見ての通りだ！　余は降伏に応じることはない！　先せん帝ていより頂いたこの戦せん艦かんウェルダースと共に、最後の最後まで戦うであろう！』

「ありがとうございます！」

　思わずそう答えた健吾を見て、ホルディナンド王子は、ちょっと照れたような表情を見せた。

『いや、礼には及およばない。劣れつ勢せいに陥おちいったからといって、真っ先に逃げたのでは、生しよう涯がい拭ぬぐうことの出来ぬ汚お名めいを負う。余は武人として、そしてアルマゲドン帝国の王族としての資質を示すために、ここにいるのだ！』

　そう言って胸を張る王子を見て、カミラ先生が微笑ほほえんだ。

「あの王子、意外と骨がありますデスネ。育て方が良ければ、案外立派な王様になるかもしれマセンですネ」

「こっちの士気は高い。新戦力の光子魚ぎよ雷らいの投入も控ひかえている。戦って戦えないわけじゃない……でも、まだ足りない！　なにか一つあれば……あと一つ、なにかあれば、天秤をひっくり返すことができるんだが……」

　メインモニターを見上げて、レンリがそうつぶやいたとき。再び通信担当のオペレーターの声が飛んだ。

『最上健吾総司令官に対して、メッセージが来ています！』

「なんだ？　降伏勧告か？」

『いいえ、通商連合からではありません……これは……ギーク星系人からの通信です！』

「ギーク星系人？」

　怪け訝げんな顔をするレンリに、オペレーターの女性型ＡＩが、モニターに文面を映し出して答えた。

『はい、一方的にこのようなメッセージが送られて来まして……今は通信が切れております』

　そのメッセージは『マニュアルを送り忘れたので送る』という実に短い一行だった。

「これだけか？」

『はい、これだけです。あと、共通語の文書ファイルがあるだけです』

「読ませてください！」

　声を上げた健吾を見て、レンリが驚おどろいた。

「健吾、お前、共通語が読めるのか？」

　健吾は右手を持ち上げて見せた。

「ええ、カミラ先生に、翻ほん訳やくデバイスをここにインプラントされていますので……」

　健吾の言葉を聞いたカミラ先生は、目を見開いた。

「ああ、ソウでしたネ。細香ちゃんの後見人として、必要だと思ったのでインプラントしてあったのですヨ」

「そうか、宛あて先さきも健吾だったしな……よし、閲えつ覧らんコードを渡わたす。パーソナルモニターで読めるぞ」

　レンリの言葉が終わるのと同時に、健吾の前に半はん透とう明めいのノートパソコンほどの大きさのモニターが浮うかび上がった。

　そこに並んだ文字を読み始めた健吾は驚いた。わかるのだ。そこに書いてあることが、脳内に映像や概がい念ねんを直接注入されてくるように理解できるのだ。

　それは文字というよりも圧縮された情報コードだった。

　そして健吾は、細香の思念臨界反応を封ふうじ込めた、あのシールドリモコンの構造と、そしてボタンの横に描えがかれていた記号の意味を知った。

　──そうか、あのマークはシールドの範はん囲いを示していたのか。

　人間のマークは、細香の身体からだをコーティングするように包み込んで、思念臨界反応のパワーを外に出さないようにするものだ。だからあのボタンを押したら、細香の思念臨界反応のセンサーがゼロを示したんだ。

　次の丸いマークは、惑わく星せい規模でシールドするもので、これだと細香のパワーは地球から外に出て行かない。

　そして最後の太陽マークを中心にした三重の同心円は、太陽系を意味する。これだと、細香のパワーは太陽系内に封じ込められて、他ほかの恒こう星せい系や銀河系にまで及ぶことは無い。

　──と、いうことは……。

　健吾は顔を上げて、オペレーター席の端はしっこに座っている細香を見ながら、つぶやいた。

「レンリ姉ちゃん……ありましたよ……天てん秤びんに載のせる戦力が……」

　その視線の先をたどったレンリとカミラ先生は、目を見開いた。

「健吾……あんた、まさか……」

「ええ、その、まさか。です！」
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　通商連合が異星人の脱だつ出しゆつのために猶ゆう予よする、と告げた十五分という時間は、あっという間に過ぎ去った。

　通商連合は、その間に増ぞう援えんの二万隻せきを後ご詰づめとして配置し終わっていた。

『運営の連中、マジに俺たち潰つぶしにかかってんじゃねーの？』

『今まで五時間掛かけて削けずった戦力と、ほとんど同じ数の増援ってのは無いよなあ』

『ああ、あれやるなら、こっちにも応おう援えんがあるべきだよなあ……』

　プレイヤーたちが、口々に不満をつぶやいた……そのとき。

　全プレイヤーの音声チャンネルに、健吾が演じる総司令官の声が響ひびき渡った。

『こちらは太陽系防衛軍、中央指揮室である！　地球の命運は尽つきようとしている！　だが、諸君！　あきらめてはならない！　我々はこの日が来るのを予測し、こんなこともあろうかと、地球防衛のための最終兵器を準備していた！　しかし、この最終兵器は試作段階であり戦せん闘とう力は未知数である！　諸君らの協力なくしては戦えない。諸君らの協力を切に願うものである！』

　そのメッセージを聞いたプレイヤーたちは、一気にざわめいた。

『こういう演出があったのかあ』

『俺にはわかってたけどね、よくある展開じゃん』

『って言うか、最終兵器って何だろう？』

『戦せん艦かん……は、もう出しちゃってるし……追つい尾び型の弾だん幕まくとかじゃないの？』

『こんだけ芝しば居いがかった演出して来るんだ、そんなちゃちなギミックじゃないと思うぜ』

『縮退砲ほうとか、巨きよ大だいロボットとか……』

『いや、それはない。これだけリアル路線で押して来てるゲームなんだぜ』

『リアルすぎて、つまんねーって声もあるけどな』

『確かになあ、五時間撃うち合うだけのゲームじゃ飽あきるやつは飽きるよなあ』

　その声を聞きながら、健吾は思った。

　──これから見る『最終兵器』は、リアルもリアル。正しよう真しん正しよう銘めいの現実なんだけど、きっと、誰だれも現実だとは思わないだろう。

　でも、これは現実だ。この戦いは、本当の地球防衛戦争なんだ。この戦いに負ければ、地球は終わるんだ。

　健吾は顔を上げて、言葉を続けた。

「では、諸君らに、最終兵器を紹しよう介かいしよう！　地球防衛用戦闘宇宙少女、サヤカだ！」

　その言葉が終わるのと同時に、メインモニターに大映しになったのは、レンリの宇宙船の格納庫に上所中学校の制服姿で立つ、３Ｄアニメ化された細香だった。

　デフォルメされているが、知っている人が見れば、それは明らかに細香とわかる顔立ちをしている。

　いきなり自分が大映しになったのを見た細香は、驚おどろいたように目を見開いた後で、あわててぴょこん、と頭を下げた。

『え？　あ……はい、サヤカです。み、皆みな様さま、よ、よろしくお願いします』

　ボイスチャットは沈ちん黙もくしたままだった。

　このゲームに参加している二十四万人、全員が黙だまっていた。

『え？　え？』

　細香は、不安そうにあたりを見回した。

　次の瞬しゆん間かん。

　大だい爆ばく笑しようと、ブーイングの嵐あらしが巻き起こった。

『わはははは、なんだよあれ！　あれが最終兵器だって？』

『馬ば鹿かじゃね？　つーか、馬鹿ゲーじゃねえか！』

『なんだよ、ここに来て萌もえ路線かよ、馬鹿にすんじゃねーぞ！』

『つーか、パクリじゃね？　コマンド＆コンカーの』

『ああ、ユリコ・オメガのパクリだよな、どう見ても！』

『引っ込め！　パクリ女！』

『萌え豚ぶたでも相手してろ！』

　罵ば声せいと嘲ちよう笑しようを浴びせかけられた細香の顔がゆがんだ。

『え……う……』

　その場にぺたん、と座り込んだ細香は、両手で顔を覆おおって、ぐすぐすと泣き出した。

『うう……もうイヤです……センパイ……私には……無理です……』

　メインモニターに映る、泣いている細香を見ていたレンリとカミラ先生が、健吾を責めるような目で見て言った。

「あーあ、泣き出しちゃったぞ、どうすんだ？」

「心の準備も何もできていなかったデスからねえ……魔ま法ほう少女の衣装が間に合わないノデ、上所中学校の制服のまんまデスし……細香ちゃんには荷が重かったんじゃないんデスカ？」

「いや、確かに、いきなりでしたけど、例のシールドリモコンを使えば、他ほかの恒こう星せい系や銀河系に迷めい惑わくを掛けずに、細香が思念臨界反応を使えるわけです！　彼女の戦闘力を持ってすれば、通商連合の艦かん隊たいなんか、あっという間に片付けられるはずです！」

　健吾はそう言うと、座り込んでいる細香に向かって呼びかけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、細香！　君ならできる！　君にはそれだけの力がある！　僕が君に教えてきたことはウソじゃない、僕を信じてくれ！　僕の言葉を信じてくれ！

　君は、あの力を取り戻もどしたんだ！　今の君は、銀河系の半分を消し飛ばすほどのエネルギーを持っているんだ！

　さあ、立ち上がれ！　誰も君を応おう援えんしなくても、どんなに馬鹿にされても笑われても、それがなんだ！　僕は君を応援する！　僕は君を信じている！　君は素す晴ばらしい女の子だ！　自信を持つんだ！　地球を救ってくれ！　地球の未来を守ってくれ！　地球に生きるすべての生命の未来……君の未来、そして僕の未来も、すべてが君の腕うでにかかっているんだ！」

　健吾の言葉の中にあった『未来』という言葉が、細香の心の奥にある一つの情景にリンクした。

　それは、高校生になった自分と、その横に立つ高校の制服を着た健吾の姿だった。

　──センパイといっしょの高校に進んで、いっしょに高校生活を送りたい……それが私の夢……そしてその未来の先にあるのは……。

　細香は脳のう裏りに浮うかんだウェディングドレス姿の自分と、その隣となりに立つ白いタキシード姿の健吾を思い浮かべて、あわてて首を振ふった。

　──そんなの、ずっと先のことよ！　それに……そんな風になれるかどうか、わからないのに、そんなの夢見ちゃダメ！

　──でも、それだって、未来なんだ。

　私の未来……私の可能性……私はそれを捨てたくない……そんなのはイヤ！

　──だとしたら……守らなくちゃ！　私の未来は、私が守らなくちゃ、誰だれも守ってくれない！　守れるのは……私だけなんだ！

　細香は、自分に言い聞かせるように小さくうなずいて、そして、顔を上げた。

　メガネをはずして、ゆっくりと涙なみだをぬぐい、再びメガネを掛かけなおすと、少しふらつきながら立ち上がった。

　格納庫のモニターに映る健吾を見た細香は、笑った。

　泣きながら笑った。

「わかりました……行きます、センパイ！」

　そう言って、胸の前で両手でこぶしを握にぎり締しめたとき。

　ボイスチャットから、声が飛んだ。

『がんばれ！』

『行けるよ！　大丈夫！』

『なんだよ、女ならなんでもいいのかよ、これだから萌え豚はよ！』

『うるせえ！　女の子が泣いてたら、助けたくなるのが男ってモンだろうが！』

『そうだ！　一いつ生しよう懸けん命めいな女の子を応援することのどこが悪い！』

『他の連中なんかどうでもいい！　俺は応援するぞ！』

『流されやすい単純馬鹿はどうしようもねえな』

『いいことを教えてやる。祭りやゲームってのは、馬鹿になって楽しんだヤツが勝ち組だ。傍はたでしたり顔して利口ぶってるヤツは負け組なんだぜ？』

『行け！　行ってやつらをぶっ飛ばせ！』

『応援するぞ！　援えん護ご射しや撃げきは任せとけ！』

　ボイスチャットのチャンネルは、細香を応援するメッセージであふれかえった。

　それを馬鹿にするメッセージも少なくは無いが、応援するメッセージの方が圧あつ倒とう的に多かった。

　健吾は、プライベートチャンネルで細香に聞いた。

「行けるかい？」

『はい、大丈夫です！　行ける……と思います！』

「よし！　君の力は思念から来る！　思い浮かべるんだ！　背中に光の翼つばさを持ち、稲いな妻ずまのように宇宙空間を飛ひ翔しようする自分の姿を！」

『はいっ！』

　細香はそう答えると目を閉じて、両手を胸の前で交差させてこぶしを握った。

　ぼうっと細香の身体からだが光を発し始めるのと同時に、中央指揮室のエネルギーセンサーが、狂くるったように反応し始めた。

『エネルギーセンサーのゲージを切り替かえます』

「すげえエネルギーだな。あの子一人で、戦せん艦かん一隻せき並のエネルギーを出してるぜ」

「ハーイ、格納庫の扉とびらを開けましたデスヨ、いつでも飛んで行けますデスネ！」

　──よし、いいぞ、あのマニュアルに書いてあったとおりだ！　エネルギーが放出され始めた。次は、そのエネルギーの形をイメージさせる言葉だ！

　健吾は胸を張って叫さけんだ。

「光ライ翼トニ稲ング・妻レイ・天ウイ翔ング！」

　細香が復唱する。

『らいとにんぐ・れい・うぃんぐぅううう！』

　言葉が終わるのと同時に、細香の背中に白く輝かがやく天使のような翼が生え、細香の身体がふわっと浮いた。

「よし！　飛べ！　光の速度で！」

『はいっ！　センパイっ！』

　細香の答えと同時に、背中の天使の翼がぐうっと後ろに下がって、後退角がついた。

『うわ、すげえ、可変後退翼かよ！』

『なんかカッコイイなあ』

『宇宙空間では、意味の無いフォルムだよ、馬ば鹿かだな』

『馬鹿はお前だ。カッコイイ以外に重要な意味があるか？』

　細香の翼から、稲妻のような閃せん光こうが走った……と思った次の瞬しゆん間かん、細香は宇宙空間を飛んでいた。

　細香の思念臨界反応は、通商連合側でもキャッチしていたのだろう、あわてたように発はつ砲ぽうが始まった。

　それを見て、健吾が全プレイヤーに呼びかけた。

『将兵諸君！　戦せん闘とうが始まった！　サヤカは戦いに慣れていない。彼女は、ビーム砲ほうもシールドも持ってはいない。彼女が持っているのは、その手足のパワーだけなのだ！

　頼たのむ！　これは命令ではない！

　太陽系防衛軍総司令官としての命令ではなく、一人の人間として君たちにお願いする！

　サヤカを守ってくれ！

　君たちの砲で、弾だん幕まくで、彼女を助けてやってくれ！　頼む！』

　プレイヤーの画面に映っている健吾のキャラクターは、ロマンスグレーで白いひげを生やした、老司令官である。

　その、老司令官の願いを聞いたとき、プレイヤーの中に一つの物語が生まれた。

　──そうか。サヤカは、この総司令官の娘むすめなんだ！

　それと同じことを考えたプレイヤーが何万人もいたのだろう、ボイスチャットのチャンネルは、総司令官を『お父さん』と呼ぶ発言が渦うず巻まいた。

『わかりました！　娘さんは俺にお任せを！』

『娘を死地に赴おもむかせるとは、この総司令官……まさに武人！』

『死なせやしねえ！　守る！　守ってみせるぜ！』

『うぉおおお！　やったるでぇ！　やったるから娘さんを僕に下さい！』

　何十万という砲ほう台だいが一いつ斉せいに発砲した。

　一方、敵てき艦かんの発砲したエネルギー弾だんを避よけながら飛んでいた細香は、敵艦隊の手前に展開されたシールドに行く手を阻はばまれ、速度が落ち始めた。

「細香！　速度を落とすな！　止まると狙ねらわれるぞ！」

『は、はい、でも……飛ぶためのエネルギーが吸収されていくようで……』

「それは中立化フィールドだ！　こっちのエネルギーに同じ量のエネルギーをぶつけて中和するんだ！　大だい丈じよう夫ぶ、お前さんの今のエネルギーなら、中和しきれずに相手のジェネレーターがぶっ壊こわれる！　力押しで押すんだ！」

『は、はいっ！』

　細香が、全身の力を入れるように両手を押し出した……そのとき。

　背後から飛んできた無数の弾幕が細香の周囲に炸さく裂れつした。

　そのエネルギーの塊かたまりが、シールドに当たった瞬間。細香の身体が、すうっと楽になった。

　──そうか、みんなの弾幕のエネルギーを中和する分、私への負担が減ったんだ！

　細香は、顔を上げて、キッ！　と前をにらんだ。

　──よし、行ける！

　細香の耳元で、健吾の声が響ひびいた。

「いまだ！　オーバーブーストだ！　シールドを一気にぶち破れ！」

『はいっ！　光らいと翼にんぐ稲・れい妻・うい天んぐ・翔おーばー超ぶーす加とお速おおお！』

　細香の掛かけ声と共に、光の翼つばさは脈動するように閃光を発し始めた。

　その閃光の間かん隔かくは、見る見るうちに短くなり、そして、ついに閃光のみとなったその瞬間。

　ばひゅん！

　後ろの宇宙空間に歪ゆがみを残すほどの加速で、細香は敵の前衛艦かん隊たいの中に突つっ込んでいった。

『すげえ！　敵の中央に突っ込んだ！』

『どうやって戦うつもりなんだ？』

『まさか白兵戦か？』

　そのまさかだった。

　細香は、こういった大規模な敵を相手にする、いわゆる面攻こう撃げきの戦闘方法を知らない。

　健吾が細香に教えていた『漆ダー黒クネのス・衝ソニ撃ツ波ク』も『灼ヒート炎フアイ円ヤリン斬グ・波カツター』も、何万隻せきという巨きよ大だいな戦せん闘とう艦かん隊たいを相手に通じる技わざではない。一人二人を相手にする個人戦闘用の技だ。

　それは、細香の思念臨界反応を兵器利用しようとしている、という疑いをかけられないために、健吾が選せん択たくした方法だった。

　細香は、その握にぎりこぶしと足で、通商連合の戦闘艦を撃げき破はしなくてはならない。

　ひたすら艦隊の中心部に突き進もうとする細香の前に、前衛艦隊の巡じゆん航こう艦かんが針路を変えて立ちふさがった。

　主しゆ砲ほうが細香に狙いをつけるより早く、細香は巡航艦の防ぼう御ぎよシールドの前に立った。

「よし、呪じゆ文もん詠えい唱しようだ！」

　細香は呪文を唱えた。

『我が腕うでに宿りし、この世に非らざる神の威いによりて、我は砕くだく！　この世のすべて！　究アルテ極イメツ破ト・ブ壊レイカー！』

　細香は右手を腰こしの位置に引くと、正せい拳けん突づきのポーズをとり、叫さけびながら多重シールドに向かって拳こぶしを突き出した。突き込まれた拳の位置から、ぱあっと紫むらさき色いろの波は紋もんが広がり、そのまま蒸発するように多重シールドは消しよう滅めつした。

「よし！　シールドは無力化した！　行け！　船体をぶち破れ！」

『はいっ！』

　船体の表面に取り付いた細香が、そのまま拳を叩たたき込むと、まるでボール紙で作られたかのように、船体表面に穴が開いた。

　細香はそのまま、槍やり投なげをするように、巡航艦を隣となりの敵艦に向かって投げつけた。

『えーい！』

　投げつけられた巡航艦は、そのまま隣の艦かんの横腹に突っ込んで、ぐしゃりと潰つぶれた。一呼吸ほどの間で、二隻の巡航艦はその場で爆ばく発はつした。

　健吾はすかさず、砲台のプレイヤーに向かって呼びかけた。

『敵の前衛艦隊の多重シールドは、サヤカが無力化した！　このときを逃にがすな！　混乱している敵艦隊を殲せん滅めつするのだ！』

『了解ラジヤー！』

　砲台が、前衛艦隊を撃うちまくり始めると、陣じん形けいが乱れている前衛艦隊は相そう互ごに展開している防御シールドが多重化していないために、シールドが次々に無力化され、エネルギー弾を叩き込まれて撃げき墜ついされていく。

　その光景を見ていた健吾は、一つの作戦を思いついた。

『将兵諸君！　敵はぶ厚いレンガ塀べいのような陣形を組んで、面で攻せめて来ている。

　それに対し、サヤカはたった一人。点でしかないように見えるだろう。

　だが違ちがう！　サヤカは針だ！　硬かたく、強く、鋭するどい針なのだ！

　諸君らの砲ほう台だいを連射モードからチャージショットに切り替かえ、サヤカの周囲の敵に叩き込んで欲しい！　それにより、サヤカはさらに奥へと突き進むことが出来る！

　敵の旗き艦かんを破壊すれば、この戦いは終わる！　諸君らの援えん護ごなくして勝利はありえない！』

　健吾のメッセージが伝わるのと同時に、砲台から撃ち出される弾だん幕まくの数が減った。しかし、撃ち出されるエネルギー弾だんのサイズは一回りも二回りも大きく、破壊力を持った弾たまだった。

　細香は周囲にそのエネルギー弾の群れを従えるように、敵てき艦かん隊たいの中心に向かって突き進んだ。

　だが、それを見た通商連合は、さらに陣形を組み替えた。

　戦せん艦かん艦かん隊たいを前に出し、扇おうぎ形がたに配置したのだ。それは、すべての戦艦の主砲を一点に集中させるための陣形だった。

「サヤカ！　気をつけろ！　敵の集中射しや撃げきが来るぞ！」

『わかりましたっ！』

　細香が身構えたそのとき。通商連合の五千隻に及およぶ戦艦の主砲が、細香に向かって放たれた。

　最初に着ちやく弾だんした数発は、細香の周囲に漂ただよう巡航艦の残ざん骸がいに命中し、金属蒸気に蒸発させた。その輻ふく射しやエネルギーで身体からだのバランスを崩くずしたところに、立て続けに数十発が着弾する。

　直ちよく撃げきを食くらったのだろう、閃せん光こうの中に吹ふき飛ばされる細香のシルエットが見えた……と思った次の瞬しゆん間かん。

　そのエリア全体が、エネルギー弾の爆発による巨大な火球に包まれた。

「細香ーっ！」

　健吾は思わず叫んだ。

「大だい丈じよう夫ぶデス。生体反応に異常はアリマセン。若じやつ干かんの脈みやく拍はくと呼吸数の上じよう昇しようがあるだけデスネ」

「本当ですか!?　無事なんですか？」

「ええ、見てクダサイ」

　カミラ先生の指差したその先には、戦艦の主砲の直撃を耐たえ切った細香の姿があった。

　かばうように顔の前で両手を交差させ、宇宙空間に浮うかんだ細香は、無事のように見えた。だが、着ていた中学校の制服は、あちこちが焦こげてびりびりに裂さけていた。

　特にスカートは、まるでチャイナドレスのように深く切れ込みが入り、細香の白い太ももが半分以上露ろ出しゆつしている。

　ゆっくりと顔の前で交差させていた腕を下ろした細香は、怒いかりに燃えた目で通商連合の旗艦をにらみつけた。

『痛ぁ……。

　私がなにをしたって言うの？　私は、何もして無いのに！

　私は、普ふ通つうの女の子でいたいだけなのに！

　なのに、そのたくさんの戦艦で、なにするのよ！　私に！　地球に！』

　細香の身体のまわりが、ぼうっと金色に輝かがやき始めるのと同時に、中央指揮室の各種センサーの表示が、さらに上昇しはじめた。

「思念臨界反応が、すごい勢いで上がってる！　細香のやつ、どうやら本気で怒おこったみたいだな……怒りで我を忘れなけりゃいいけど」

　メインモニターに映る細香の身体に異変が起きていた。

　まるで宇宙空間に風が吹いているかのように、細香の制服や髪かみの毛がふわふわと浮き始め、やがて黒くろ髪かみの先せん端たんの方からゆっくりと色がぬけはじめた。

「髪の毛の色が！」

　驚おどろく健吾を見て、カミラ先生が答えた。

「アレは、細香ちゃんの中にある、怒りのイメージですネ。思念臨界反応は、思念をそのままエネルギーに変えマス。だから、生身の身体から衝しよう撃げき波はが出たり、高熱のリングを作ったりできるんデス」

　その言葉を聞いた健吾の脳内に一つのアイディアが浮かんだ。

　──そうか！　白兵戦だからと言って、握にぎりこぶしで戦う必要は無い！　思念臨界反応で、思念の具象化が出来るってことは、思い浮かべればいいんだ！　白兵戦に最も適した武器を！

　健吾は、モニターに映る細香に向かって呼びかけた。

「細香！　これから、君にイメージを送る！　白兵戦で最も効果的な武器のイメージだ！　そいつは、突つく。斬きる。叩く。と三さん拍びよう子し揃そろった武器で、第一次世界大戦の時、塹ざん壕ごうに君臨する悪あく魔まと呼ばれて恐おそれられた！　さあ、僕のイメージを受け取れ！」

『はいっ！』

　細香はそう答えると、目を閉じた。

　──来る、センパイのイメージが流れ込んでくる……え？　これって武器なの？　あ、使い方のイメージも送られてきた……そうか、そうなんだ。こうやって使うんだ！

　そして、細香は目を開くと右手を上げて叫さけんだ。

『究あるてい極めつと殲・じえの滅さいだー最・すと強れんぐ円す・匙しやべる』

　その言葉と共に、細香の右手の上に現れたのは……。

　全長十メートルはあろうかという、光のシャベルだった。

「行け！　細香！　そいつで敵を叩たたき潰つぶすんだ！」

『はいっ！　目に物見せてやります！』

　細香はそう答えると、光のシャベルを振ふりかざして、敵艦隊に突っ込んで行った。

　この光景を見て、日本人のプレイヤーの中から、不満の声が上がった。

『なんだよこれ、こんな世界観のゲームだとは思わなかった』

『ドン引きだぜ、まったくよ』

『運営は、何を考えてるんだ。バカじゃねえのか？』

　だが、それと同時に、世界中のゲーマーから拍はく手しゆ喝かつ采さいが送られてきた。

『素す晴ばらしい！　リアルな設定の上でやるバカ騒さわぎほど面おも白しろいものは無い！』

『異星人との戦争に、どんな結末をつけるのか気になったが、これはいい！　シリアスな現実をゲームに投とう影えいして悦えつに入る幼よう稚ちなエンディングを見ないで済みそうだ』

『金色の女子中学生が、光のシャベルで戦うゲームが、今まであったか？　その女子中学生と一いつ緒しよになって、敵を叩きのめせるゲームが他ほかにあるか？』

『こいつは日本だ。間ま違ちがいなく日本人が作ったゲームだ。あいつらは全員ヘンタイで、そしてクールで、ファンタスティックだ！』

　そして、ボイスチャットは、『サ・ヤ・カ！』『サ・ヤ・カ！』の大合唱で埋うまった。

「聞いているか？　細香！　みんなが君を応おう援えんしている！　さあ行け！　そのシャベルで敵を叩き潰せ！」

『はいっ！　シャベルの使い方その一！　突いてよし！』

　細香はそう言うと、光のシャベルを目の前に浮かぶ戦せん艦かんに向かって突き出した。

　ざくっ！　という感じでシャベルの先端が戦艦の船体に突き刺ささる。

　細香が、突き刺さったシャベルを引き抜ぬくと、刺さっていた戦艦はその穴から二つに折れて爆ばく発はつする。

『シャベルの使い方その二！　斬ってよし！』

　細香は叫ぶと、爆発した戦艦の隣となりに浮かんでいた戦艦に向かってシャベルの先端部を縦にして、そのまま振り下ろした。

　ばかっ！　という音が聞こえるような勢いで、戦艦が真っ二つに割れた。

　そのまま問答無用で大爆発。

　細香は、ぐるりと見回して、戦艦が最も固まっている場所に目をつけると、そこに飛び込んで、巨きよ大だいなエネルギー体のシャベルを平べったくして、思い切り振り下ろした。

『シャベルの使い方その三！　叩いてよし！』

　もし宇宙空間に空気があれば、ぱっかーん！　という音が響ひびき渡わたったであろう勢いで、艦かん橋きようと船体上部の構造物を文字通りぺしゃんこにした。

　戦艦は、あちこちから火花を散らしながらよろよろと針路を変え、その先で爆発した。

『基本は終わり！　次は応用編！　行くわよ！』

　細香は光のシャベルを振り回しながら、敵の戦艦が密集している中央艦かん隊たいに向けて突とつ進しんした。

『私は……っ！　スーパーガールなんかにっ！　なりたくなかった！　普ふ通つうの女の子でいたかっただけなのーっ！　普通の女の子に戻もどりたいだけなのーっ！』

　細香がシャベルを振り回すたびに、巨大な宇宙戦艦が光の球に変わっていく。

　大暴れする細香を見ていた健吾が、プレイヤーに呼びかけた。

『見よ！　諸君！　ついにサヤカは真の力に目覚めた、まさに無敵！　敵の均きん衡こうを崩くずした今こそ、我らが勝利をもぎ取れる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ！　さあ、撃うて！　敵の艦隊を完かん膚ぷなきまでに叩きのめすのだ！
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　諸君らのミッションは、サヤカが無事に敵の旗き艦かんにたどり着けるように、彼女の進路をふさぐ敵てき艦かんを排はい除じよすることだ！　一層の努力と熱意を期待する！』

『了解ラジヤー！』

　残存していた砲ほう台だいが、一いつ斉せいに砲ほう弾だんを吐はき出し始めた。

　宇宙空間を埋め尽つくすほどの勢いで撃ち出されたエネルギー弾だんは、大暴れする細香によってシールドを失っていた戦艦の船体に無数の穴を開ける。

　弾だん幕まくは、細香の周囲に集まってくる敵艦を、的確に捉とらえこれを撃げき破はしていく。

『サヤカ！　君の前にいる戦艦を沈しずめたのは僕だ！　覚えておいてくれ！』

『何言ってやがる！　お前だけが沈めたわけじゃねえだろうが！　オイシイところだけもってくんじゃねえ！』

『男は黙だまって、女の子を助けてりゃいいんだ。想おもいは行動で示せ！』

　形勢が完全に逆転したことに気がついたのだろう。艦隊中央にいた巨大な旗艦が後退を始めた。

「細香！　敵が逃にげる！　追いかけるんだ！」

『はいっ！　わかりました！　センパイっ！』

　細香はそう答えると、光のシャベルを頭上で振ふり回しながら、旗艦に向かって突進した。

『敵てき陣じんに突つっ込んで一いつ騎き打うちかよ』

『シューティングゲームじゃなくて、無む双そうモノだったのか』

『金色の女子中学生が、光るシャベル振り回して無双するゲーム……聞いただけならクソゲー扱あつかいだろうなあ……』

　前に立ちはだかる直衛艦隊をシャベルで叩たたきのめしながら、細香は一直線に敵の旗艦に向かって突進した。

　背後から砲台の弾幕が、細香の周囲の敵艦を容よう赦しやなく叩く。

　そしてついに、細香は旗艦にたどり着いた。

　旗艦の甲かん板ぱん上に設置された近接防衛用の砲ほう塔とうが、無数のエネルギー弾を細香に向かって吐き出すが、細香はシャベルを水平に振り、甲板上の砲塔をなぎ払はらって無力化した。

　旗艦の艦橋に向かってシャベルを振りかざした細香を見て、健吾が叫さけんだ。

「ダメだ！　そこには人が乗っている！　殺すな！　殺しちゃダメだ！」

　細香の振り下ろしたシャベルは、艦橋の上部に設置されている複合センサーを潰つぶして止まった。

「よくやった、細香！　よく我が慢まんした！」

　旗艦の艦橋に乗っているはずの通商連合の指揮官からは何のメッセージも無かった。

　細香は、口をへの字に曲げ、複雑な表情で、じっと旗艦の艦橋をにらみつけていたが、やがて、シャベルを持ち上げると、艦橋を指差して叫んだ。

『帰って！　二度と来ないで！　わかった!?』

　一呼吸ほどの時間の後、共通周波数で銀河共通語の通信が流れた。

　それは、通商連合からの降こう伏ふく宣言だった。

『サヤカ嬢じようの温情に心から感謝する。

　我々は一いつ切さいの軍事行動を停止し、撤てつ収しゆうする。

　このたびの戦いにおいて、我々は回復不能の多大な損害を受けた。この損害はすべて我々に責任がある。地球人の周しゆう到とうな準備と、一いつ致ち団結した優ゆう秀しゆうな戦士たちの前に我々の目的は頓とん挫ざした。

　諸君らは、みずからの腕うでで勝利を勝ち取り、この宇宙に生きる知的生命体であることを証明して見せた。諸君らは近い将来、銀河文明評議会によって、星系文明として認められるだろう。

　そのとき、我が通商連合は、君たちを承しよう認にんする側に一票を投じるであろう。

　それが、せめてもの、我々の矜きよう持じである。

　通商連合は、今後二度と地球の資源化を行わないことをここに誓せい約やくする』

「よし、こいつを地球の言語に翻ほん訳やくして、ボイスチャンネルに流せ！　我々の勝利だ！」

　ボイスチャンネルに通商連合のメッセージが流れると、参加していたプレイヤーたちの歓かん喜きの叫びと拍はく手しゆと口笛が、ボイスチャットチャンネルを埋うめ尽くした。

『やった！　すげえ！　勝ったぞ！』

『でも、なんか上から目線じゃね？』

『いいんだよ、カタキ役ってのは、最後までああじゃなきゃいけない』

『いきなり土下座して、靴くつを舐なめますぅ！　みたいな敵はイヤだよなあ』

『まあ、いいエンディングだったんじゃないの？』

『さーて、次のキャンペーンはどんなのかな？』

『今度は、あの戦せん艦かん動かしてみたいよなあ』

『機動要よう塞さいってのもいいかもしれない……』

　ボイスチャットに飛び交かう会話を聞きながら、健吾がほっとため息をついて言った。

「終わりましたね……」

「ああ、勝った……」

　レンリはうなずいた後で、にやっと笑って言葉を続けた。

「後始末が大変だな。あの残ざん骸がいを回収しなけりゃならん。まあ、通商連合の連中にも手伝わせるけど、全部は無理だな。残った破は片へんとかは木星の重力に引かれて木星に落ちるが、細かな破片は地球に届くだろうな」

「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「ああ、大きくて直径十センチくらいだ。みんな大気圏けんで燃え尽つきるさ。さあ、細香を迎むかえに格納庫に行こうぜ」

「わかりました！」

　健吾はインカムのスイッチを入れて、細香に向かって呼びかけた。

「ごくろうさま、終わったよ……君のおかげで地球は救われた……気をつけて帰って来るんだ！」

　モニターの向こうから聞こえてきたのは、半分泣き声になった細香の声だった。

『あの……今、気がついたんですけど……私、制服ボロボロになっちゃって……誰だれか、ジャージか何か持ってませんか？』

「え？　あ、いや……どうしよう？」

　健吾があわてて辺りを見回すと、指揮室の隅すみっこで、こっちを見ている初恵と目が合った。初恵は、やれやれ、と肩かたをすくめると、着ていた太陽系防衛軍の制服を脱ぬぎはじめた。

「神通さんを出しゆつ撃げきさせるなら、こういうことも考えておくべきよ。ホント、あんたはそういうところが鈍どん感かんなんだから……この部屋には何人か女の人がいるように見えるけど、服が脱げるのは私だけみたいね」

　白いブラウス姿になった初恵は、健吾をにらんで、着ていた制服を健吾に突き出した。

「ほら、これ持っていってあげなさい！　女の子の身体からだをじろじろ見ちゃダメよ！」

「ありがとう、恩に着る！」

　健吾は両手を合わせて頭を下げると、初恵から制服を受け取って、レンリの後を追った。

　その後ろ姿を見送った初恵は、小さくため息をついてつぶやいた。

「私も、ずいぶんとお人よしよねえ……」

　初恵の横にやってきたカミラ先生が、にっこり微笑ほほえんでうなずいた。

「そうデスネ、でも、あなた、きっとイイ女になれますよ……」

「カミラ先生に言われると、なんとなくそんな気分になれそうです……」

　初恵は自分に言い聞かせるように小さくうなずいた。
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　上所地区の八坂神社の参道に並んだ提ちよう灯ちんに灯あかりが入る頃ころ、参道を歩く人の数が増え始めた。

　浴衣ゆかたを着た子供や親子連れが、参道沿いに並んだ露ろ店てんの前を歩いていく。

　参道の突つき当たりにある石の鳥居の先には石段があり、八坂神社の本ほん殿でんはその石段を上ったところにある。その境けい内だいに、浴衣姿のレンリとカミラ先生、そして健吾が立っていた。

「細香は一いつ緒しよじゃないのか？」

「ええ、浴衣に着き替がえてくるって言ってましたから……そろそろ来ると思うんですけど……」

　そう言って、境内から参道を見下ろしていた健吾は、慣れていない下げ駄たのせいだろうか、危なっかしい足取りで歩いてくる細香を見つけて声を上げた。

「あ、来ました来ました！　ちょっと迎えに行ってきます！」

　健吾は、石段を駆かけ下りていった。

　その後ろ姿を見送ったカミラ先生が微笑んでうなずいた。

「ちゃんとエスコートする健吾クンは、立派ですネ」

「ああ、あいつがあのまま大人になってくれれば、間ま違ちがいなく初代の地球大使だろうな。地球人の成長は早いから、あっという間だろう」

「地球の保護官になって五百年……長かったデスヨ」

「やっと、正体を大っぴらにできるってわけか……」

「イロイロありましたカラネ。なんと言うか、感かん慨がい深いモノがありマスネ」

「地球人も、もう今までのように地球人同士で争ってる場合じゃない、ということに気がついてもいい頃かもしれないな……」

　レンリがそう言ってうなずいたとき、白地にアサガオの模様の浴衣を着た細香が、恥はずかしそうに健吾に手を引かれ、から、ころ、という下駄の音をさせながらやってきた。

「おや、さっそく手を繫つないでるのか」

「ぴゃっ!?　あ、これは、センパイが……」

「はきなれない下駄で石段を上るのは、ちょっと怖こわいですからね」

「やれやれ。そこまで気が回るなら、似合うよ素す敵てきだね、ぐらい言ってやりゃあいいのにね。

　まあいいさ、なんだかんだ言っても、お前さんが銀河の中心で愛を叫さけんだことに変わりは無いわけだしな」

「そんな……」

　健吾が照れたように頭を搔かいたとき、頭の上を流れ星が落ちて行った。

「おー！　キレイなもんやねえ」

「すごいよね、本当に雨みたいに星が降ってる」

「あれこそが、我々の勝利の証あかし！」

「流星に微び妙みように色がついてるのはなぜだろう？」

「金属の種類によって炎えん色しよく反応が違ちがうせいですね」

「なんだっけ、それ」

「理科の授業でやったでしょう。もう忘れたの？」

「理科の授業か……何もかも、懐なつかしい……」

「なに格好いいこと言ったつもりになってるんですか」

「そうか、アレ、全部宇宙船の破は片へんなんだよな」

「そんなことより、願い事を言おうよ、せっかくの流れ星なんだから」

「金！　成績！　彼女！」

「君は本当に俗ぞく物ぶつだな」

「ええと、ええと……いざとなると思いつかひんねえ。困るわあ」

「これだけ一いつ杯ぱい流れてくるんだもの。どれだけ迷っても大だい丈じよう夫ぶよ」

「そっかあ、そうやねえ。ええとええとー」

　流星を眺ながめながら、防衛委員たちが、わいわい盛り上がっている。

　そんな中で、健吾が、細香の耳元にそっと口を寄せた。

「ぴゃっ!?」

　触ふれるような距きよ離りではないが、思わずびくん、と背筋を伸のばしてしまう。反射的にきゅっと握にぎっていた手の力が強くなる。健吾は、そのままささやいた。

「君の願い事は何？」

　細香は、耳の先まで赤くして下を向き、小さな、本当に小さな声で答えた。

「もう……かないました……」

　夜空のあちこちで、流星は落ち続けた。

　地球上のすべての人間の願い事をかなえよう、とでもいうかのように、その夜、流星は降り続いた。

　星に願いを。地には平和を。








地球の切ジヨりーカ札ー・END









　あとがき







『地球の切ジヨりーカ札ー ③地球の未来は任されました。』いかがでしたでしょうか？　日本の片田舎いなかの温泉街の中学校を舞ぶ台たいにした、学園ドタバタ中二病ストーリーは、この巻をもってひとまず終しゆう了りようとなります。

　この物語は、私たちが生活している、この目の前に広がる、いつもと同じ日常の現実社会のレイヤーを一枚、ぺろん、とめくったその下に、異星人たちが平気な顔をして生活している世界があって、その世界が、私たちが見ているこの日常的な現実世界を脅おびやかさないような仕組みを作り上げているとしたら？　という設定を作り、そのレイヤーの下を知ってしまった主人公たちが、友好的な異星人と一いつ緒しよに活かつ躍やくする話を書いた物語でした。

　今、私たちはテレビの前に座るだけで、居ながらにして世界中の出来事を知り、映像を見ることができます。

　しかし、それはすべて、マスコミを介かいして伝えられるものです。逆に言えば、マスコミが取り上げ、電波に乗らなければ、どんな真実も誰だれにも知られないまま終わるということでもあります。インターネットによる情報配信という方法もありますが、本当に宇宙人を目もく撃げきし、携けい帯たいで動画を撮さつ影えいしてそれをネットに投とう稿こうしても、おそらくセンセーショナルな取り上げ方をされることなく、情報の海の中に紛まぎれてしまうでしょう。

　もし、本当に地球人に化けた異星人が地球上で生活しているとしたら、現代社会は実に居い心ごこ地ちの良い場所かもしれません。

　物語の中で、最初に具体的な地球外生物としての「異星人」を描えがいたのは、やはり、Ｈ・Ｇ・ウェルズの『宇宙戦争』でしょう。この物語に出てくる異星人は火星からやってきた火星人で侵しん略りやく者しやとして登場しました。

　この物語以降、異星人は自分たちと異なる文化や価値観を持つ生物、つまり外国人の代用品として物語に登場するようになります。

　明確な敵として実在する外国を登場させると国際問題になりかねませんが、火星人や金星人ならば問題ない、というわけで、異星人は正体不明の禍まが々まがしい侵略者として、物語の中で敵かたき役やくを演じます。

　一九六○年代のアメリカでは、正体不明の異星人の侵略者『インベーダー』というドラマが放映され、日本でも『ウルトラマン』や『ウルトラセブン』の中に地球を狙ねらう侵略者としての宇宙人が数多く登場しました。

　中には、火星から来たお人よしの異星人と一緒に生活するドタバタコメディ『ブラボー火星人』などの友好的な異星人の物語もありますが、そのほとんどは侵略者として描かれたものでした。

　しかし、一九七○年代の終わりに入ってからこういった異星人の描かれ方が大きく変わりました。流れを変えたのは『未知との遭遇』と『Ｅ．Ｔ．』という二つの映画だったと私は思います。

　ドキュメンタリータッチな演出で説得力を持たせた『未知との遭遇』と、ハートフルな演出で観客を感動させた『Ｅ．Ｔ．』以降、物語に登場する異星人たちは、醜しゆう悪あくで邪じや悪あくな化け物ではなく、人格を持った人間として描かれるようになってきました。

　戦前のアメリカで出版されたスペースオペラの中には、外見は異なっても、知的生物のメンタリティを持つ友好的な異星人が登場する『レンズマン』のような物語もありましたが、そういった存在が、映像として明確に表現されるようになったのは、やはり映画『スター・ウォーズ』以降のことでしょう。

　そして今、異星人は、特別の存在としてではなく、ごく普ふ通つうの概がい念ねんとして人々の中に受け入れられ、言葉の意味を説明する必要すらありません。

　ボーイ・ミーツ・ガールだけど女の子にちょっとワケあり、というライトノベルの基本パターンのヒロインとして、異星人の存在は幼おさな馴な染じみや委員長と同じように、何の違い和わ感かんも無く受け入れられています。

　異星人たちは、その時代の世相を反映して敵になったり味方になったり、恋こい人びとになったりしながら、これからも物語の中で活躍し続けることと思います。

　さて『地球の切ジヨりーカ札ー』はこの巻で終わりましたが、この、異星人が暮らす上所温泉の設定と、この物語世界で生きているキャラたちの生活は、私が描かないだけで、ずっと続いているような気がします。もしかすると、全く違ちがう物語のどこかに、ひょいと顔を出すかもしれません。

　最後になりましたが、今回も、キャラクター描びよう写しやに「椎しい出で啓けい」氏。ＳＦ的なガジェット、設定などに「銅あかがね大だい」氏のご協力を戴いただいております。

　そして、なんと言っても、イラストをお描かきになっていただいたＫｅＧさんには、感謝の言葉もありません。

　この『地球の切ジヨりーカ札ー』は、リアルな設定の前作『会長の切ジヨりーカ札ー』とは全く世界観が違い、さぞかし苦労されたことと存じます。

「いーぐるー」のリトルグレイをはじめとするこの物語のキャラクターたちは、ＫｅＧさんが創造しお描きにならなければ、この世に存在しなかったキャラクターなのです。

　心から御おん礼れい申し上げます。




（スニーカー文庫の次のシリーズを、より面おも白しろくするために日夜悩なやんでいる）


鷹見　一幸　　


















カバー・口絵・本文イラスト／ＫｅＧ

カバー・口絵・本文デザイン／福田功（imagejack）










地ち球きゆうの切りジヨー札カー




③地ち球きゆうの未み来らいは任まかされました。








鷹たか見み一かず幸ゆき
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